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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　リイザ・フォンターナは、こぼれ出そうな涙を懸命に押しとめた。

　目の奥が熱い。気を抜くと、すぐにでも泣き出してしまいそう。

　それでも顔を引き締め、唇を嚙かみ締め、拳こぶしを握り締め、精いっぱい怖い顔をして相手をにらみつけてやる。

　目の前にいるのは、姉のひとり。

　カカ・フォンターナ。

　フォンターナ公爵家の次女であり、｛魔界の至宝スキユース・フオンターナ｝と並び称されるほどの魔力を誇っている姉だ。

｛静謐なる禍三女｝である自分が、全力で抵抗しても敵かなわない相手。

　でも、ここは退ひけない。

　だからリイザは、ゆっくりと……、慎重に言葉を選びながら口を開いた。

「姫は、心穏やかな日々をお望みだと思うの……だから、このままそっと……」

　ここで思わず、息を吞のんだ。カカの鋭い目が、ツッと細くなったからだ。

　冷え冷えとしたスキュースの瞳ひとみとは違い、視線だけで相手を殴り倒すことができそうな、ある意味、暴力にも似た目である。

「黙りな。それは王家が望んでいるだけだ。あいつ自身の気持ちは、違う。きっと……」

　カカが、胸元まで上げた右手をそっと開いた。掌てのひらにのっているのは、希少価値の高い封印樹の種。

　卵大の種は、ひっそりと落ち着いた光を放はなっている。

　リイザは、涙をグッと体の奥深くに押し込んだ。

　泣くのはあと。カカは怒ると凄すごく怖いけど、彼女がやろうとしていることは見逃せない。そのために末っ妹キユートを利用するという考え方も、許せない。

　このままでは、あの子が……。

　とめないと。

　大変なことに。

　体を張ってでも。

　カカと姫が、無二の親友であることは知っている。リイザ自身も、姫のことは大好きだ。ふたりの姉と同様に慕っている。恩もある。忠誠心だって。

　それでも、カカの好きにさせるわけにはいかない。姫が置かれている状況は極めてデリケートなものだし、なによりも可愛かわいいキュートを犠牲にするわけにはいかない。

　だから、なんとしてでもとめる。

　リイザは、カカが放つ視線の呪じゆ縛ばくを必死ではね除のけながら、一歩だけ足を進めた。

　カカの目に渦巻いていた暴力的な色が、さらに濃くなっていく。彼女はすでに、臨戦態勢を整えている。

　覚悟はできていた。

　カカのためでもあるのだ。

　リイザは術式を研といだ。集束に集束を重ねながらも、最後の説得を試みる。

「スキュ姉様にも相談して、ちゃんと話し合わないと……」

「スキュ姉は関係ないだろ。ついでに、あんたもね！」

　気づいたときには、カカが目の前に立っていた。直後、ゴツ～ンという衝撃とともに視界の中で火花が散った。

　カカお得意の頭突きをもらったのだ。

「痛ぁ～い！」

　暴力反対！

　カカは、いついかなるときも暴力的だ。スキュースがいないと、妹たちにゴツン、ガツンと頭突きばかりする。

「スキュ姉様に言いつけてやるんだからっ！」

「リィはスキュ姉に頼りすぎなんだよ。この甘えんぼ娘！」

「カカ姉様なんて、大嫌いっ！」

　リイザは、両手で顔を覆った。

「泣き虫なところは相変わらずだな。この世は不条理なんだよ。壁にぶつかったときは、自分の力で殴り壊せよ、ったく」

　カカらしい言葉を吐きながら、彼女が、ふぅ～っとため息をついた。

　その瞬間を、リイザは見逃さなかった。泣き出すフリをして、指の間からカカの様子を窺うかがっていたのだ。

「！」

　リイザは、研とぎ澄ませた攻撃術式を視線にのせ、カカにむかって放はなった。

　狙ねらったのは彼女ではない。手にした封印樹の種である。

「リイザっ！」

　カカの怒声が耳に飛び込んでくる。でも、もう遅い。距離も角度も防壁術式の強度も厚みも組成速度も、すべて計算済み。

　パキィィィィィィィィィィン

　種が砕けた……、が、まだ不十分だ。

　確実に、粉々に、再生不可能なまでに粉砕しようと、リイザはさらなる魔法を放つ。が、カカのほうがわずかに速かった。

　砕けた種は五つの光となり、瞬またたく間に部屋の外へ飛び去ってしまう。

　完全に消滅させないと……、キュートが……、でも……、もう自分の力では、できない、かも……。

　リイザは、そろ～りと首を動かし、カカへ顔をむけた。

「リ、イ、ザ、ちゃん」

　カカが、やさしく微笑ほほえんでいる。

　怖い。

「カカ姉様が、壁は、自分の力で殴り壊せって、言ったのよ？」

「言いたいことは、それだけ？」

　カカが、これ以上はないというくらい、慈悲深い笑みを浮かべた。

　スキュ姉様、助けて～。





一章　毒どく舌ぜつ丸まるの恋愛相談室







　夏休みも終わり、レゾン学院は二学期を迎えていた。すでに、一週間が経たっている。

　学生の本分は勉強。加えて、レゾン学院の生徒は能力値アップが必ひつ須すとなる。

　能力開発学科ペンタグラムに籍を置くスターライトは当然のことながら、予備軍ともいえる普通科の生徒たちも、自らを磨く方法や手段を日々真剣に考え、実践している。

　能力値が一〇〇を超えれば、晴れてスターライトの仲間入りができるからだ。

　もちろん春日かすが理り刀とも、普通科から抜け出す日を目指し、そしてペンタグラムで学ぶ日々を夢見て努力を続けているひとりである。

　だがしかし、すべての魔力を打ち消すことができる『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を持っているとはいえ、「扱いが非常に難しい」という学院側の見解により、いまだ普通科に籍を置いたままになっているのが現状だ。

　だから理刀は、能力値をなんとか一〇〇まで押し上げ、堂々とスターライトになりたいと思っている。

　思っているのだが……。

　希こいねがい、夏休みが明けてから一週間後に行われる能力値測定に臨んでも、

「春日理刀……九九」

　測定の担当官が、素っ気ない声で理刀の結果を読み上げる。そばで数値を記入している人や器具を操作している人たちも、「残念だったな」「あとひとつじゃないか」「もう少しだ。がんばれ」なんて励ましの言葉はかけてくれない。

　いつも、いつも、いつも、九九だから。

　またか……、という空気が測定室の中に漂っている。「春日理刀」という普通科生徒の名前は、「万年九九生徒」として測定室や普通科クラスでは有名なのだ。

　理刀は、全身の力が抜けていくような疲れを覚えながら、能力値測定室をあとにした。

　見知った廊下なのに、初めて訪れた場所のようで……。まだまだ残暑がきついのに、肌寒さを感じて……。窓から見える夏空は青いのに、気分が重くなって……。


　　　☆☆☆



　身体測定を受けるため、スターライトの女の子たちが、次々とシャツやスカートを脱いでいく。

　みんな、下着はきょうのために用意したのだろう、大人おとなっぽいモノ、可愛かわいらしいモノ、ちょっと布が少ないモノ、色っぽいモノ、紐ひもっぽいモノ、と様々だ。

　スターライトは数が少ないから、小等部から大学部までごちゃ混ぜである。そのため、様々な色やデザインの下着が花咲いていた。

　香水をつけている人もいるようだ。蜜みつのような香りも漂っている。

　キュート・フォンターナも、そんな女の子たちといっしょに服を脱いでいく。

　理り刀とのことを考えながら。

　浮遊島事件のあとから夏休みが終わるまでの間、いつものメンバーで何度か遊びにいったのは楽しかったけど……、彼とはなんの進展もなかった。

　それどころか、変に意識してしまって、変に言葉数が減って、変に笑ったりしていたから……、変に思われているかもしれない。

　暴風荒れ狂う浮遊島でのことは、いまでも鮮明に覚えている。

　あの瞬間……、理刀が自分を助けに飛び込んできてくれた、瞬間。

　時間にすれば、ひと呼吸の間だった。いや、もっと短かったかも。

　あの瞬間に……、心を……、奪われた。

　理刀への気持ちが、「大切なお友達」から「大切な男の子」へ変わった……、瞬間。

　どうやって、この想おもいを彼に伝えればいいのだろう？　とっても簡単なようで、とっても難しいこの問題に、キュートは最近ずっと頭を悩ませている。

　彼も今いま頃ごろ、別室で能力測定を行っているはずだ。あとひとつで、一〇〇になる能力値。あとひとつ上がれば、いっしょの教室で勉強することができる。

　あとひとつで、理刀といっしょに……。

「キュートさん、ほら、これ見て下さい」

　横からの声に意識を引っ張られ、理刀の顔が霧散する。目をむけると、百もも香かの明るい笑顔が飛び込んできた。

　ハートマーク入りのスポーツブラとパンツ姿の百香が、丸く平べったいモノを差し出してくる。

「これ、特注でつくったんです」

　見ると、手鏡だった。でも、なんだか普通の鏡とちょっと違うような……。

「これ、鏡じゃないんです。透明なプラスチックの下に水を入れて、水鏡にしてるんですよ」

「ふ～ん、携帯用の媒体ね」

　キュートは、水鏡に顔を近づけた。よく見ると、水が揺れているのがわかる。

　百香は、水を媒体として仮定した未来を覗のぞくことができるという、仮定未来視の能力者だ。まだまだパール第三級クラスだが、姉につけてもらった｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝というふたつ名に恥じない、素直で元気な小学五年生である。

「キュート、わたしのも見てくれ、ほら、百香といっしょにつくったんだ」

　百香の後ろから、今度は黒くろ媛ひめが声をかけてきた。姉妹揃そろって、力強い透き通った瞳ひとみを持っている。

　シャツを脱ぐ途中だったのだろう、胸元のボタンが外れ、大きくはだけている。ブラからはみ出した胸の量感は、正直羨うらやましい。深すぎる谷間を見ていると、なんだか吸い込まれそうになってくる。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝という異名を持つ【時の統治者タイムルーラー】、亜あ威い黒くろ媛ひめは、いついかなるときも妹想おもいのお姉さんだ。

　そんな黒媛が、百もも香かの肩越しに差し出してきたのは、彼女がいつも持ち歩いている媒体コンパクトだった。違うところは……、フタの表面に、星がたくさんついているところだろうか。

「本当はシンプルなモノが好きなんだが、百香が水鏡をつくるって言うから、ついでに飾ってもらったんだ。プラチナの粒を三〇ばかりつけてもらった。もしかしたら、巴ともえの役に立つかもしれないしな」

　黒媛の言葉に、彼女のさらにむこうで脱いだ服をたたんでいた巴が、そっと微笑ほほえんだ。

　プラチナは、【死霊使いネクロマンサー】であり｛謎エニグマ｝というふたつ名を持つ巴の媒体である。薄紫のブラと同色のパンツだけになった彼女の柔肌の上で、媒体であるピアスやネックレスや腕輪が静かに息づいている。

「携帯用媒体もお洒落しやれに、ってわけね」

「はい、〝いつも可愛かわいく〟がテーマです」

　百香が、パッと笑顔になる。

　黒媛も、そんな妹の後ろで頰ほおをゆるめている。巴も、心地ここちよさそうな表情だ。

　いつもの仲間に笑みを返しながら、キュートはスカートのチャックに手をかけた。

　直後、

「ひゃっ！」

　黒媛が、短い悲鳴をあげた。

「黒媛ちゃ～ん、もしかして～、また～、成長ぉ～、したのかなぁ～？」

　間延びした、どことなくねっとりと熱を帯びた声。

　ちょっと目を離した間に、香こう森もり小こ都と恋こが黒媛の大きな胸を後ろからつかんでいた。

　キュートも、少しずつだがスターライトの名前と顔を覚えていっている。小都恋は、ダイヤ第一級クラスの【無を歩く者ナツシングウオーカー】であり、｛千里眼クレアヴオイアンス｝の異名を持っている。

　黒媛が慌あわてた様子で、モミモミと動き続ける小都恋の手を引き剝はがした。

「香森先輩、いきなりなんですか!?」

「おっきいなぁ～って思ってたらぁ、無意識のうちにぃ～、ガシィィッて、こう」

　小都恋が、胸の前で両手の指をわきわきと動かし続ける。

　大人おとなしそうな、のほほ～んとした顔のままだから、なんとなく間が抜けているように見える。三年生の彼女は、学院の中でも一、二を争う美び貌ぼうの持ち主なのに……。

　巴や百香と目が合った。困ったような顔の黒媛とも。どういうわけか、「ふふ」と笑みがもれ出てしまう。

「こらこらキュート、笑うな。香こう森もり先輩が調子にのるからな」

　黒くろ媛ひめがわざとらしく顔をしかめ、小こ都と恋こをジロリとにらむ。

「黒媛ちゃ～ん、ひどいわぁ～、あなたの胸がぁ～、罪深いのよぉ～」

　小都恋の言葉に、巴ともえも唇をゆるめる。

「なんか変ですよ、それ」

　百もも香かも笑い出す。

　最後には、黒媛もプッと噴き出す始末だ。

　下着姿の女の子たちが笑顔をならべている様は、なんとも華やかでやわらかだ。

　それでもまた、ふと理り刀とのことが脳裏を過よぎる。

　彼がいれば、こんな空間ももっと楽しくなるのに。

　あ、身体測定中は、もちろんダメだけど。

　む、胸に、自信……、ないし……。




　女の子たち全員の身体測定が終わり、続けて行われた能力値測定で……。

　黒媛が、上昇した『七』という数値にグッと拳こぶしを握り締め。

　巴が、またまた学内最高値を叩たたき出し。

　百香が、ふた桁けたもの数値アップに諸もろ手てをあげ。

　みんなで喜び合っていたそのとき……。

　それが突然、測定室に現れた。

「きゅ？」

　キュートは、目を剝むいた。

　顔の前をふわふわ飛んでいるのは……、人間界に棲せい息そくしているはずのない、人型の小しよう妖よう精せいだった。

　桃色の長い髪。四枚ある桃色の羽。桃色の布で胸と腰を覆った女性型である。頭からつま先まで、だいたい二〇センチくらいだろうか。

　手を伸ばせば届く距離で、妖よう精せいが宙にとまった。そして、キュートの視線をふんわりと受けとめたあと、「初めまして」と愛らしく微笑ほほえんだ。そろりと首を傾かしげる仕草が、なんとも可愛かわいらしい。

「きゅ、こちらこそ」

「ピンク、と申します」

「え、ああ、キュート・フォンターナよ」

　キュートは、すぐに表情の力を抜いた。が、上う手まく笑えない。

　どうしてこんなところに小妖精が？　しかも人語を操る上級種で、礼儀正しくて……。

　そんな疑問のほうが、ずっと強い。お姉様たちのだれかが連れてきたのだろうか？　なんらかのアクシデントがあって、人間界に迷い込んできた？

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かをはじめ、周囲の女の子たちが、ぽか～んと桃色の小しよう妖よう精せい、ピンクを眺めている。

「あんた、もしかして迷子？」

　キュートは、ストレートにたずねてみた。

「いいえ、還かえるべき場所は存じています。いまはまだ、そのときではありませんが……」

「そうなの？」

「？　あなた様は……まさか……」

　ピンクが、ミニサイズの瞳ひとみをわずかに尖とがらせ、ジーッとキュートを見つめてくる。

　なに？　理由のわからない圧力に、キュートは腰を引いた。

　ピンクが、スススーッと近づいてきた。

「同属を探しているのですが、ご存じありませんか？」

「どうぞく？　ああ、同族、仲間ね。見てないわよ」

　念のため、周りで会話を聞いていた女の子たちに目をむけてみた。

　黒媛が、顔の前でパタパタと手を振った。

　巴が、プルプルと首を振っている。












　百もも香かは、キラキラな瞳ひとみをピンクにぺったりとくっつけたまま動かない。

　小こ都と恋こが、ぴょこんと両りよう眉まゆを跳ね上げている。

　他ほかの女の子たちからも、「見たよ」なんて言葉は聞こえない。

　もしだれかが妖よう精せいを目撃していたら、けっこうな騒ぎになっていたはずだ。

「そうですか」

　ピンクが、いまにも萎しおれてしまいそうな表情で、大きく息を吐いた。が、すぐに背筋を伸ばし、

「お手数をおかけしました。それでは失礼いたします」

　ヒュッと風を切り、入口ドアのほうへ飛んでいく。意外と動きが速い。

「あ、ちょっとあんた、待ちなさいよ……」

　キュートの声にも、ピンクは羽をとめてはくれず、ほんのわずかに開いていた戸の隙すき間まから外へ出ていった。

「うわぁ～、本物の妖精さんでしたねぇ」

　百香が、これ以上は開かない、というくらい目を見開いている。

「妖精だったな」

「妖精だったわね」

　黒くろ媛ひめと巴ともえも、これ以上は無理、というほど目を大きくしている。

　どういったルートで、あの妖精は人間界へ入ってきたのだろう？

　キュートは、ピンクが消えたドアへ目をむけた。

　妖精にとって、人間界は過酷な環境だ。

　あの愛らしい小しよう妖よう精せいに、なにもなければいいけど……。




「明後日あさつては、地域への奉仕活動として、地下学院アンダーレゾンの生徒たちと合同で街のゴミ拾いをしますから、体操服を忘れないように」

　教室の最前列。もっとも窓側に位置する席で、キュートはぼんやりと外を眺めていた。いつもとなにも変わらない、都会の街並みが見下ろせる。

　初老の教師の声が、耳にスルリと入り、適当に鼓膜と戯たわむれてから、あとを濁にごさずス～ッとどこかへ去っていく。つまり、聞こえているだけで、なにも聞いてはいなかった。

　考えていることはひとつだけ。

　自分の、この、確実な、でも曖あい昧まいな、重たくて、しかも熱い気持ちを、どうやって理り刀とに伝えようか、ということ。

　ひと言だと、「好き」という言葉になるんだけど……、それだとあまりに直球すぎて、彼の前で口にした途端、羞しゆう恥ちで心臓が破裂しかねない。

　そもそも、理刀に伝えるべきことなのだろうか？

　むぅ、頭が混乱する。

　理り刀とは、自分のことをどう思っているのだろう？

　浮遊島で起きた事件のとき、理刀は命の危険も顧かえりみず助けにきてくれた。

　でも……、彼はもともとそんな男の子だ。人が苦しんでいたら、損得勘定なんか放ほうり出して走り出す。

　たぶん、自分ではなく、スイートや、黒くろ媛ひめや、巴ともえや、百もも香かや、他ほかのだれかだったとしても、理刀はきっと竜巻が荒れ狂う浮遊島に飛び込んでいっただろう。

　だれでもよかった、といえば語弊があるけど……。

　キュートは、身を縮めるように腕を組んだ。

　前むきに考えてみる。

　魔界にいた頃ころ、お姉様たちと人間界の映画をよく観みていた。

　スクリーンの中では、男性から女性へ告白するシーンのほうが圧倒的に多かったような気がする。

　花束や手紙を渡す。ケータイのメールで告白、もあった。もちろん、直接、目と目を合わせて愛を伝える、というシーンだって。

　自分の場合は？

　理刀からのアプローチを待ち続けるだけ？

　理刀が、告白してくれる？

　それって……、なんだか……、すごく……。

　シミュレーション開始。

　理刀の顔が近づいてくる。彼は、いままでになく真剣な表情だ。なぜか、眉まゆや目や頰ほおの線がキリリと凛り々りしく見える。あくまでも、想像上の彼だけど……。

　きっと、こう言ってくれるはず。

『キュート、キミがどんなに幻術が得意でも逃がさないぜ。別人に化けたって、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』のオレを騙だますことはできないからな。だから、あきらめてオレに捕まれよ。いや、捕まったのはオレのほうかな？　キュート・フォンターナっていう愛の小悪魔に、ね』

　ボッ、と顔の皮膚に火をつけられたような気がした。

　首から上が、耐え難がたいほど熱くなる。

「きゅ」

　思わず、両手で頰を押さえた。自分は、なんて恥ずかしいことを想像し……。

「フォンターナくん、具合でも悪いのですか？　顔が真っ赤ですよ？」

　不意に、教師から声をかけられた。

「きゅっ!?　あ、す、すみません。だ、だだ、大丈夫ですから、お気づかいなくぅ！」

　声が裏返っている。

　余計に顔が熱くなった。きっと、首から上が真っ赤になっているはずだ。

　キュートは、ひらはらほろろ……、と手を振りながら、あたふたとスカートのポケットからハンカチを取り出し、額ひたいの汗を拭ふいた。

　教室中の視線が集まってくる。

「キュート、本当に大丈夫か？」

　斜め後ろから、黒くろ媛ひめの心配そうな声が聞こえてきた。

「だ、大丈夫よ」

　肩越しに彼女へ言葉を返す。

　黒媛の後ろに座っている巴ともえも、大丈夫？　と目で語りかけてくる。

　キュートは、そんな彼女にも笑顔をむけた。

　とにかく笑っておく。ニコニコ～っと。

　きゅ


　　　☆☆☆



　理り刀とは、キュートとスイートに挟まれる格好で、学院ビルを出た。黒媛、巴、百もも香かの三人も、すぐ後ろを歩いている。

　スターライト四名。地下学院アンダーレゾン生徒一名。そして、普通科生徒一名。

　彼女たちに囲まれていると、なんとなく自分だけ「別物」もしくは「不良品」になったかのような気持ちになってくる。

　卑ひ屈くつな気持ちからくるものだということは、十分承知している。それでも、能力値測定の結果を思うと気が重くなる。

　九九。いつまでたっても九九。一〇〇にひとつだけ届かない、生殺し状態。

　どんなに体を鍛えても、精神を修練しても、健康に気をつかっても、九九のまま。

　上がりも下がりもしない、頑固極まりない数値である。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者であっても、レゾン学院はスターライトとして認めてくれない。受け皿のない場所で、自分はいったいなにをすればいいのか？

　晴れない心をこねくり回していた理刀に、スイートがスッと身を寄せてきた。その流れで、素早く手を握ってくる。

「理刀、どうかなさいましたの？　お顔の色がすぐれないようですが」

「え？　ああ、なんでもないよ」

　理刀は、無理やり頰ほおをゆるめた。どうやら、知らず知らず顔に出ていたようだ。

　みんなといるときだから、落ち込んだ様子を見せるわけにはいかない。能力値が九九のままなのは、自分のせい。自分の問題。みんなに心配をかけるわけにはいかない。

「なにかあったの？」

　スイートとは反対側から、今度はキュートが声をかけてくる。彼女は、スイートのように体を寄せてこようとはしない。その代わり、スイートの手もとをにらんでいる。

「別に、なにも……」

　理り刀とが言い切るよりも先に、キュートが声を荒げた。

「ちょっとスイート、さっさと理刀の手を放はなしなさいよ！」

「ふふん、二学期の目標は、『スキンシップ推進』にしましたの、わたくし」

　さっそく始まった。

　キュートとスイートの衝突は、もはや日常の一部になっている。

「スキンシップなら、他ほかの人とやればいいでしょ！」

「まあ、わたくしとしたことが、『理刀と』という大切な言葉をつけ忘れていましたわ」

「理刀に迷惑なのよっ！」

「その点に抜かりはありませんわ。殿方の心裏はちゃんと勉強していますから。あなたも、その方面の本をお読みになったら？　少しは参考になりますから。あっ……ごめんなさい、読書を勧めるなんて、理解力の乏とぼしいあなたには難しいことでしたわね」

「ほ、本くらい読めるわよっ！」

　理刀は、言い争うキュートとスイートに挟まれたまま、苦笑いを浮かべることしかできない。これも、いつものことである。

　肩越しに振り返ると、黒くろ媛ひめと百もも香かがキュートたちを見て微笑ほほえんでいる。

　巴ともえだけが、理刀と目が合うなりほんのわずかに頰ほおを染め、サッと視線をそらす。

　理刀は、みんなに気づかれないよう、そっと息をついた。ものは考えようだ。

　クラスはバラバラでも、こうしてみんなといっしょに下校できる。いっしょの空間で笑うことができる。

　そう考えてみれば。……でも、やっぱり、焦燥感は拭ぬぐえない。

　寂しさだって。


　　　☆☆☆



　いわゆる手引きハウツー書のコーナーは、本屋に入ってすぐに見つかった。

　キュートは、ずらりとならべられた本を、棚の上から順に目で追っていく。

　学院を出たあと、駅で黒媛たちと別れ、マンションのエレベーターでスイートを、そして五階の廊下で理刀を見送ったあと、部屋に鞄かばんを置いてすぐにまた外へ出てきたのだ。

　本くらい読めるんだから！

　そんな気持ちで、いまこの場に立っている。それでも、やはり気恥ずかしさがあるから、ニッポン国人に合わせて髪を黒く、肌を黄色に変えている。

　幻術で周囲の客に溶け込んだあと、ゆっくりと心を静めて本に目を通すつもりだ。

　様々な背表紙が、意識の中を通りすぎていく。

『恋愛テキスト』『ラヴ・ジャンキーのススメ』『恋するあなたへ』『大人おとなの恋愛入門』『ザ・駆け引き』『ラブレターを書く前にしておく一〇のこと』『愛・ゲット！』『恋は軽く愛は深く』『萌もえる恋愛術』『唇の奪い方』『交渉術の達人』『メールで口く説どく』

　恋愛関係の本が、まだまだズラッとならんでいる。

　どの本を手にしようかと考えながらも、頭の中心を陣取っているのは理り刀との笑顔だ。

　ちゃんと本を読んで勉強すれば、彼との関係が少しはマシなものになるのだろうか？

　でも、マシなものって、どのような状態を指すのだろう？　想像もつかない。いまのままでも、十分楽しいけど……。

　楽しいはずなのに……、なにかが足りない。

　心地ここちいいはずなのに……、なにかが欠けている。

　足りないモノ。欠けているモノ。それは……、なに？

　キュートは、キュッと下唇を嚙かみ、本棚へ意識をむけた。

　とりあえずは、棚のいちばん上にある『恋愛テキスト』というタイトルに目をつける。まずはオーソドックスなものから、とそう思ったのだ。

　取ろうとして手を伸ばすが……、届かない。

　思いっ切りつま先立ちをするが……、届かない。

「きゅ～、どうしてあんな高いとこに置いてんのよ」

　キュートは、ふん、と荒い息を吐いた。

　そこでふと見ると、『恋愛塾・激闘編』というタイトルが、ドカンと目に飛び込んできた。激闘って……。

　本は、キュートの目の前。背伸びをしなくても余裕で届く高さだ。

　手に取ってみる。

　真っ赤な帯には、白の太文字で、『恋愛教祖による極言の数々に、汝なんじ、刮かつ目もくせよ！』なんてことが書かれてある。

　ふむ、よくわかんないけど、なんとなく凄すごそうだ。

　パラパラとページをめくってみた。

『愛とは闘い。愛とは奪い合い。目をそらしたら負けだ。一歩でも退ひけば、そこには死が待っているものと心得よ』

「なにこれ……」

　愛が闘いというのは、少しならわかるような気がする。やっぱり、緊張するから。

　数ページを飛ばし、適当なところを開いてみる。と、「勝負下着」という四文字に目が吸い寄せられた。

　勝負下着？　下着で闘うこと？　下着の優劣を競うこと？　よくわからない。

　またページをめくる。

「……………………」

　音楽の種類や、舌の使い方や、指の動かし方や、体重移動法や、体の位置や、男性と女性の☆●□▲◇★が、事細かに……、あますところなく……、しつこく……、丹念に……。

　これって……。

　首から上の血管に、大量の血液が流れ込んでくる。めまいもしてきた。

　きゅ




　数冊の本を立ち読みしたあと、キュートは本屋を出た。収穫は……、あったような、なかったような。

　真まっ直すぐにマンションへ戻ると、毒どく舌ぜつ丸まるがエントランスまで出迎えてくれていた。キュートの帰りを予見したらしい。

「お帰りなさいませ、キュートお嬢様」

「ありがとう、毒舌丸。夕食までゆっくり……」

　しててちょうだい。という言葉を、キュートは反射的に吞のみ込んだ。毒舌丸なら……。

　黒のスーツを身にまとった彼女は、九月の暑さなど意に介した様子もなく、冷たく尖とがった雰囲気を崩さずに立っている。

　一〇分後の未来を鮮明に捉とらえる瞳ひとみ。落ち着き払った所しよ作さ。その姿は、男女間の機微も、酸いも甘いも、すべて知り尽くしているかのように見える。

　手引きハウツー書を読むより、毒舌丸に訊きいたほうがずっと参考になるのでは？

　キュートは、そう思った。

「あのね、毒舌丸。ちょっと相談なんだけど……」

「なんでしょうか？」

「そのぅ、学校の友達のことなんだけど……その子がいま、好きな男の子のことで悩んでるみたいなのよね」

　ついつい、「学校の友達」の悩みに置き換えてしまった。

　毒舌丸の細い眉まゆが、わずかに動いた。

「ご学友のお悩み、ですか？」

「そ、そうなの。友達だから、なにかいいアドバイスができないかなぁって……」

「わかりました。わたしでよろしければ、ご相談にのらせて頂きます。それでは、立ち話もなんですので……」

　毒舌丸が、滑るような動きで管理人室のドアを開けてくれた。




　氷の浮いた麦茶を飲みながら、キュートは「学校の友達Ｃ」のことだから、と断った上で毒舌丸に悩みを打ち明けた。

　冷たく尖った瞳のまま、毒舌丸は真剣に話を聞いてくれた。

　伝えた内容は……、

「いままで大切なお友達だと思っていた男の子を、Ｃは好きになった。男の子といっしょにいるときは、心地ここちいいという。でも、なにかが欠けているような気がするらしい。欠けているものがなんなのか、よくわからないとＣは言っている。今後、男の子とどうやって接していけばいいのか、とても悩んでいる様子だ」

　……だいたい、こんな感じである。

　キュートの説明が終わると、むかいに座った毒どく舌ぜつ丸まるが、音もなく麦茶を飲み、氷が打ち合う音さえたてず、コップを再びちゃぶ台へ戻した。

　キュートは、毒舌丸が口を開くのを、ジリジリとした気持ちで待った。彼女は、いったいどんな意見を……。

　冷たい視線をちゃぶ台の上に落とした毒舌丸が、唇をゆっくりと動かした。

「男女の間は、想おもい想われが理想だと思います。もちろん、ケースバイケースですが。男女の関係は様々ですから、最初からかたちを決めてかかれば、柔軟性を失いかねません。ですので、ご学友のＣさんもまずは、柔軟性を念頭に、様々な角度からご自分とお相手を観察する必要があるかと思います」

「柔軟性が、必要なの？」

　男女の間に柔軟性？　ピンとこない。

「わたしは、そう考えています」

「なんとなく、奥の深さを感じるわね」

「何事も、深奥を探さぐるには用心深さと試行錯誤が必要です。考えもなく突き進めば、大おお怪け我がをしてしまいますから」

「大怪我……危険ね」

「ですが、ときには愚直に突き進むことで道が開けることもあります」

「きゅ～、考えなしに突っ込めば大怪我。でも、ときには突撃したほうがいいなんて……難しすぎるわね」

「仰おつしやる通りです。言葉にするのは簡単ですが、熟練の域に達するためには、傷つき倒れながらも起きあがり、たゆまず前へ進み続けなければなりません」

「つらそうね、それ」

「人生は、巡礼のようなものですから」

　一瞬だけだが、毒舌丸の表情から鋭さが薄らいだ。代わりに眼鏡めがねのレンズを流れ落ちたのは、寂しげな、あまり彼女に相応ふさわしくない色だった。

　キュートは、そんな毒舌丸から目をそらし、目の前のコップへ視線を移した。たくさんの水滴が、コップの表面に貼はりついている。

　冷たい麦茶。でも、夏の暑さにはありがたい飲み物。

　同じように、冷たい雰囲気をまとう毒どく舌ぜつ丸まる。でも、とても頼りになるし、相談にものってくれる、フォンターナ公爵家の大切な一員。

　そんな彼女が滲にじませた一瞬の寂しさに、キュートは心の中で驚いた。それでも、笑顔は決して崩さない。

「毒舌丸って、恋愛経験が豊富なのね。いろいろ勉強になったわ」

「ご相談をお受けした身でありながら申し訳ありませんが、わたしはまったくといっていいほど恋愛には詳しくありません。何事も経験を積み重ねなければ、本当の意味での熟練者とは呼べませんから」

「そうなの？　でも、恋愛の熟練者っていうのも、なんだか変よね。つまり、熟練するほど恋愛を繰り返したってことでしょ？　それって、ひとりの相手とは長く続かないってことよね？　あ、でも、恋愛の始め方は詳しいかも」

「そうかもしれません。わたしは、恋愛経験が過去に一度しかありませんので、始め方も奥深さもわかりませんが、キュートお嬢様のご相談でしたら、いつでもお受けいたします」

　毒舌丸が、瞳ひとみと唇をほんの少しだけゆるめた。とても彼女らしい、鋭さとやさしさの共存した微笑ほほえみである。

　でもでも、毒舌丸の恋愛経験って？

　いろいろたずねたかったが、深くは訊きけない空気が、彼女の周りに漂っている。

　だから、笑うにとどめた。

『男女の間は、想おもい想われが理想』

　毒舌丸が口にした言葉。

　想い想われ……。

　書店で読んだ本にも、いろんなことが書いてあった。

　選択肢が多いことは、いいことかもしれない。でも、「あなたはこの方法でやりなさい」と決めてもらったほうが楽なときもある。

　難しいな。

　このまま理り刀とに想いを伝えず、いまの距離を保ち続けるという方法もある。

　消極的だが、下へ手たな選択肢を考えなしでつかむより、現状維持のほうが安全だ。

　たぶん、そのほうがいい。

　傷つき倒れながらも、立ち上がって前に進み続ける……、わかるけど、恋愛とはちょっと違うような気もする。

　毒舌丸には、恋愛経験が一度しかない。本人が確かにそう言った。彼女は闘いのエキスパートではあっても、恋愛の達人ではない。

　だから、いまはまだ現状維持を。

　そのほうが、いいだろう。

　冒険は、まだまだ先の話。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、両足を床に投げ出した格好で、リビングのソファに座っていた。帰ってきてから一時間以上も、この姿勢のままぼんやりと窓の外を眺めている。

　もうそろそろ、空から陽ひの光が消えていく時間だ。

　腰や背や首の後ろに汗が滲にじむ。

　冷房は入れていない。

　着替えるのが面倒臭い。

　ぬるい空気が澱よどむリビングで、理刀は何度も大きなため息をついた。

　能力値は、頑として上がらない。

　このまま、卒業までスターライトになることができなかったら？

　どんなに足あ搔がいても、能力値はひとつも上がらない。たぶん、そういう体質なのだろう。

　自分は、魔族の天敵といってもいい『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。すべての魔力を消し去り、同時に魔力による庇ひ護ごも拒絶してしまう人間。

　ふと、キュートの笑顔が脳裏に浮かんだ。

　銀髪をツインテールにした、可愛かわいらしすぎる女の子。魔界の公爵家令嬢。お隣さん。

　壁のむこうに彼女がいる。

　理刀は、ソファに貼はりついた背を引き剝はがすように、時間をかけて立ち上がった。なんだか、腕や足が強こわ張ばっている。

　そのまま動きをとめず、壁に歩み寄った。そして、触れてみる。白い壁紙のザラリとした感触。このむこうにキュートがいる。

　そう思うと、なぜか悲しくなった。

　可愛いキュート。

　とても近くてあまりにも遠すぎる存在。

　自分は人間。彼女は魔界人。

　自分は一般人。彼女は公爵家令嬢。

　自分は『混沌とした実在』。彼女は魔族。

　違いすぎる。

　すぐそばにいるのに。

　遠いな……、と思う。

　感じるのは、悲しさと、寂しさと、いら立たしさ。

　掌てのひらに壁の冷たさを感じると、あらためて部屋の蒸し暑さを思い出した。不快な、ぬるい空気が、全身にまとわりついてくる。

　理刀は壁から離れ、ベランダへむかった。

　引き戸を開け、外へ出る。

　風が、汗の滲にじんだ肌に心地ここちいい。

　手すりに寄りかかり、ゆるやかな風の流れを頰ほおに感じながら、理り刀とはまた大きなため息をついた。

　五階の高さから、地上を見下ろす。

　練習が終わったあとだろうか、泥だらけのユニフォームを着た小学生たちが、バットやグローブを手に笑いながら歩いている。暑さなどものともせず、とても元気に。

　将来の夢は、プロの野球選手だろうか？

　手すりにアゴをのせ、理刀は地上を眺め続けた。

　背筋を伸ばし、視線を空へむける気力が湧わいてこない。

　努力が実を結ばず報われないときは、その苦労が心に溜たまるのだろう。だから、こんなにも気持ちが重くなるのだ。

　幼い頃ころから、人助けをするのが夢だった。

　自らの能力を使い、苦しんでいる人を、悲しんでいる人を、少しでも多く助けたいと思っていた。

　夢は……、いま、どこにあるのだろう？


　　　☆☆☆



　毒どく舌ぜつ丸まるにお礼を言ったあと、キュートは部屋へ戻った。

　恋愛の奥深さは、なんとなくわかったような気がする。でも、奥の深さを探索する時間はないから、理刀には「いままで通り」の態度で接することにした。

　現状維持を心がければ、痛い目に遭うこともない。これでいいはず。たぶん……。

　理刀のことを考えると、気持ちが重くなる。水気をたっぷりふくんでいるような、なにかに押さえつけられているような、そんな重さだ。でも彼と会えば、心がスーッと軽くなる。

　不思議。

　わずかに重くなった心を抱え、キュートは部屋のドアを開けた。と、ムッとした空気があふれ出してくる。

　むっと顔をしかめた。

　お姉様たちなら、すぐにでも氷結術式や風系術式を組成し、快適な空間をつくり出せるだろう。でも、自分には無理。

　だから、このくらいの暑さは我慢だ。

　チラッと隣のドアへ目をやったあと、キュートは玄関へ入った。五○一号室には、理刀がいる。自分がドアを開け閉めする音が、もしかしたら聞こえたかも。

　そんなことを考えながら、ムシムシと空気のこもった家の中へ入った。

　一歩進むたびに汗が噴き出してくるようで……、たまらない。

　まずは空気の入れ換えを、とベランダにつながる引き戸を開け放はなった。と

「キュート？」

　声が聞こえた。胸の中心が、キュッと締まる。

「理り刀と？」

「キュート、ここ」

　理刀が、隣家のベランダとこちら側を仕切っている板のむこうから、ひょっこりと顔を出している。手すりから身をのり出しているようだ。

　キュートは、ベランダ用のスリッパをつっかけ、仕切り板に歩み寄った。駆け寄りたい衝動を、懸命に抑えながら。

　気持ちの中で、「いつも通り」「現状維持」「普通に」と唱えながら、笑顔でたずねる。

「なにしてるの？」

「ん？　いや、風に当たってたんだ」

　理刀の表情が、ゆるりとやさしいものに変わった。

「あ～、わかるわ。部屋の中、暑すぎるから。外も、まあ暑いけどね」

　ほら、胸の重さがもう消えた。

　不思議。

　楽しい。

　嬉うれしい。

　話題は……、さっき本屋にいってきてね……、面白いのよ。あ、なぜ恋愛関係の本を読んだのか、たずねられたら、説明するのは、ちょっと……。

　別の話題は……。

　理刀と視線を合わせながら、考えた。

　もう少し背が高かったら、手すりから身をのり出すこともできるのに。

　仕切り板が邪魔。「火災の際には、この板を破って隣へ避難して下さい」と書いてあるから、蹴けり破ってみようか？　でも、火災じゃないし……。乱暴すぎるし……。

　キュートは手すりに両手をかけ、できるだけ背伸びしながら理刀に顔を近づけた。

　落ち着くのにドキドキする。心臓が激しく動いているのに、小さくなっていくような気もする。なにかに胸を押さえつけられているような感じなのに、心地ここちいい。

　不思議。

「さっきね、毒どく舌ぜつ丸まるといろいろ話したの。勉強になったわ」

　ふたりが知っている共通の魔界人、毒舌丸の話題をチョイスした。

　理刀の目に、わずかに力が宿った……、ような気がする。

「へぇ、毒舌丸さんと？　どんなこと？」

「ん～とね、熟練するためには、傷ついて倒れても、また立ち上がって、たゆまず前に歩き続けなきゃダメなんだって、そんな内容だったわね」

　理り刀との目が、徐々に輝きを増していくような……。

「熟練するためには……か」

「あとね、人生は巡礼みたいなもんだってことも言ってた。毒どく舌ぜつ丸まるらしいでしょ？」

「巡礼、か。うん、そうかもしれないな」

　どういうわけか納得した様子で、理刀が顔を上げた。そして、夕陽に目を細め、空を仰ぎ見る。

　そんな彼の横顔を見て、キュートはまた胸の苦しさを覚えた。

　理刀の目には、濁にごりがない。

　空を、その上を、ずっと上を、もっともっと上を見据えているような彼の瞳ひとみには、あきらめも妥協も卑ひ屈くつさも映っていない。

　まぶしさを感じるのは、沈みかけてもなお輝きを失わない夏の太陽のせい？

　晴れきった表情で、理刀が一直線に空を見つめている。

　そんな彼といると、胸の澱よどみが透き通る。

　重さも消える。

　でも……、渇くのだ。

　この渇きが、苦しいのだ。

　会えないときは、水気をたっぷりとふくんだぐじゅぐじゅ状態の心が、理刀の笑顔でカラリと乾く。

　だから、渇くのかもしれない。

　水気がなくなりすぎて？　それとも……。

　理刀は、近くて遠い存在。

　理刀が目指すものは、ずっと遠くにある。

　理刀はいつも走り続けている男の子。

　自分は？

「現状維持」なんて自分を誤ご魔ま化かしていて、彼のような人といっしょにいていいの？

　そのうちきっと、足手まといに……。

　理刀に自分の想おもいを知ってほしい。

　でも、知られるのが怖い。

　相反する気持ち。

　笑顔を心がける。笑顔が崩れないように。彼の前では、いつも笑っていられるように。

　でも……、渇きが、とてもつらい。

　この想い……、やっぱり彼へ伝えたい。





二章　お姉様の庭園教室







　理り刀との気分は晴れやかだった。

　きのうの夕方、ベランダでキュートと話したお陰だ。彼女の笑顔と、毒どく舌ぜつ丸まるの言葉が、心の奥にスト───ンと落ちてきた。

　自分はいったい、なにをグジグジ悩んでいたのだろう。

　能力値が九九のままなのは、現実。どんなに体を鍛えても、精神を練っても、ひとつも上がらない。それも現実。

　でも、それがどうした？

　結果の出ない現実を悔やみ続けるのか、次の行動へ移るのかは自分次第。

　一夜明けてさっそく、理刀は動き出す決意を固めた。

　ひとりでは無理だったろう。現実の重みで、視野が狭くなっていたから。負けそうになっていた自分を引き上げてくれたのは、キュートの存在だ。だから、彼女のお陰。




　レゾン学院ビルの一階ホールで、キュートやスイート、そして途中で合流した黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かたちは、スターライトと地下学院アンダーレゾン生徒専用のエレベーターホールへ。

　理刀はひとり、普通科生徒用のエレベーターホールへ。

　毎朝、それぞれ別れている。

　だからきょうもまた、キュートたちに軽く手を振り、周囲の生徒たちから嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの視線攻撃をチクチクと受けながら、理刀は普通科生徒用のエレベーターホールへむかった。ここまでは、いつもと同じ。

　だが、五、六歩進んだあと、くるりときびすを返す。

　それに気づかず、キュートやスイートたちが、歩き去っていく。

　彼女たちと十分に間を取り、理刀もスターライト専用のエレベーターホールへ歩き出す。別に、尾行を始めたわけではない。

　自分も、スターライトたちが行き交う階に用事があるのだ。

　ひとりでいくと決めている。

　みんなに言えば、全員ついてくるはずだ。だから、ひとりで。キュートたちに心配をかけたくない。

　キュート、黒媛、巴、百香が階上へ、スイートが別のエレベーターで階下へ消えたあと、理刀はエレベーターホールに入った。

　登校してきたスターライトの何人かが、普通科のマークが入ったシャツを着た理刀を見て、「？」といった表情をむけてくるが、無視した。

　いまの自分は、何者にもとめられない。




　二五階建てのレゾン学院ビル。その一七階で、理り刀とはエレベーターを降りた。

　この階には、ペンタグラムの職員室がある。

　直談判だ！『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を引っさげ、ペンタグラムに殴り込んでやる！

　そんな気分で、職員室の入口ドアをにらみつけた。

　きのうの夕方から、考えすぎるほど考えた。

『混沌とした実在』の能力を活いかすためには？

　自分にとって最もいい環境は？

　キュートと、これからもずっと微笑ほほえみ合っていける自分でいるためには？

　頭から湯気が出るほど考えた。脳みそがぐるりと一回転するほど考えた。下へ手たの考え休むに似たり、とわかっていても考えた。

　結果、ど真ん中の直球勝負に決めた。

　怒られるかも。呆あきれられるかも。相手にしてもらえないかも。問題になるかも。鼻で笑われるかも。状況が悪化することも考えた。

　でも結局、壁にぶつかってみなければなにも始まらない。

　心臓の鼓動が加速する。でも、ここまできたらいくしかない！　勝負！

　ドアを開け放はなち、まずはペコリとお辞儀を……。

　次の瞬間、理刀の目の前でガラリとドアが開いた。

　自動ドア？　なはずもなく、中からだれかが歩み出てきて……、背の高い……、深紅の服……、と、にゅっと伸びてきた手に視界を塞ふさがれ……。

　グワシッ！

「！」

　いきなり、顔面を鷲わしづかみにされた。しかも、とんでもなく強い握力で。

　職員室から出てきた何者かが、アイアンクローを仕掛けてきたのだ。

　五本の指が、理刀の頭ず蓋がいをみしみしっと締め上げてくる。

「あ、ちょ、ちょっと、なにを……」

「どけ」

　痛い、と思った直後、ポイッといった感じで、横に放ほうり投げられた。

　だれなんだコイツは！

　理刀はなんとか両足を踏ん張り、アイアンクロー野郎にむき直った。

「あ……」

　思わず、声がもれてしまう。

　アイアンクロー野郎は、「野郎」ではなかった。スラリと背の高い女性だったのだ。理刀より頭ひとつ分は高いだろうか。

　ひと目で、魔族だとわかった。

　ショートの銀髪は独特の光沢を持ち、なめらかな白肌は血管が透けて見えそうで、切れ長の目に浮かぶ琥こ珀はくの珠ひとみは、背筋が凍こごえてしまいそうなほど鋭利な光を放はなっている。

　上下とも深紅のパンツスーツは、どこか毒どく舌ぜつ丸まると似た清潔感と鋭さを持っているが、目の前の女性は、またひと味違った香りを身にまとっていた。

　なんというか……、危険な香り、というやつを。

「ん？　お前……」

　その女性が、理り刀とにグイッと顔を近づけてきた。

　頭上からきれいなお姉様が降ってくる、といった意味不明の威圧感がある。

　鼻と鼻の距離は、およそ三センチ。

　ジ───ッと見つめられた。

　こんなに近くで見ても彼女の肌はすべすべで、琥珀の瞳ひとみも勢いがある。

　間違いない。キュートのお姉様のひとりだ。

　どこが、と訊きかれるとこたえられないのだが、とにかくキュートと似ている。

「ついてこい」

　いきなりガシッと理刀の襟首をつかんだあと、お姉様が大またで歩き出した。












「へ？」

「いいからこい」

「は？」

　理り刀とは足を動かしていない。なのに、視界が後方へ流れていく。つまり、引きずられているのだ。

　強い腕力で。抵抗を許さない勢いで。

　ペンタグラムの職員室が、どんどん離れていく。

　直談判が……。




　長身で深紅スーツのお姉様からエレベーターに引きずり込まれたあと、理刀はようやく襟首から手を放はなしてもらった。

　だが、解放感は微み塵じんもない。逃げ場はどこにもないのだから。

　エレベーターは現在、グイグイと下降している。

「カカ・フォンターナだ。よろしく」

　降り続けるエレベーターの壁に背を預けた格好で、お姉様がニッと男前な笑みを浮かべた。なんだか格好いい。

「あ、春日かすが理刀です。どうも」

　思った通り、フォンターナ家のお姉様だったことが判明した。ならばここは逆らわず、黙って従っていたほうが身のためだろう。

　連れていかれる理由はわからないが、直談判を敢行するよりも、我が身の安全確保を優先したほうがいいに決まっている。

　フォンターナ家のお姉様方は、なんというか、自由奔放で、あまり細かいことを気にしない、おおらかな性格の方々ばかりだから……。スキュースしかり、リイザしかり、ゴルパルツインズしかり。その他ほかも……。だから、ここは大人おとなしく……。

　なんとか笑顔をつくろうと努力するが、ハハハ、ハァ……、と水気のない吐息しか出てこない。

　と、カカが拳こぶしでコツンと理刀の頭を小突いてきた。叩たたくというよりも、やさしく触れられた、といった感じだ。

「そんなに緊張すんなって、嚙かみついたりしないよ」

　ニッと笑うカカは、本当に格好いい。背も高いし、体の線も細いし、とにかくきれいだし。人間でいえば、二十代半ばくらいだろうか？　何番目くらいのお姉様なのだろう？

　ここで理刀は、ふと気づいた。

　直談判を邪魔され、初対面の自分を強引にエレベーターへ引きずり込んだ相手なのに、いつの間にか彼女に興味を持っている。

　理り刀とはチラチラと、カカの格好よくもきれいな顔へ視線を投げた。

　彼女の目的はいったい？

　そんな疑問に、カカがニッと笑いながらこたえてくれた。

「あんたが、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だから、ちょっと気になったのさ」

　さすがはフォンターナ家のお姉様だ。ひと目で見抜いたらしい。

　エレベーターは、地上一階を素通りし、地下へ降りていった。それも、下へ下へ。

　そして扉が開いたのは……、最下階だった。




「これって……」

　エレベーターを降り、一本しかない短い通路を進み、両開きのドアを抜けた理刀は、目の前の光景が信じられず、目を見開いた。

　小鳥が鳴いていた。

　小川が流れていた。

　芝生が敷き詰められていた。

　色彩豊かな花々が咲き乱れていた。

　大きな樹きが力強く枝をひろげていた。

　フロアのすべてを使い、広々とした庭園がつくられている。天井も高い。照明も強すぎず弱すぎず、ちょうどいい。

　外はまだまだ残暑もしつこい晩夏なのに、ここは春の薫かおりにあふれている。

「いいとこだろ？」

　カカが、どこか自慢げな笑みを浮かべたあと、大きな樹にむかって歩き出した。

　彼女の背を追って、理刀も恐る恐る足を踏み出す。靴底に染しみる芝生のやわらかさが、なんだか気持ちいい。

　教室の中心に立っている大きな樹の太さは、大人おとなの男性が三人ほど手をつないだ長さ、だいたい五メートルくらいだろうか？

　その樹に小さな黒板が立てかけられている。そばには、木の机と椅い子すがひと組。野外教室？　いや、屋内だけど。

　気になるのは、たったひとつの椅子に座り、机に突っ伏して寝ている子どもの存在だ。

　女の子だろうか、理刀がちょっと立ち位置を変えると、おかっぱにした髪が様々な色に変化する。珍しい髪質だ。

　だぶだぶの白い長なが袖そでシャツにスカート姿。椅子が高すぎるため、つま先が芝生まで届いていない。小学生くらい？

　ク～、クピ～、ス～、と幸せそうに寝ているその子に、カカが歩み寄る。

「ササラ、お友達だよ」

　ピス～、スピ～、クゥ～。

「ササラ、ちょっと起きな」

　フニュ～、フェ～、ふぇ？

「お友達だよ？」

　まるで母親のようなカカの微笑ほほえみに、ササラと呼ばれた女の子が、ひょこっと小顔を上げた。だぶついた袖そでで目元をこすり、

「をぉ？」

　と理り刀とへ顔をむける。

　子どもだ。間違いなくお子様だ。百もも香かよりさらに年下か？

　理刀と視線がぶつかるなり、ササラはあせあせと椅い子すから下り、ピシッと姿勢を正した。そうすると、意外にも幼さが消え、どこか大人おとなっぽい雰囲気が滲にじみ出てくる。

　理刀も思わず、背筋を伸ばした。なんとなく、礼儀を持って接しなければならないような気になったのだ。

　理刀の視線のずっと下で、ササラがとうとつに口を開いた。

「ササラ・ビョルンストライドです。ネコちゃんが好きです。あるいはワンちゃんも好きです。ひよこさんも捨てがたいと思っています！」

　びょるん？　すと？　なんだか長ったらしい名前だ。いまのは自己紹介？

「あの、春日かすが、理刀です」

　理刀もこたえる。と、隣にいたカカがとんでもないことを補足してくれた。

「ササラ、きょうからあんたのクラスメイトになるんだから、仲よくな」

「オレが？　クラスメイト？　え？」

「あんた、この特別クラスに編入決定ね」

「ちょ、ちょっと、編入決定って、なんですかそれ!?」

「手続きはこっちですませとくから」

「か、勝手にそんな……」

「ごちゃごちゃうるせぇなぁ」

　カカの目が、スッと細くなる。

　理刀はとっさに、次の文句を吞のみ込んだ。

　これはなにかの間違いだ。あとで、キュートを経由してリイザに頼めば、なんとかしてもらえるはず。だから、ここは従ったフリをしておこう。

　結論には、すぐにたどり着いた。フォンターナ家のお姉様方には、下へ手たに逆らわないほうが身のためだ。

　ササラは、理刀とカカの会話に興味を示す様子もなく、よじ登るようにして椅子に戻ると、再び机に突っ伏してしまった。

　すぐにまた、クピ～、スピ～、クゥ～、と寝息が聞こえてくる。

　寝不足なのか？　お子様だから、睡眠を重要視している？　昼夜逆転生活者？

　ここが……、特別クラス？　でも編入って……。どう見ても、保育所では？




「なんで、こんな教室にしたんですか？」

　訊ききながらも、理り刀とは腕時計に目を落とした。すでに九時一五分を過ぎている。

　自分のクラスではいま、一限目の世界史が終わろうとしている時間だ。

　時計の針から目を上げ、地下教室の中を見回した。羽の白い小鳥が、樹きの枝から枝へ飛び移っている。

　理刀の質問に、黒板の横に立っていたカカが、大きく長い息をついた。

　そして樹の根に腰を下ろしたあと、ちょいちょいと芝生を指差して、理刀にも座るように指示を出す。

　理刀は、ササラが寝ている机の横で膝ひざを折り、あぐらをかいた。いい感じのやわらかさだ。草と土の落ち着いた匂においが、ふわっと胸の中にもぐり込んでくる。

　芝生に目を落としていたカカが、可愛かわいらしく寝入っているササラへ、続けて理刀へ、順番に視線を移していく。

「この教室には、ある女の子の想おもいを運んできてんだよ。普通の人と同じように、普通の生活がしたかった女の子の想おもいを、ね。だから、あえてこんな教室にしたんだ」












　カカの言葉に、理り刀とは唇を引き結んだ。

　いろいろ事情があるようだ。

「ある女の子」がだれなのか、いったいカカとどういった関係なのか、知りたいことはまだまだあったが、質問はしない。しつこく訊きいてはいけないような気がしたからだ。

　と、いきなりガタッと音をたて、ササラが顔を上げた。つやつやホッペには、シャツの袖そでについたボタンの跡が、ぷっくりとした愛らしい唇の横には、ヨダレが光っている。

「がんばります！　あるいはひたむきに努力します！」

　寝ね惚ぼけまなこでピシッと言い放はなつと、またすぐに机に突っ伏して眠ってしまう。

　カカが、ニヤッと笑みを浮かべてそれを見ている。

　理刀はなんとか唇を笑みのかたちにした。

　保育所にも、保育所なりの楽しさがありそうだけど……。


　　　☆☆☆



　授業が終わるとすぐ、毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれたバスケットを手に、キュートは席を立った。これから昼休み。ランチタイムの始まりだ。

　バスケットの中身は、サンドイッチや唐揚げやサラダや、その他ほかいろいろ。

　普通科で待っている理刀と、仲よく分け合えるものばかり。

　黒くろ媛ひめと巴ともえも、お弁当を持って立ち上がった。彼女たちも、目的地はキュートと同じ。

　互いに目で合図を送り、教室を出る。

　三人でエレベーターホールへむかう。

　廊下をいく途中、小等部クラスから飛び出してきた百もも香かが、パタパタと駆け寄ってきた。彼女もまた、「お昼は普通科教室で」組だ。

　いつもの顔ぶれで、理刀の待つ普通科へ。




　キュートたちが普通科の入った階でエレベーターを降りると、数メートルも進まないうちに生徒たちの視線がどっと集まってくる。

　うわっ、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝だ。

　あれって、｛謎エニグマ｝じゃない？

　特に、黒媛と巴が目立っている。

　ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】である黒媛と、エメラルド第二級の【死霊使いネクロマンサー】である巴は、レゾン学院でも一、二を争う有名人だ。

　パール第三級の能力者である百香も、スターライトたちの中では｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝という異名を持つ【時の統治者】として知られている。そのうちきっと、学院中に彼女の名前とふたつ名がひろがることになるだろう。

　キュート自身も、フォンターナ公爵家の娘であり、まだまだ人間界では数少ない魔界人だから、それ相応の知名度を持っている。

　不ぶ躾しつけな視線を投げつけられ、無遠慮な目にからみつかれてもなお、キュートは歩みをゆるめない。胸を張り、堂々と歩き続ける。

　黒くろ媛ひめは視線を気にする様子もなく、いつものように自信に満ちた笑みを浮かべ、颯さつ爽そうと歩を進めている。

　巴ともえは、そんな黒媛の背に身を隠すようにして、頰ほおを染め、つま先に目を落としたまま歩いている。

　五年生の百もも香かだけが、周囲から降り注ぐ視線のいくつかを受けとめ、やさしく抱き込み、にこやかに投げ返している。笑顔つきで。

　キュートは、肩にかかったツインテールのひと房をサッと手で払い、気持ちだけ歩みを速めた。理り刀との教室は、もう目の前だ。

　ドアの前に立ち、ちょこんと教室の中へ首だけを入れ、彼の姿を捜した。

　いつもの席には……、いない。

　他ほかの場所にも……、いない。

　あれ？　きのうもいっしょにランチを食べたのに。トイレ？　なにかの用事？

「ん？　理刀は……どこだ？」

　片足を教室の中に入れた黒媛が、真まっ直すぐな視線を巡らしている。

「春日かすがさん、いませんねぇ」と百香。

「………どこかしら？」と不安げな巴。

　そこへ、恐る恐るといった様子で、理刀のクラスメイトが声をかけてきた。

「あ、あのぅ、春日を捜してんでしょ？　あいつ、きょうは休んでるよ」




　理刀のケータイへ電話をかけても、つながらない。電源を切っているか、電波が届かない場所にいるらしい、ということしかわからなかった。

　だからすぐ、キュートは普通科の職員室へ足をむけた。ランチタイムの楽しみを後回しにして、黒媛たちもついてくる。

　職員室へ入るなり、弁当を食べていた教師たちが息を吞のむのがわかった。

　彼らは日ひ頃ごろ、スターライトたちと接触する機会がない。同じ学院とはいえ、それほど親しいわけではないから、意味もなく腰が退ひけている様子である。

　キュートはしばらく扉の前を動かず、教師たちが落ち着くのを待った。と、

「な、なんだね？　キミたち、スターライトだろ？」

　初老にさしかかった男性教諭が、職員室の奥から歩み寄ってくる。

　言葉を探すキュートの横から、黒媛が一歩だけ前に出た。

「二─Ｄの春日かすがくんが、きょう学校を休んだ理由をご存じでしょうか？」

「かすが？」

　教師の眉まゆ根ねに、深いしわが現れる。

　知らないのだろうか？　他ほかの人は？

　キュートは、他の教師たちへ目をむけた。みんな、「？」顔だ。

「あ、あの生徒のことじゃないですか？　地下の特別クラスから編入届がきたじゃないですか」

「ああ、なんでも、特別な能力を持っていたとか……」

「それって、能力値が九九どまりの子でしょ？　なにそれ、秘めた能力があったってこと？」

「やっぱりね、あいつはどこか見所があるって、ずっと思ってたんだ」

「九九どまりの子って、確か二年だったよね？　Ｄの担任だれ？」

「松まつ尾お先生なら、食堂ですよ」

　教師たちが、口々に話し始めた。

　キュートは、そんな彼らの声を聞き流し、黒くろ媛ひめや巴ともえへ目をむけた。

　黒媛が肩をすくめ、巴がちょこんと首を傾かしげる。

「地下学院アンダーレゾンの、特別クラスに編入って……春日さんにとっては、いいことですよね？」

　百もも香かの言葉に、キュートは下唇を軽く嚙かんだ。

　いいこと、なのだろうか？　それよりも、理り刀とを連れていったのは、いったいだれ？

　リイザ？　それとも……。


　　　☆☆☆



　理刀は、カカに連れられて学院ビルの外に出た。

　昼食は、カカとふたり、地下学院の食堂で他の生徒たちよりも先にすませている。

　ササラはというと、その間、ずっと寝ていた。お腹なかが空すかないのか？　という疑問はもちろんあったが、七色の髪を持つ少女が熟睡したまま起きようとしなかったため、そっとしておいたのだ。

　空腹に対する高い耐性力を持っているのか、食欲よりも睡眠欲のほうが強いのか、それはわからない。

　午後の強烈な光を頭上に、理刀は学院ビルの前でカカとむかい合った。

　彼女はいま、ササラを軽々とわきに抱えている。

　一方、ササラのほうは、逆さＵの字になってだり～んと両手両足を垂らし、クゥ～、スゥ～、と心地ここちよさげな寝息を規則的に吐き出しているだけで、ほとんど動かない。

　奇妙な感じだったが、理刀はなにも言わなかった。言える立場でもない。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に興味を示してもらえたことは嬉うれしいが、否いや応おうもなく瞬またたく間に編入を決められたため、さすがに喜びよりも困惑のほうが大きかった。

　それでもいまは、やるからには手を抜かない、と腹を決めている。

　だから、「授業を始める」というカカにも黙ってついてきた。しかし、いったいどんな授業をするのだろう。

　不意に、カカが口を開いた。

「春日かすが、お前、自分の能力をどうしたいんだ？」

　きた！　能力に関する質問！

「オレ、人助けがしたいんです！」

「人助けっつっても、いろいろあんだろ」

「う～ん、細かく考えたことはないですけど……困ってる人や悲しんでる人を助けてあげられたら、いいなぁって……」

「人助けが、そんなに好きなのか？」

「好きっていうのとは、ちょっと違うんですけど。なんて言えばいいのか……とにかく、ここにあるんですよ、いつの間にか、ずっとあるんです。とめられないんですよ」

　理り刀とは、自分の左胸を親指でグッと指し示した。「人を助けたい」という気持ちは、幼い頃ころからずっと心ここにある。抑えられない、とめられない、熱い気持ちが。

「人を助けたい」という気持ちを言葉にすると、なんとなく気恥ずかしいし、格好つけているように思われるかもしれないから、いつもあまり他ひ人とには話さない。

　でもなぜか、カカには素直にそんな気持ちを伝えることができた。彼女が持つ器の大きさのせいかもしれない。

「それじゃあ、これ拾ってこい」

　カカが突然、拳こぶし大だいのボールを取り出した。強い輝きを放はなっている。

　でも、いったいなにが「それじゃあ」なのか？

　いきなり、カカがボールを投げた。ササラを抱えているのに、美しいフォームで、軽々と、腕の振りも鋭く。

　ドッヒュ─────ン、とボールが飛んでいく。道路上の空気を突き破り、光の軌跡を鮮明に残し、ビル群にむかって真まっ直すぐに。

「……………」

　言葉が出ない。たぶん、一キロ以上は飛んでいったのではないだろうか。

　拾ってこいって……。そんな……。

「ふぁっ！」

　不意打ちのように、ササラが目を覚ました。パッと顔を上げ、まぶしさに負けじと大きな目を開き、ボールが消えた空を見上げる。

「レーザービーム？　あるいは大暴投？　これは手の施ほどこしようもなく、一直線ですね」

　言うなり、再びくにゃっと逆さＵの字になってしまう。見事なまでの脱力っぷりだ。

　くぅ～、すぅ～、ぴぃ～、と早くも寝息が聞こえてくる。

　お前はの○太か！　というツッコミを口の中に押し込みながらも、理り刀とはカカに目で訴えた。

　拾ってくるなんて、冗談ですよね？

　だが、カカの口から出てきたのは、

「一時間以内に拾ってこい」

　無慈悲な言葉だった。

「なんでそんな……」

「ご託はいいから、早くいけ」

　カカの瞳ひとみから、ス───ッと温度がなくなっていく。触れると骨の芯しんまで凍りついてしまいそうな琥こ珀はく色いろの珠ひとみが、怖い。

　逆らわないほうが身のため。




　ボールが飛んだ方向は、こっちのはずだけど……。

　街の大通りを進みながら、理刀は額ひたいに浮かぶ汗を手で拭ぬぐった。

　カカの狙ねらいは？

　光るボールを拾ってくることの意味は？

　もしかしたら、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の使い方がわかるのか？

　九月の日差しは、まだまだ強い。いや、強すぎる。これでは残暑というよりも、盛暑だ。酷暑だ。極暑だ。

　熱されたアスファルトの上を目的地もわからずに歩いていると、「日本の夏はどこへむかっているんだ！」と叫びたくなってくる。

　カカは、「一時間以内にボールを探して戻ってこい」と言った。

　時間はもう、二〇分以上経たっている。早くボールを見つけないと……。

　理刀は目の上に手をかざし、建ちならぶビルを見上げた。

　カカが投げたボールは、あのビルの右を通過したから、こう飛んできて、あっちのビルに当たるはずで……、窓はどこも割れてないようだから、たぶん跳ね返ってあの辺に落ちて……、などと頭の中でボールの軌跡を考えてみた。が、すぐに気づいた。

　もし、カーブやシュート気味に投げられていたら？　フォークだったら？

　カカは、あのフォンターナ家の血族だ。いかようにもボールを操ることができるだろう。数キロ先へ飛ばすことだって可能なはずだ。最悪、ボールはいまだ飛び続けているかもしれない。

　もしそうなら、お手上げだ。でもそれでは、ただの嫌がらせではないか。

　落ち着け。そんな意地悪をして、いったいなんになるというのだ。

　ボールは、真まっ直すぐに飛んだはず。だから、きっとこの辺りに落ちて……。

　意を決し、理り刀とは通りの隅々を探すことにした。

　バス停にあるベンチの下。街路樹の根もと。生い茂った枝の上。溝の中。あそこも、ここも、探した。探し回った。

　時間は、情け容赦なく過ぎていく。

　残り二〇分を切った。いますぐ見つけて走って戻れば、なんとか間に合うのだが……、光るボールはどこにも見あたらない。

　この場所じゃなかったのかも。

　不安が、心にひろがっていく。

　暑さでもう、全身汗だくになっていた。が、負けたくないという気持ちを振り絞り、探し続ける。

　ここまでくれば、最後までやるしかない。

　ふわふわふぅ～

　ふと、空気がそっと揺れたような気がした。直後、視界の上をなにかが通過する。

　見上げると、小さな人間が空に浮いていた。

　身長は二〇センチくらいだろうか、細身ながら逞たくましい体に身につけているものは、赤い腰巻きが一枚だけ。背には、腰巻きと同色の美しい蝶ちようの羽がついている。

　蝶ちよう人にん間げんだ！　ちなみに、男である。

　理刀は、蝶人間に対してどのようなリアクションを取ればいいのかわからず、ただぼんやりと見ていることしかできなかった。

「こんにちは」で通じるのか？　それとも「ハロー」か？　どちらにせよ、異種族間交流には明るい笑顔が必要不可欠だ。

　理刀は笑顔を浮かべ、日本人らしく「こんにちは」と切り出すことにした。が、

「てめぇ、なに見てやがんだ？」

　蝶人間が、予想外のジャブを放はなってきた。

　攻撃的!?

「え、いや、なにって……」

「なんだこの野郎、やんのか？」

　好戦的!?

　ジャンプすれば届く高さから、赤い蝶人間が理刀を見下ろしている。その目には、敵意がこれでもかというほど滲にじんでいるから、なんだか怖い。とっても小さな相手なのに……。

「ん？　お前、変な能力持ってんな。触るんじゃねぇぞ」

　赤い蝶人間が、「触るな」と言いながらも理刀の目の前まで降りてきた。どうやら、相手の能力を見抜く目を持っているようだ。

「ああ、触らないよ」

　理り刀とは、「キミに危害は加えないよ」という意志を示すため、胸の前で軽く両手を振った。そうしながら、思う。

　魔族がぞろぞろと人間界にやってくる時代なのだから、蝶ちよう人にん間げんが都会の真ん中を飛んでいても、それほど不思議は……、たぶん、ないのだろう。

　それでも、見るのも初めてなら言葉を交わすのも初めてだから、感動だ。

　道ゆく人たちも、理刀と蝶人間に目を引き寄せられている。が、だれも足をとめようとしない。つくりものだとでも思っているのだろうか。

　と、ここで理刀は、自分がなにをしていたのかを思い出した。

　目の前には、不思議を凝縮した存在がいる。魔法とも関係があるようだ。だから、ダメもとで訊きいてみた。

「あのさ、光るボールがこっちのほうに飛んできたと思うんだけど、見てないかな？」

「オレ様が知るわけねぇだろ」

　オレ様!?

　もしかして、接し方を間違えているのか？　だから、この小さな彼はこんなにも攻撃的で好戦的でオレ様なのか？

「あ、そうだよね、ごめん」

「謝ればすむって問題じゃねぇだろ！　ふざけんなよてめぇ！　オレのデンジャラスな右ストレート食らってみっか？　ん？」

「だから、悪かったから、そんなに怒るなって」

「謝るだけだったら、シーモンキーでもできんだよ！」

　シーモンキーは謝れないだろ、というツッコミは口にしなかった。

　赤い蝶人間が連発する口汚い言葉を耳にしながら、理刀は内心で肩をすくめた。

　なんとな～く腹が立ってくるが、小さな相手に怒ってもしょうがない。むこうから見ればこちらは巨人だから、精いっぱい虚勢を張っているのかもしれないし。

　そんなことを考えていると、蝶人間が素早く理刀との距離を詰めてきた。

「お前、オレが殴れねぇと思って安心してるだろ？　調子ぶっこいてんじゃねぇぞ！」

「思ってないから……」

「やんのかコラっ！」

　顔すれすれまで近づいてきたため、理刀は鼻先で軽く手を振った。と、赤い蝶人間は素早い動きで空へ舞い上がり、

「地を這はい回ることしかできない人間がっ、身の程をわきまえろっ！」

　ムカつく言葉を吐き捨てた。

　ジャンプしても、もう届かない高さだ。

　腹立たしさを覚えるものの、理り刀とはすぐに唇を引き締め、意識を自らが置かれた状況に引き戻した。

　時間は……、残り少ない。




　理刀は、ボールを探し続けた。

　ない。どこにもない。見つからない。照りつける太陽が、無性に腹立たしくなってくる。

　いつの間にか、赤い蝶ちよう人にん間げんは消えていた。でもいまは、そんなことなどどうでもいい。

　汗が、頰ほおを伝い落ちる。シャツが背に貼はりつき、背中の皮膚がつっぱるような感覚が、気持ち悪い。

　見つからない。見あたらない。どこにもない。

　結局……、ボールを探し出すことはできなかった。

　タイムオーバー。

　直後、目の前の空間がくにゃりと歪ゆがんだ。そこから血あかが滲にじみ出てくるように姿を現したのは、カカである。いまだ左わきには、だり～んと垂れきったササラを抱えている。

「時間切れだ」

「……………」

　カカの言葉に、理刀はなんとこたえていいのかわからなかった。体が芯しんから熱い。いまなら、口から湯気を吐けそうだ。汗が次から次へと噴き出してくる。

　理刀の視線を強い瞳ひとみで受けとめていたカカが、静かに右手を上げた。

　そこに握られていたのは、光の下でなお輝きを放はなっている、あのボールだった。

「ほら」

　カカが、ひょいとボールを投げてきた。

「あ……」

　理刀はとっさに、それを手で受け……、られなかった。

　触れた途端、スッと消えてしまったからだ。　魔力でつくった物も質の？

　これでは、たとえ見つけても持って帰れなかったのでは？

　理刀は、弾はじかれたように顔を上げた。

　カカは、黙ったまま動かない。

　ササラも、だり～んと動かない。

　焦じれて、理刀のほうから口を開く。

「これじゃ、ボールを持って帰るのは無理だったんじゃないですか？」

　その言葉を聞いた途端、琥こ珀はくの瞳にさらなる鋭さが宿った。カカの強すぎる意力が、理刀を乱暴にはね除のける。

「自分で考えな」

「自分でって……」

　と、ササラがいきなりぴょこっと顔を上げた。

「熟考、あるいは黙考ですか？」

　すぐにまた、へちゃ～とだれきった逆さＵ字体勢となり、くぅ～、すぅ～、むにゅ～、と寝入ってしまう。

　なんなんだ、いったい……。


　　　☆☆☆



　昼食をすませたあと、キュートはトイレの洗面所でツインテールの結びを直した。

　鏡に顔を近づけ、ニコッと笑ってみる。

　いつも理り刀とへむけている笑顔。

　彼とは結局、お昼をいっしょに食べることができなかった。

　それにしても、理刀が地下学院アンダーレゾンに編入？　初耳である。

　まさか、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』を手元に置いておこうという、リイザのたくらみだろうか。

　人間側ペンタグラムに取られる前に、押さえておきたかったのかも。

　キュートは、下唇を突き出した。鏡の中の自分も同じ動きをする。

　本来なら、人間である理刀はスターライトになるべきなのだ。

　もしそうなれば、理刀と同じ教室で授業を受けることができたのに。

　理刀がスターライトになったら……、想像してみる。

　朝、互いの玄関を出たところで待ち合わせ。彼は隣人だから、壁を叩たたけば簡単に合図を送ることができる。

　いっしょに登校。オマケでついてくるスイートには、とりあえず目をつむっておく。

　レゾン学院に到着し、教室へ。お昼のお弁当も顔を寄せ合って。体育の時間だけは別々だけど、たまに男女混合で能力披露会なんかもあるし……。

　きっと……、楽しいはずだよね？　とキュートは、鏡に映る自分へたずねてみた。

　そうしながら、唇の両端をちょっとだけ上げてみる。もう少し、上げてみる。

　笑顔。

　顔をわずかに右へ動かしてみる。

　ん～、今度は左へ。

　こっち側のほうが、可愛かわいく見えるかな？

　理刀の顔は、いつもこの高さだから……、と目線をそっと上へ。微笑ほほえみは、そのままに。

　理刀が、いま目の前にいると想定して……。

　今度、映画にでも？　遊園地にする？　それとも美術館？　……………？

　彼をどこかへ誘ってみよう。

　でも、キッカケは？

　そういえば、理り刀との好きなものをよく知らない。好きな色も、服の好みも、食べ物も。

　知らないことが、いろいろ。

　知ってもらいたいことも、いろいろ。

　とにかくいまは、笑ってみる。

　鏡の中の自分も。

「キュート？」

　不意に、横から声をかけられた。

「!?」

　急激に現実へ引き戻される。

　右隣に黒くろ媛ひめ。左隣に巴ともえ。

　トイレには、三人できていたんだった……。

　黒媛が、横から覗のぞき込んでくる。

「ニヤニヤして、どうしたんだ？」

「きゅ、な、なんでもないの……」

「そうか？」

　鏡越しに、隣の黒媛へ笑いかけた。

　顔が急速に熱くなっていく。鏡の中の自分が、頰ほおを真っ赤にしている。

　ひとりの世界に浸ひたっていたことが、なんだかとても恥ずかしい。

　でも、理刀のことを考えると、自然に思考が浮遊してしまうのだ。彼に会えないときは、特に……。

　と、昼休み終了の予鈴が鳴った。

「いこうか」

　鏡の中の黒媛が、いつもと変わらない余裕に満ち満ちた笑みを浮かべ、歩き出した。

「いきましょ」

　巴も、いつもと変わらない微かすかな、そして透き通った笑みを投げてくる。

　キュートは鏡から視線を引き剝はがし、彼女たちのあとを追った。

　そうだ。いつもと変わらない自分であればいい。だから、勇気を出して理刀を誘ってみよう。あたしは、キュート・フォンターナなのだから。

　どこへ？　それは、そのときになって考えればいいのだ。彼といっしょに行き先を決めるのも、それはそれで楽しいかもしれない。

『今度の休み、どこかへ遊びにいかない？』

　理刀の前で、キュート・フォンターナとして、いつもの自分を出してみよう。





三章　混こん沌とん坊やは心配性ぉ～♪







　汗だくの理り刀とに、カカがどこからともなく取り出したスポーツタオルを、「ほらよ」と投げ寄よ越こした。

「あ、ありがとうございます」

　タオルで顔や首や、ついでにシャツの下の汗を拭ふく。それでも、濡ぬれたシャツの不快感はどうしようもないのだが……。

　そんな理刀に背をむけ、カカが歩道の脇わきにあった自動販売機へ歩み寄っていく。

　左わきに眠りこけているササラを抱えたまま、まるで手品師のように右手から硬貨を次次と取り出し、投入口へカチャカチャと押し入れていく。そして、スイッチオン。

　カカが買ったのは、五〇〇のコーラだった。

　理刀にむき直るなり、「ノド渇いたろ？」と缶を放ほうり投げてくる。

「あっ、と」

　反射的にそれを受けとめたあと、カカを見る。今度は、手の中で消えない。キンキンに冷えた缶ジュースだ。

「えっと、い、いただきます」

「ん」

　理刀はさっそくプルタブを押し開け、歩き出したカカを追いながらコーラを飲んだ。

　シュワッと舌の上で炭酸が踊り、ノドの奥へ乱入し、体の中へひろがっていく。

　ひと口目をゴクリといった。ふた口目もゴクンとやっつけた。み口目も、ゴクゴク流し込んだ。息が苦しくなるほど飲み続けた。

　コーラの冷たさが、甘さが、炭酸が、爽そう快かいだった。染しみ入る染み入る染み入るぅ～。

　カカが、そんな理刀を横目に、ふっと表情をゆるめた。

　理刀も、ゲップを口の中に閉じ込めながら、へへっと笑みを返す。

　カカが不意に右手を上げ、理刀の頭をコツンとやさしく叩たたいてきた。

「？」

「春日かすが、どんなときでも、よ～く考えろ。たまには直感に頼ってもいいけど、できることなら、がむしゃらに動きながら考えろ。世の中は不条理なことが多いからさ、なおさら考えんだよ。なにをやっても、『無駄だった』なんてマイナス思考にとらわれず、なんでもプラスに考えるんだ。ま、口で言ってもわからないだろうから、体で覚えな」

　理刀は、口の中にたまったコーラ味の唾つばを吞のみ込んだあと、たずねた。

「ボール探しって、いったいなんの意味があったんですか？」

　途端、カカの目から笑みが消える。

「自分で考えろ」

　あ、そうか。言われたばかりなのに……、こたえを他人に求めてしまった。

　お前はこうしろ、と言ってもらえない不安は、確かにある。ちゃんと教えてくれよ、という不満も、あるにはある。

　それでもやはり、自分で考えなければならないのだろう。しかも、プラス方向で。

　カカの言葉を、理り刀とはそう理解した。

　たぶん……、そうだと……、思うけど。


　　　☆☆☆



　放課後になるとすぐ、キュートは地下学院アンダーレゾンへむかった。

　黒くろ媛ひめが、何度か理刀のケータイへ連絡を入れてみたのだが、ずっとつながらないのだ。メールを送っても、返信がない。

　だから、こちらから足を運ぼう、というわけである。

　黒媛、巴ともえ、百もも香かの三人もついてきてくれた。

　四人で地下学院の教務室へのり込み、リイザに直接訊きいてみればいい。

「理刀はどこ？」と。




　キュートは教務室のドアをノックしたあと、返事を待たず勝手に開けた。直後、

　ギョグゴオオオオオォォォォォォォォォ！

　ヴォロラアアアアアァァァァァァァァァ！

　耳をつんざくような奇声に鼓膜を殴りつけられた。

「きゅ！　な、なに!?」

　慌あわてて飛び込んだ教務室の中央付近で、二体の怪物たちが争っていた。

　二足歩行の大型ハ虫類が、互いに牙きばを立て、爪つめで相手の皮膚を切り裂いている。

「なんだ、あれは？」

「黒姉様、あれ、恐竜？」

　呆ぼう然ぜんと動けないでいる黒媛の腰に、百香が抱きついている。

「ホログラムとか、そういった類たぐいじゃないかしら？」

　巴だけが、落ち着いた様子で怪物たちを観察している。学院ナンバーワンの【死霊使いネクロマンサー】なだけあって、見えるものに惑わされず、実体のあるなしを見抜く目は確かなようだ。

　キュートも気づいた。確かに、怪物たちがどんなに暴れても、机や椅い子すはいちミリも動いていない。

「そうみたいね……」

　つぶやいた途端、怪物たちが風に吹かれた煙のように消えてしまった。と、

「だれかと思ったら、キュートだね」

「お友達もいっしょだね」

　なんの予告も身構える暇もなく目の前に現れたのは、はた迷惑コンビ、ゴルゴンゾラとパルメザンだった。

　頭にのせたサングラス。黒革のジャケットとパンツ。そしてブーツ。すべてがお揃そろいの双子である。唯一異なるのは、六七女のゴルゴンゾラが金髪、六八女のパルメザンが銀髪、と髪の色だけ。毛先を外側に跳ねた髪型も、同じ。

　キュートはわずかに身を引いて、双子から距離をとった。教務室の入口付近にいた黒くろ媛ひめと巴ともえも、スススッと廊下まで後あと退ずさりしている。

「こんにちは！」

　元気な声で挨あい拶さつをしながら、百もも香かだけが一歩前へ出る。

「「こんにちは～」」

　ツインズが、百香の笑顔をニコ～ッとフレンドリーなダブルスマイルで受けとめる。

　だが、このスマイルが信用できない。だからキュートは、先手を打って口を開いた。

「ちょっとリイザお姉様に用事があってきたんだけど」

「ん～、リイザ姉様？　そういえば、朝から見てないよねぇ？」

　ゴルゴンゾラが、パルメザンへ目をむけた。

「ん～、もんすたぁガチンコバトルに夢中だったからねぇ」

　パルメザンもゴルゴンゾラへ目をむける。

　先ほど争っていた怪獣たちは、パルメザンが言う「もんすたぁガチンコバトル」だったらしい。遊ぶのはいいが、教務室でやるのはどうかと思う。

　でも、口には出さない。また面倒なことになりかねないから。

　キュートは、教務室の中を見回した。双子以外は、だれも……、いなかった。もんすたぁガチンコバトルがうるさくて、みんな逃げたのかもしれない。

「あ、そういえばぁ、混こん沌とん坊やとカカ姉様がいっしょにいたところを目撃したねぇ」

「目撃しちゃったねぇ。怪しいねぇ。なんだか秘密の香りがするよねぇ」

「混沌坊やにご挨拶したかったけどぉ、カカ姉様が怖いからねぇ」

「仲間に入れてほしかったけどぉ、カカ姉様が怒るからねぇ」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、顔を見合わせ「「カカ姉様って、怖いよね～」」と声を重ねた。相変わらず、息ピッタリの仲よしラブラブツインズである。

　でも、どうしてカカお姉様が？

　両の掌てのひらに汗が滲にじんでくる。

　こんなとき、リイザはどこへいったのだろう。多忙な姉だから、一時的に魔界へ帰っているということも考えられるけど……。

「「「？」」」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの「カカ姉様って、だれ？」という視線に気づき、キュートはこたえた。

「カカお姉様は、フォンターナ家の次女なの。リイザお姉様のひとつ上ね」

　え？｛静謐なる禍リイザ｝の姉？　ということは、｛魔界の至宝スキユース｝のひとつ下？　それって、凄すごいお姉様なんじゃ……。と、そんなことを想像したのだろう、黒媛、巴、百香が一様に目を見開いた。

　そこへ現れたのは、

「あら、なんしよると？　みんな揃そろってから……」

　フォンターナ公爵家の三八女、ネクロだった。

　地下学院アンダーレゾンで封印庭アーク学科の講師をしている彼女は、強大な魔力を持ちながらも、空間移動術に頼らず、自らの足で開きっぱなしのドアを通り、教務室へ入ってくる。

　飾り気のない眼鏡めがね。櫛くしは入れてる？　と心配になってくるほどボサボサの金髪。シミのついた白衣。いつものスタイルだ。

　ぺたんぺたんと、スリッパで床を叩たたきながらキュートの隣にやってきた彼女が、双子へ、そして黒媛と巴へそれぞれ顔をむけ、最後に百香の瞳ひとみを覗のぞき込むようにして目をとめた。

「百香ちゃん、がんばっとるみたいやね。能力値が上がっとるやん」

　ネクロの言葉に、百香の顔がパァッと輝いた。

「ありがとうございます。ネクロさんのお陰です！」

「わたしは、なんもしとらんよ。百香ちゃんががんばったけん、いまがあるんやろ」

　ネクロと百香が見つめ合い、キラキラな空間をつくり出している。その横で、

「クロっちも、上がってるね？」

「トモっちも、上がってるね？」

　ゴルゴンゾラが黒媛へ、パルメザンが巴へ話しかけた。

　黒媛が満面に、巴が慎つつましやかに、揃って笑顔を浮かべる。彼女たちのことだから、能力値を上げる努力を日々怠おこたってはいないはずだ。だからこそ、結果を評価してもらえて嬉うれしいのだろう。

　ネクロが、百香と能力値の上げ方について話し始めた。

　黒媛とゴルゴンゾラも、そして巴とパルメザンも、それぞれおしゃべりに夢中のようだ。

　キュートは広々とした教務室に背をむけ、そっと廊下へ出た。だれも声をかけてこない。

　カカと理り刀とがいっしょにいた理由は？　リイザは、それを承知しているのだろうか？

　地下学院を見て回っていれば、リイザのほうからやってきてくれるかも。

　とにかく動いてみよう、とキュートは廊下を歩き始めた。




　通路の角を曲がるとすぐ、『図書室』の札を見つけた。

　図書室……、図書、か。そういえば、スイートは魔導書バイブル学科だったわね。

　そんなことを考えていると、カラカラ……、と出入口のドアが開いた。

　そして、そこから歩み出てきたのはスイートだった。

　地下学院アンダーレゾンの生徒であり、魔導書バイブル学科に籍を置き、努力に努力を重ねる性格の彼女だから、図書室にいてもなんら不思議はない。

　いま、この場にいておかしいのは、こちらのほうである。

　キュートに気づいた彼女が、驚いたように目を見開いた。が、すぐに口の両端を上げ、ニヤ～ッと嫌味な笑みを浮かべる。

「あら、こんなところでなにをしてらっしゃるのかしら？」

「あ、あんたには関係ないでしょ？」

「ここは地下学院ですわよ？　あなたが足を運ぶ理由なんて……」

　ここでスイートが、ツッと図書室のドアへ目をむけた。それからまたゆっっっくりと、嫌味ったらしい笑みを唇に貼はりつけたままキュートへ視線を戻す。

「まさか、図書室ここに用事があった、なんてご冗談は仰おつしやいませんわよね？」

「きゅっ！　あ、あたしが本を読んだらいけないっての？」

　本を読むつもりなどさらさらなかったキュートだが、「あなたに本は似合わない」なんて態度をとられると、やっぱり頭にくる。

　こちらの怒りを微風のごとく受け流しつつ、わざとらしくノドの奥で笑うスイートは、いつにもまして腹立たしい。まるでイジワル魔女だ。魔法の鏡の前で、「世界でいちばん美しいのはだぁれ？」なんて自己中で下品な質問をしていそうな笑みである。

「高度な魔導書が充実していますから、お好きなだけお読みになったら？　あなたに理解できれば、ですけど」

「きゅっ！」

「ふふん、なんでしたら、読み聞かせて差し上げましょうか？」

「ひ、ひとりで読めるわよっ！」

「そうですか？　それでは……」

　これ以上話すことはないとばかりに、スイートがサッときびすを返した。その際、制服のスカートがふわっとふくらむ様は、イジワル魔女とは思えないほど可愛かわいらしい。

「わたくし、勉強の途中でしたので、これで失礼させていただきますわ。時間は有限ですから、あなたもせいぜいがんばりなさい」

　そのまま歩き出そうとしたスイートだが、急に踏みとどまり、肩越しに振り返ってきた。

「本の読みすぎで頭から湯気を出さないよう、ご注意なさってね」

　イジワル魔女は最後の最後まで、嫌味を口にする快感に執着するようだ。

　キュートは、とっさに返す言葉を見つけることができず、

「きゅっ！」

　スイートの背にぶつけることができたのは……、これだけ。


　　　☆☆☆



　カカと教室へ戻ったあと、理り刀とは彼女にＴシャツをもらい、たっぷりと汗を吸い込んだシャツをようやく脱ぐことができた。

　着替えたあと、放課後だからこのままサヨナラか、とそう思っていたのだが、

「もう少しつき合え」

　と、足どめされた。

　芝生が敷き詰められ、樹きや花が植えられ、小鳥が歌う教室の隣には、六畳ほどの小部屋があった。そこには、大きなソファとテーブルと大型テレビの三つしかないのだが、くつろぐにはそれで十分だ。

　理刀はいま現在、一〇〇インチのテレビを前に、カカの右隣でソファへ深々と腰を沈めている。肩と肩は、ちょっと動けばくっつくほどの距離である。ササラは、カカの左隣ですやすやとお休み中だ。

　テレビとソファの間に置かれた木造テーブルの上には、氷の浮いたストローつきのグラスがふたつ。中身はアイスコーヒーだ。冷房もほどよく効いている。

　ボール探しとは打って変わり、快適この上ない。が……、どういうわけか観みているのは、アニメ『フラン○ースの犬』の最終回だった。












　ゴルパルツインズが、ニッポン国では一家に一枚はあるという必需ＤＶＤ、と言って持ってきてくれたのだという。

　噓うそですよ。少なくとも、オレは持ってませんから。という言葉はなんとか吞のみ込み、理り刀とは大人おとなしく名作アニメを観みている。

　ラストのほう、主人公の少年が教会へ入っていくところからずっと、カカは泣いていた。少年と愛犬が天使に連れられ天へ昇っていくシーンに至っては、涙滂ぼう沱だといっても過言ではないほどだった。

　驚いたが、なんとなくカカらしいな、という気もした。あくまでも、なんとなく……、だけど。

　カカは、テーブルの上に投げ出した長い足を組み、細い腕も胸の前で組み、微み塵じんも動かず、ただただ涙を流し続けている。

「おい、こりゃないだろ。死んじまったら、なんにもなんないんだからな。楽しいこと、なんにもできないだろ」

「そうですよね」

「ニッポン国人は、いやらしい物語をつくるな。視聴者を泣かせすぎだぞ」

「そうですよね」

　なんとこたえたらいいのか、まったくわからない理刀である。

　と、いきなり頭に腕を回され、カカに抱き寄せられた。

「春日かすが、お前本気でそう思ってんのか？」

　カカが身につけたスーツの深紅が、目の中にパッとひろがった。落ち着いた大人の香りが、鼻び腔こうの中にもぐり込んでくる。ふんわりとした感触も。

　頰ほおが接触している部分は、もしかして、お姉様の胸……、ですか？

「あの、離して下さい」

「質問にこたえろ」

「お、思ってますよ」

「わたしに合わせてるだけじゃないのか？」

「……合わせたわけじゃないです。でも正直に言えば、なにも考えてませんでした」

　言うと、簡単に頭を解放してくれた。だがすぐに両手で頰を挟み込まれ、再び引き寄せられる。

　目と鼻の数センチ先に、カカの顔がある。

　琥こ珀はく色いろの鋭い瞳ひとみが、理刀の意識の中へ突き刺さってくる。

「考えろって、言ったよな？」

「ふぁい」

「いま、い───っぱい考えないで、いつ考えんだ？　想像力を磨けよ？」

「ふぁ～い」

「ん、よろしい」

　直後、ふょっ！　と奇妙な声を出しながら、ササラが目を覚ました。

「想像力、あるいは推測力、ですか？」

　そしてまた、ふわぁ～んとソファに小さな体を落とし、幸せな寝息を奏かなで始める。

　理り刀とは気づいた。

　ササラへむけられたカカの瞳ひとみが、とても、本当にとてもやさしげなことに。

　まるで、わが子を見つめる母のように……。




　大量の涙を流したためだろうか、『フランダ○スの犬』が終わるとすぐ、「ちょっと顔洗ってくる」とカカが部屋を出ていった。

　残された理刀は、ソファの端で寝息をもらしているササラの横顔を眺めながら、こっそりため息をついた。

　ボール探しやアニメ鑑賞をしたところで、いったいなんの効果があるのだろうか？

「考えろ」

　たずねても、カカのこたえは決まっている。でも、ヒントくらいは……、そんなことを考えていると、不意にササラが目を開けた。

　パチパチッと数回またたいたあと、どこか真剣な表情でたずねてきた。

「きょう一日の出来事を……あなたはどうお感じになりました？」

　幼い外見にそぐわない、大人おとなびた口調である。

「どう、って？」

「理不尽、だとお思いになりましたか？」

「ん～、理不尽かぁ……」

　ボール探しは、確かに理不尽だった。だけど……。暑かったけど、汗びしょになったけど、つらかったけど。

　赤い蝶ちよう人にん間げんを見ることができたし、コーラのおいしさを文字通り身に染しみて実感できたし、カカというお姉様を少しだけ知ることができた。だから……。

「自分の考え方次第で、そんなに理不尽じゃなくなるかも」

「考え方次第、ですか？」

「どんなに理不尽な状況にぶつかっても、プラス思考ってヤツでいけば、意外と楽しかったりも、しないかな？」

　言ってて、自らの言葉にあらためて気づかされる。

「そっか、『考えろ』って、もしかしたら……」

　凄すごいことを思いついたような気がして、理刀は嬉うれしくなった。が、そんな気持ちを言葉にすることはできなかった。

　再び、ササラが寝息をもらし始めたから。

　寝顔は、お子様全開なんだけど……。


　　　☆☆☆



　地下学院アンダーレゾンの中をひと通り歩き回ったキュートは、地下四階のエレベーターホールで大きな息を吐き出した。

　理り刀とが、いない。

　もちろん、捜してない場所はたくさんある。

　各教室には、まだたくさんの魔族生徒たちが残っていて入りづらかったし、倉庫のようなところも鍵かぎがかかっていて中を確かめることができなかったし、男子トイレを素通りする礼儀は保ったし、最も怪しいいちばん下の階へは、エレベーターが降りてくれなかった。操作に必要な鍵、または暗号のようなものが必要なのかもしれない。

　こんなときリイザがいれば。

　いら立ちにも似た悔しさが、先ほどからずっと気持ちに爪つめを立てている。

　しかたない、教務室へ戻るか……、とそう思ったとき。

　チン、と音をたてて開いたエレベーターの中に立っていたのは……。

「あ」

「きゅ」

　理刀が、びっくりした顔でこちらを見ている。

　数回またたく間、キュートも呼吸するのを忘れてしまうほど驚いた。が、すぐに嬉うれしさが込み上げてくる。

「捜してたんだからね」

　扉が閉まり始めたエレベーターに飛びのりながら、キュートは不意打ちの出会いに小こ躍おどりしそうになった。

　教務室のある地下一階のボタンを押し、理刀の隣に立つ。もちろん、微笑ほほえみを忘れずに。

　理刀も、朝の別れ際と同じ笑顔を返してくれる。

「捜してくれてたの？　ごめん。あのさ、オレ……」

「カカお姉様に連れていかれたんでしょ？」

「あ、もう知ってるんだ？」

「詳しいことは聞いてないけど……カカお姉様ったら、理刀に関心持ったみたいね」

「特別クラスに編入なんて話、急すぎてまだ実感湧わかないんだけど……」

「カカお姉様って、強引だから……ま、フォンターナ家うちのお姉様たちって、みんな強引だけど」

「ハハ、でも、なんかのときはリイザさんにお願いすればいいから、さ」

「……ごめんなさい。カカお姉様って、うちの二番目なの」

「え？　二番目って……」

「次女。だから、リイザお姉様でも頭が上がらないのよ」

　噓うそ……、といった感じに、理り刀とが口を開けたまま固まってしまった。これで彼は、フォンターナ姉妹のトップスリー全員と対面したことになる。ごめんなさい。なぜか、こんな言葉が脳裏に浮かんでくる。

　エレベーターが地下一階に着いたため、ドアが開いた。

　キュートに続いて、理刀も降りてくる。

「黒くろ媛ひめたちが、教務室にいるの」

「あ、みんなも捜しにきてくれたんだ。ほんと、ごめん」

　申し訳なさそうな、でも嬉うれしそうな理刀の顔を見て、キュートは拳こぶしを握り締めた。

　いま、このタイミングを逃してはいけない。

『今度の休み、どこかへ遊びにいかない？』

　ほら、早く言いなさい。

　ほら、あんたはフォンターナ家の娘なのよ。

　ほら、キュート・フォンターナ、がんばって！

　でも……。

「こ、今度……ぅきゅ」

　出てきたのは、唸うなり声のような弱気だけ。

「ん、どうしたの？　顔、赤いよ？」

「ぅぅきゅ」

　心配そうな理刀を前にすると、余計に声が出なくなる。顔どころか、全身が熱い。

　頭の中では、強気で前むきで誇り高い自分でいられたのに……、いざ本番になると、こんなにも、こんなにも、こんなにもっ……、腰が退ひけるなんて。

　勇気を出しなさいっ、キュート・フォンターナ！

「こ、ここ、今度のっ……」

「春日かすがさぁ～ん、特別クラス編入、おめでとうございまぁ～す！」

　必死に絞り出したキュートの声を搔かき消したのは、廊下全体に響く百もも香かの声だった。

　彼女に続いて、黒媛と巴ともえもエレベーターホールへやってくる。タイミングよく、というかタイミング悪く教務室から出てきた彼女たちには、もちろん悪気などあろうはずもない。

「理刀、よかったじゃないか」

「お、お、おめでとぅ」

　黒媛と巴の言葉に、理刀が苦笑いを浮かべた。

「う～ん、おめでとうって言われても、まだピンとこないけど……」

「なに言ってるんだ。大きな一歩だろ？」

「そうですよ、ビッグな一歩ですよ！」

　亜あ威い姉妹が、華やかさと元気に満ちた笑顔で理り刀とを挟み込む。そこに控えめな巴ともえの微笑ほほえみも添えられる。

　だからキュートも、懸命に表情をゆるめた。目もとの緊張を解いて……、頰ほおの力を抜いて……、唇の両端を上げて……、はい、ニッコリ。

　そうしながら考える。

　理刀を誘うには、キッカケが必要だ。

　心からの笑顔を浮かべ、勇気を胸に、様々な想おもいを凝縮し、『いっしょに遊びにいこう』という言葉を彼へ伝えるためには……。

　キッカケ。

　キュートはとにかく、笑顔の下に情けない気弱な自分をぎゅぎゅっと押し込んだ。

　キッカケさえあれば、きっと……。


　　　☆☆☆



　マンション管理人室のちゃぶ台についた理刀は、みんなと夕食を摂とりながら、きょうの出来事をおおまかに説明した。

　右隣のキュート、左隣のスイート、正面に座った毒どく舌ぜつ丸まるが、相あい槌づちを打ちながら「そんなことがあったのね」「大変でしたわね」「お疲れ様でした」といった表情をそれぞれに浮かべ、話を聞いてくれた。

　毒舌丸の手料理である豚肉と野菜の炒いため物を食べながら、キュートたちも様々な意見を返してくれる。

　カカがフォンターナ家の次女だと聞いたときは、正直驚いた。「逃げる？」なんて考えも頭を過よぎった。が、いまではもう少し様子を見ようと思っている。カカというお姉様の魅力というか器というか、そんな無形のなにかに惹ひかれたからだ。

　もしゃもしゃと野菜を咀そ嚼しやくしていたスイートが、それを麦茶で流し込んだあと、

「でもこれで、理刀はわたくしと同じ地下学院アンダーレゾンの生徒ですわね」

　クマ耳をひょこひょこ動かしながら、可愛かわいらしく微笑んだ。その微笑みだけで、ご飯三杯は軽くいけそうである。

　すぐにキュートも入ってくる。

「理刀は、正式に地下学院の生徒になったわけじゃないんだからね。あくまでも、特別クラスよ」

「あら、地下であることに変わりはありませんわ。地上組のあなたより、ずぅ～っとわたくしに近いクラスですから」

「あ、あたしだって、エレベーターを使えばすぐよ」

「ふふん、すぐといっても、数分はかかりますわよ。転移術が苦手なあなたにとっては、それはそれは長い時間じゃないかしら？　逆にわたくしは、ものの数秒で理り刀とのところへ遊びにいくことができますわ。なんといっても、同じ地下で学ぶ生徒同士ですから」

「きゅっ！」

　〝地下〟を強調するスイートに、キュートがきりきりと歯は嚙がみしている。このまま放ほうっておけば、必ず罵ののしり合いが始まるだろう。

　理刀は、正面に座る毒どく舌ぜつ丸まるへそれとなく視線を移した。

　しかし彼女は、テキパキと箸はしと口を動かし続けているだけで、お嬢様方の会話に口を挟む気は微み塵じんもなさそうだ。

　ならば自分が、と理刀はふたりに質問を投げた。

「カカさんって、次女だから、やっぱり凄すごいんだろ？」

　視線をぶつけ合っていたキュートとスイートの目が、理刀に集中する。

　毒舌丸の箸が、ピタリととまる。

「まあ、ね」とキュート。

「接し方さえ間違わなければ、やさしい姉ですから安心なさって下さい」とスイート。

「……………」無言の毒舌丸。いや、もしかして無表情を装いつつ、微妙に強こわ張ばっている？　目が、いつもと違うような……。

　みんなの微妙な反応に、なんとなく不安がふくらんでいく。カカ・フォンターナという女性は、フォンターナ公爵家でどのような立ち位置にいる女性なのだろう？

　と、いままで黙っていた毒舌丸が、不自然なほど急に口を開いた。

「あすは、能力開発学科ペンタグラムと地下学院アンダーレゾン合同による校外での奉仕活動がありますので、日焼けや日射病にはくれぐれもご注意下さい」

　話題をそらされた？　ような気がしないでもないが……、理刀もしつこくはたずねないでおく。

　クマ耳をピクッと動かし、スイートが毒舌丸へ目をむける。

「奉仕活動とは、どのようなものですか？」

「ゴミ拾い、だと聞いてます」

「ゴミ拾い？　品のない方々が散らかしたゴミを拾うのですか？」

「はい、奉仕活動ですので」

「……なるほど、清掃活動、というわけですわね？」

　キュートが、唇を尖とがらせる。

「ゴミを捨てたら罰金、って決めればいいのよ」

「それでしたら、あなたは鬼のように罰金の徴収をなさってればよろしいんじゃなくて？　わたくしは、理刀といっしょにひとつでも多くのゴミを拾って回りますから」

「きゅ！　あんたは魔導書バイブル学科のクラスメイトとゴミ拾いしなさいよ！」

「もちろん、学友とのコミュニケーションは怠おこたりませんわ。そこに理り刀とも参加していただくつもりですの。地上組は地上組、地下組は地下組でゴミを拾うのが、まずは筋というものですから」

「それだったら、理刀はスターライトのほうに交ざるべきだわ」

「あなたの小粒なオツムは、地上と地下の区別をつけることもできませんの？　もしかして、上下の区別が曖あい昧まいなのではありませんか？」

「きゅ─────っ！」

　キュートとスイートが、バチバチと視線を衝突させる。

　そんなふたりに挟まれたまま、理刀は考えた。

　そういえば去年の今いま頃ごろ、暑い中でゴミ拾いをした覚えがある。でも、スターライトとは場所も違えば、行った日時も違っていた。

　今年は、スターライトと地下学院アンダーレゾンが合同でやるらしい。ということは、自分も参加させてもらえるのだろうか？

　そうなれば、嬉うれしいかも。


　　　☆☆☆



　翌日の一〇時。

　キュートは、毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれた日焼けどめを顔や手足に塗り、汗を拭ふくためのタオルを首から下げ、準備万端でゴミ拾いに臨んでいた。

『夏っス！』という荒々しい筆文字がガツンとプリントされたタオルだったから、自然と気合いが入ってくる。

　現在、ゆっくりと気温が上がり始めたレゾン学院ビル前の広場に、スターライトと地下学院の生徒たちが集められている。

　スターライト、約三〇名。地下学院生徒、約五〇名。一〇〇名にも満たない集団だ。

　みんな、学院指定の体操服姿。男子は白いシャツと短パン。女子は白シャツとスカートの下に紺のスパッツを合わせている。

　黒くろ媛ひめや巴ともえと列にならびながらも、キュートは理刀の姿を捜した。

　地下学院生徒の中に、チラッとスイートの姿が見えたが、そんなことはどうでもいい。

　理刀は？　特別クラス、と言っていたけれど……。リイザやカカの姿もない。

『はい、注目ぅ～！』

　突然、拡声器の声が聞こえた。

　バラバラにしゃべっていたスターライトや地下学院の生徒たちが、いっせいに会話をやめ、声に引き寄せられる。

「なんなの？」

　キュートは、前に立っていた黒くろ媛ひめの肩に手をかけ、精いっぱい背伸びをした。

「あの人、キュートのお姉さんじゃないか？」

　黒媛の声が耳に、カカの紅いスーツ姿が目に飛び込んできたのは、ほぼ同時だった。

　間違いない、カカだ。背の高い姉だから、頭ひとつ飛び出していてよく見える。

　どうして、拡声器を片手に生徒たちの前に出てきたのだろう？　リイザは？

『きょうのゴミ拾いは中止します』

　カカの言葉は、予想もしていなかったことである。中止？　なぜ？

『え～、代わりに〝妖よう精せい捕獲大会〟の開催をここに宣言します！』

　妖精捕獲大会？

　生徒たちが、ざわめき始めた。

　黒媛や巴ともえ、それに周囲のスターライトたちも、驚きの表情を隠しきれない様子だ。もちろん、キュートも驚いた。なんといっても、宣言したのは自分の姉なのだから。

「妖精って、一昨日おととい、能力値測定のときに見たアレ？」

「飛んでたわよ？」

「どうやって捕まえるの？」

「おい、女子が妖精見たってよ」

「妖精って、どんなヤツだった？　大きさは？」

　カカが、生徒たちの疑問などお構いなしに言葉を続ける。

『最初に言っておきます。大会の優勝者には、能力値アップ間違いなしの魔界産栄養ドリンク一年分。地下学院アンダーレゾンの生徒たちには、人間界名所巡りの旅をプレゼントします』

　ざわついていた生徒たちから、今度は「おっ」とどよめきがあがった。

　わけがわからないまでも、目の前に「能力値アップ」というエサをぶら下げられたら、スターライトたちは先を争って食いついていく。もちろん、魔族ばかりの地下学院生徒たちには、「人間界名所巡りの旅」というエサを用意したようだ。

　カカが、畳みかけるように説明を始めた。

『ルールは単純。人型の小しよう妖よう精せいを五体捕まえ、ここへ戻ってくるだけ。五体、です。一体欠けても不可ですので、要注意。妖精を傷つけなければ、捕獲方法は自由。五体の妖精は、いまキミたちがいるこの場所から半径一キロ以内にいます。なお、人間と魔族のハンデを埋めるため、魔族の生徒たちはひとつの術しか使わないことを、いまここで自らの紋章に誓って下さい』

　スターライトたちが、互いの顔を見つめ合っている。真剣な表情で。

　わけがわからないながらも、彼らの頭にはきっと、「競争」「勝負」「優勝」「能力値アップ」「自分が」といった思いが乱れ飛んでいるに違いない。

　カカが、展開についていけない生徒たちを急せかすように、『それでは、虫取りアミと虫カゴを配りまぁす』

　片手を空にむかって突き上げた。

　直後、

「きゅ？」

　キュートの手中に棒が現れた。長い棒だ。先端についているのは、袋状のアミである。

　いつの間にか、紐ひものついたカゴも腰に下がっている。これが、ムシトリアミとムシカゴらしい。

　黒くろ媛ひめや巴ともえにも、同じようにカカの魔法でアミとカゴが配られていた。周囲の生徒たちにも全員。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、学院ビルの横にある植え込みの陰に身を潜ひそめ、カカによる『妖よう精せい捕獲大会』の説明を聞いていた。

　カカから「ここに隠れてろ」と言われているため、動けない。

　一〇メートルほど離れた場所にキュートたちの姿が見えているのだが……。

　スターライトや地下学院アンダーレゾンの生徒たちが、みんな楽しそうに笑っている。それがとても羨うらやましい。

　いちおう、体操服に着替えてみんなと同じ格好をしてるんだけど……、いつでも参加可能なんだけど……。だめ？

　地下の特別クラスは、地下学院の正式な生徒ではないのだろうか？

　唯一のクラスメイトであるササラはいま、地下教室で小川のせせらぎと小鳥のさえずりをＢＧＭに熟睡中のはずだ。いっしょに行動することもできない。

　ひとりは、やっぱり寂しいものである。

『能力値アップ、したいかぁ!?』

　カカの声に、スターライトたちが、おおぉぉぉ、なんて叫び返している。

『名所巡り、したいかぁ!?』

　わあああぁぁぁ、と地下学院の生徒たちもノリノリだ。

　楽しそうだなぁ……。理刀は植え込みの陰で座り込み、膝ひざを抱えた。水気の減った葉と乾いた土の匂においを胸にすると、もの悲しくなってくる。

「混こん沌とん坊や、のけ者だね？」

「混沌坊や、不満顔だね？」

　いきなり現れたのは、ゴルパルツインズだった。

　理刀の右に金髪のゴルゴンゾラ。左に銀髪のパルメザン。髪色以外はまったく同じ格好、同じ雰囲気、同じづくしの仲よしラブラブツインズである。

　ふたりとも、理刀と同じように膝を抱えた格好で、ニコっと輝かんばかりの笑顔を浮かべている。が、これが怖い。

「あ、こ、こんにちは」

　双子にピッタリと挟み込まれ、理り刀とは身動きが取れない。それでもとにかく、挨あい拶さつだけはしておく。

　キュートのお姉様である彼女たちは、少々、というかかなり迷惑な思考回路と行動力を兼ね備えている。だから、気が抜けない。悪意や敵意は欠片かけらもないとわかっていても、やはり身構えてしまう。

「みんな楽しそうだねぇ」

「みんな嬉うれしそうだねぇ」

「仲間に入りたいねぇ」

「飛び入り参加したいねぇ」

　ゴルパルツインズが、うふふふ、と怪しげな笑い声をもらしながら、スターライトや地下学院アンダーレゾンの生徒たちへ目をむけている。

　明らかに、なにかをたくらんでいる。そうとしか思えない。

　きれいなお姉様ふたりに密着サンドイッチ責めにされた状態で、理刀はゴルゴンゾラとパルメザンを交互に見やった。

「生徒だけの大会みたいですよ？」

　理刀はなんとか、牽けん制せい球きゆうを投げてみた。『妖よう精せい捕獲大会』にツインズが乱入すれば、たぶん、いやきっと、とんでもないことになる。

「大丈夫だよ。わたしたちは学院関係者だし」

「問題ないよ。生徒のフリをすればいいし」

「「混こん沌とん坊やは心配性だねぇ」」

　ふたり揃そろって、クスクスと笑い出す。

　とてもきれいで、ゾクッとくるほど妖よう艶えんで、いつも周囲を振り回しているツインズだから、すべての事態が「大丈夫」で、どんな状況も「問題ない」と流してしまえるのだろう。

　ある意味、尊敬に値する生き方である。はた迷惑な生き方でもあるけれど。

「「心配性ぉ～♪　心配性ぉ～♪　混沌坊やは心配性ぉ～♪」」

　リズミカルに歌いながら、ツインズがふたり同時に理刀から体を離し、クスクス、クスクスと耳に残る笑い声を残して姿を消した。

　キャウ！

　背後から聞こえたいきなりの鳴き声に、理刀は身を縮めた。

　振り返ると、黒いふさふさとした毛並みの小型犬が、すぐ後ろに座っていた。

　いつの間に？

「パティ、チョロチョロしたらいけんやろ」

　小型犬を細い腕で抱き上げたのは、封印庭アーク学科の講師、ネクロである。

「あ、どうも……」

　植え込みの陰に身を隠した格好のまま、理り刀とはペコリと頭を下げた。

　ネクロが、飾り気のない眼鏡めがねの奥から、フォンターナ姉妹共通のきれいな瞳ひとみを覗のぞかせる。

「ん？　キミは、妖よう精せい集めに参加せんの？」

「はい、まあ、そうみたいです」

「ふぅ～ん、残念やね」

「ネクロさんはやっぱり、生徒の監視とかですか？」

「わたし？　わたしは当然……」

　ネクロが、艶つやっぽく唇の両端を上げた。その視線を生徒たちへ注ぎながら。

　当然……、その先は？

　理刀が聞きの姿勢をとり続けていることなど、気づいてさえいないのだろう。彼女もまたツインズと同じく姿を消してしまった。

　フォンターナのお姉様方は、なんというか、自分の気持ちに忠実な方々ばかりである。

　思い立ったら即行動。

　素晴らしい。けど、当然……、なに？　その先は言う必要もない、ということ？

　なんとなぁ～く嫌な予感がするのは、気のせいですか？





四章　妖精さん こんにちは







　ムシトリアミとムシカゴを持ったキュートは、唇を一文字に引き結んだ。

　フォンターナ公爵家の紋章に誓うまでもなく、自分には幻術以外に得意な術はない。

　幻術が妖精にどこまで通用するかわからないが、とにかく挑戦あるのみだ。

　それよりも……、とキュートは周囲を見回した。

　小しよう妖よう精せいは、レゾン学院から半径一キロ以内にいるというが……、どうやって見つけ出せばいいのだろう。半径一キロといえば、かなりひろい範囲である。

　そんなキュートの疑問にこたえるかのように、カカの声が響き渡る。

『さて、それじゃあこれからみなさんにコレをプレゼントします』

　ムシトリアミとムシカゴを配ったときと同様に、カカが腕を高々と空へ突き上げた。そこから、なんらかの魔力がほとばしる。

　途端、頭にムズムズとした感触が。同じように尾てい骨の辺りにも。

　見ると、そばにいた黒くろ媛ひめの頭から尖とがった獣の耳が生えていた。巴ともえにも。周囲の生徒たちにも同様に。猫耳？

　これは……、半獣化の呪じゆ系けい術式？

　ていねいなことに、尻尾しつぽも生えているではないか。

　キュートは、自分の頭を撫なでてみた。ふさふさとした毛を持つ耳の手触り。スカートの下からも、ちゃんと尻尾が顔を出している。

「お、巴ともえもキュートも可愛かわいいな、似合ってるぞ」

　黒くろ媛ひめが、落ち着いた様子で笑っている。

　頰ほおを朱に染めた巴が、自らのお尻しりから生えた尻尾を胸元に引き寄せ、もじもじと指先でいじくっている。

「わぁ、巴ちゃん、可愛い。キュートさんも、お似合いですぅ」

　スターライトたちを搔かき分けるようにして、百もも香かがやってきた。

　小学五年生の彼女も、可愛らしかった。耳と尻尾は、もしかしたら生まれたときからついていたのでは？　と思えるほど似合っている。

　黒媛も、巴も、百香も、三者三様に格好よくて、可愛くて、愛らしい耳と尻尾をつけ、みんな揃そろってカカの言葉を待った。

　周りの生徒たちも、互いの姿を笑ったり指差したりしながらも、理由を知りたがっているようだ。

　なぜ、耳と尻尾？

　この場の全員に耳と尻尾が生えそろったことを確認するように、カカが生徒たちを見回している。そして、おもむろに口元へ拡声器を持ってくると、

『その耳が妖よう精せいの羽音を捉とらえ、尻尾が妖精のいる方角を指し示してくれるはずです。もちろん、一定の距離に近づかなければ使えません。使い方は体で覚えて下さい』

　生徒たちが、自分の耳や尻尾を触り、各々に気合いを入れ始めている。

　近くから、「がんばろうな」という友情を滲にじませる言葉が聞こえてきた。

　いい雰囲気だ。

『尻尾を引き抜けば、耳も同時に消えます。術式は簡単に解くことができますので安心して下さい。しかし、これがなにを意味するのか、わかりますか？』

　よくわからないけど……。

　尻尾を引き抜けば解けるなんて、シンプルな呪じゆ系けい術式だ。可愛いし。

　そんなキュートの思いを殴りつけるかのように、カカが言葉を続けた。

『つまり、尻尾が抜けた時点でゲームオーバーということです。もっとわかり易やすく言えば、尻尾を抜かれたら終わり、ということですね。この大会のルール、理解できましたか？』

　キュートは、黒媛と、巴と、百香と、それぞれ目を合わせた。

　尻尾を抜かれたら、ゲームオーバー。

　ということは、妖精を捕獲した生徒の尻尾を引き抜けば、妖精を奪い取ることも可能。

　そういうこと？

「ふふん、大会終了時まで、せいぜいお尻しりにお気をつけなさい」

　不意に、スイートが姿を現した。跳んできたということは、大会中に使う術は空間転移術にした、ということだろう。

　いつものように大きめの帽子をかぶっているから、クマ耳が猫耳になっているかどうかはわからない。でも、彼女のお尻にもちゃんと尻尾しつぽが生えている。

　キュートはむぅっと唇を引き締め、スイートをにらみつけた。大会、ゲーム、とくれば当然、「スイートには負けられない」という思いが自然発生する。もはや条件反射だ。

　スイートも視線をそらさない。

　バチバチと「必勝」の気合いをぶつけ合う。

　そんな緊迫感とは無縁の百もも香かが、まるで邪気のない顔でキュートの視界にひょっこりと入ってきた。

「あのぉ、本で読んだことあるんですけど。妖よう精せいさんが、恋の願いをかなえてくれるって本当ですか？」

　ぴくん、と最初に巴ともえが反応した。

「恋をかなえてくれるのか？」黒くろ媛ひめも。

「あら、もしそれが本当なら、ロマンチックですわね」

　スイートも関心を示したようだが、年少の子が言うことだから否定はしないでおこう、という色も窺うかがえる。

　百香のキラキラな瞳ひとみを受けとめながら、キュートはわずかに首を傾かしげた。

「妖精が恋の願いをかなえてくれれば、素敵だけど……」

　聞いたことがない。ないから、「それは噓うその情報だ」と断定する知識もないけど。

　残念そうな百香の顔を見ると、チクリと心が痛くなる。

　ふふんと鼻で笑ったあと、スイートが挑発的な目をむけてきた。

「なんにせよ、妖精を捕らえればわかることですわ。あなたにできるなら、ですけど」

「きゅっ！　上等じゃない！」

「恋は本来、自分の力で成就させるものですが、妖精にお願いするというのも一興ですわね。ではわたくし、理り刀とのことをお願いしてみますわ」

「なっ、あ、あんた、子どもっぽいマネしてんじゃないわよ！　妖精が恋をかなえてくれるなんて、ほ、本気で信じちゃいないんでしょっ！」

　理刀への恋を成就させてもらう、というスイートの言葉を聞き、キュートはついつい言葉を荒げてしまった。

　この気持ちは、危機感？　焦燥感？　それとも嫉しつ妬と？　ぐちゃぐちゃになりそうな頭の中を、なんとか整理していく。

　スイートが、狼狽うろたえるキュートを見て嬉うれしそうに唇を横にひろげている。

　やっぱりイジワル魔女だ。

　ふと横へ目をむけると、顔を真っ赤にした巴ともえが、お腹なかの前で拳こぶしを握り締めていた。

　彼女も、かなえたい恋があるのだろうか？　だとしたらいま、いったいどんな男の子の顔を想像しているのだろう？

　まさか……。彼女もスイートと同じ……。黒くろ媛ひめも、猫耳をピコピコさせながら、なんだか気合いを入れている様子だ。夏休み中、彼女は理り刀とと仲よくＴＶテレビに出たりしているし。

　まさか、まさか……。

　百もも香かは、まあ、まさかはないと思うけど。

「ふふん、せいぜいお怪け我がをなさらないようがんばって下さいね」

　スイートが、周囲へスーッと目を流した。まるで、「優勝するのは自分」と言っているかのようである。

　それを受け、

「魔族でもひとつしか魔法が使えないなら、条件は互角だぞ？」と黒媛。

「恋愛成就、できたらいいですね！」と百香。

「恋愛、成就。あ、べ、べつに、かなえたい恋なんて……、ない、けど……」と巴。

　キュート、スイート、黒媛、巴、百香、と五人が顔を寄せ合い、それぞれの決意を胸に『妖よう精せい集め勝負』開始のゴングが鳴り響くのを待つ。

『それではぁ、〝妖精捕獲大会〟、スタァァァァァァァトォ！』

　カカの声が、晴れ渡った九月の空へひろがっていく。

　生徒たちは、ある者は北へ、ある者は南へ、またある者は東へ西へと、ムシトリアミを握り締め、ムシカゴを腰に携え散っていく。

　黒媛が唇に笑みをのせ、百香の背をポンと叩たたいた。

「車に気をつけるんだぞ」

「百香はもう、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝だよ？」

「いい返事だ」

　亜あ威い姉妹は、姉妹対決の火ぶたを切って落としながらも、爽さわやかさを失わない。

「じょ、成就……」

　ピィィィンと立った猫耳が、巴の秘めた熱さを物語っている。

　キュートは、みんなとそれぞれうなずき合い、スイートと視線をぶつけたあと、歩き出した。

　恋愛成就……、それを考えると、自然と頭の真ん中に理刀の顔が浮かんでくる。

　妖精が恋をかなえてくれるなんて、正直思っていない。本音は、かなえてもらいたいけど……。でも、この大会で優勝すれば、それをキッカケに理刀へ想おもいを伝えることができるかもしれない。

　優勝して、自信を持って、理り刀とにも喜んでもらって、デートに誘って、それから、それから、それから、こ、こ、告……。

　顔が熱くなるのは、強い日差しのせいだけではない。

『夏っス！』とプリントされたタオルで顔の汗を拭ぬぐいながら、キュートは焼けたアスファルトを力強く踏みしめた。


　　　☆☆☆



　キュートの揺れるツインテールが、他ほかの生徒たちに交ざって遠ざかっていく。

　ずっと植え込みの陰に隠れていた理刀は、彼女の後ろ姿を目で追いながら、懸命に寂しさを抑え込んでいた。

　黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも、スイートも、方々へ散っていく。

　参加したいなぁ～、と心底思う。

　カカが投げたボールを探しているとき赤い妖よう精せいに出会ったが、あんなヤツを五体見つけ出して捕獲するゲームなら、ぜひやってみたいのだが……。

　いまの自分には、虫取りアミも虫カゴもない。妖精を探知するための耳や尻尾しつぽだって。

「春日かすが、出番だぞ」

　頭の上から、カカの声が降ってきた。

　出番？

　理刀は、植え込みの陰から飛び出し、カカの前に立った。ビシッと背筋を伸ばす。そうやっても、彼女の目線はずっと上だ。

「春日、お前に特別任務を与える」

「特別任務、ですか？」

「キュートのサポートをしろ。妖精五体を集めさせるんだ」

　キュートをサポート？　キュートだけを？

　理刀は首を傾かしげた。どうして彼女だけ？　身内びいきか？　それとも他に狙ねらいが？

「どうして……」

　っとと……。理刀は、続きの言葉をノドの奥へ押し戻した。また、「自分で考えろ」と言われるに決まっている。

「妖精五体を集めさせろ」とはつまり、「優勝させろ」ということである。

　望むところだ。が、手伝うと言えばキュートは嫌がるかもしれない。だから陰ながら。

　カカが、ビシッ！　と銀のツインテールが消えた方角を指差した。

「いけ！」

「はい！」

　ノってきた。裏方だが、これでゲームに参加できる。

　理刀は、キュートを追って走り出した。


　　　☆☆☆



　走り去る理り刀との背を眺めながら、カカはつぶやいた。

「すまないね、毒どく舌ぜつ丸まる」

　音もなく背後に現れたのは、フォンターナ公爵家の従者、｛疾風｝の毒舌丸だ。

「………」

　彼女は、無言のまま動かない。

「納得しろとは言わない。ただ、これは命令だということを忘れるな」

「………」

　衣きぬ擦ずれの音もなく、毒舌丸が頭を下げた。

　その動きを背に感じながら、カカはきつく目を閉じた。

　毒舌丸の気持ちはわかっている。わかっていて、フォンターナ公爵家の次女、という立場を利用した。従者である彼女は決して逆らえない、ということも重々承知している。

　狡ずるくて卑ひ怯きようで、自分が最も嫌っていた行為であることに歯は嚙がみしつつも、そんな感情を腹の底ですり潰つぶし、カカは再び口を開いた。

「リイザは、わたしが抑えている。だから……」

「お察しします」

　その言葉を残し、毒舌丸の姿が消えた。

　カカは軽く下唇を嚙かみ、ゆっくりと目を開けた。強い陽光の下、生徒たちが街中へ散っていく。

　地下教室にいるササラはいま、この光景を視みてくれているだろうか……。

『妖よう精せい捕獲大会』に、ほんの少しでも心を躍おどらせてくれるだろうか……。

　ネコの耳と尻尾しつぽは、彼女の好みに合わせてみたけど……。

　夢の中をたゆたっているばかりじゃ、いろんなものが指の間をすり抜けていくよ？

　よぉく視てごらん。そして感じてごらん。

　世界は、こんなにも光に満ちているんだよ？

　みんながんばってるよ？

　みんな笑ってるよ？

　カカは願った。

　想おもいが、ササラへ届きますように……、と。

　そして、詫わびた。

　愛いとしいキュートへ。

　すまない……、と。


　　　☆☆☆



　理刀は、街へ散っていく生徒たちの中から、すぐにキュートの姿を捜し出した。

　キラキラと光を弾はじく銀のツインテールが、ガンガンに目立ちまくっていたし、道ゆく人人の注目もビシバシ集めまくっていたから、彼女を見つけ出すのは簡単だった。

　華きや奢しやな背中が、ペタパタと歩いていく。

　体操服のスカートから伸びた足は、太ももが紺のスパッツに包まれているため、逆にふくらはぎの細さと白さが強調されていた。

　細い手に持つのは、虫取りアミ。

　細い腰にくくりつけているのは、虫カゴ。

　首から白いタオルを下げている。

　注目されている理由は、それだけじゃない。猫耳と猫尻尾しつぽという強力な部位があるからこそ、である。

　カカはいったい、なにを考えているのだろう？

　可愛かわいいから、まあ、いいけど……。


　　　☆☆☆



　亜あ威い百もも香かは学院を出たあと、二回だけ首から下げた水鏡を覗のぞき込み、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の能力を使った。

　東のほうへむかったら？　という仮定をしたら、汗だらけの顔で道端に座り込んでいる自分の姿が視みえた。だから次に、西のほうへむかったら？　という質問をすると今度は、すべり台のそばで笑っている自分が視えた。

　だからいま、こうして西へむかって歩き続け、駅のそばにある公園にたどり着いたというわけだ。ちゃんとすべり台もある。

　妖よう精せいの姿形は、能力測定室で見たから知っている。もし見つけたら、傷つけないように捕まえよう。できればアミやカゴなんか使いたくないから、友好的に話し合い、ついてきてもらうのがいちばんいいだろう。

　百香は、頭に生えた耳や尻尾をいじくりながら、公園の中を見回した。

　耳や尻尾は、妖精に対してどのような反応を示すのだろう。鬼○郎のアンテナのように、ビビビッと毛が逆立つのだろうか。それだったら面白いのに。

　平日の午前中だから、狭い公園に人の姿はない。でも、ここにくるまでの間、たくさんの人にジロジロ見られたのが、ちょっと恥ずかしかった。減るものでもないから、まあ、いいんだけど。

　百香は、水鏡をやわらかく握り込んだ。

　きょうはもう二回、仮定未来視能力を使った。

　夏休みにかなり特訓をしたけど、まだまだ未熟だ。何度も使うと具合が悪くなってくる。水鏡に視える映像も、またたくに満たない間だけ。しかも、一日に一〇回も使えば打ちどめになってしまう。

　ということは、単純計算で妖よう精せい一体に二回しか能力を使えないということになる。

　でも百もも香かは、優勝を目指しているわけではなかった。

『妖精捕獲大会』には、ダイヤ第一級クラスの黒くろ媛ひめや小こ都と恋こ、エメラルド第二級ではあっても能力測定での最高値が学内一である巴ともえなど、多くの一流どころが参加しているのだ。加えて、キュートやスイートたちといった魔族生徒もたくさん。

　パール第三級の自分は、先輩たちの胸を借りてぶつかっていけばいい。そう思っている。だから、能力の出し惜しみをするつもりはなかった。

　次は、どんな仮定をしようかな？

　そう思った直後、尻尾しつぽのつけ根がくすぐったくなった。なにかに反応した？　先端のほうが、ちょんちょんとすべり台の方向へ引っ張られているような感覚が……。

　パタパタパタッと、耳が羽音を捉とらえた。

　いた、黄色の羽。小さな妖精さん！

　能力値測定室で見た桃色の妖精とは違うようだが、妖精であることに違いはない。

　どんな仮定をすれば……。

　元気に「こんにちはっ！」と声をかけてみたら？

　百香は、さっそく仮定した。

　でも、水鏡に映ったのは、小さな舌を出してアカンベーをする妖精の顔。

　ああ、これじゃダメ。

　ゆっくりと近づいていけば？

　水鏡の中に視みえたのは、ジーッとこちらの様子を窺うかがっている妖精の姿。

　よし、まずは静かに接近しよう。

　百香は、そろそろと黄色の妖精に近づいた。

　あちらも、百香の存在に気づいたようである。すべり台のいちばん上に降り立ち、こちらを見下ろしている。

　ゆっくりゆっくり、ほら、怖くないよ？

　妖精が再び飛び上がったため、百香は立ちどまった。

　よし、次の仮定は？

　考えながら、妖精の小さな可愛かわいらしい顔を見つめる。

　そこで気づいた。

　怯おびえてる？　泣きそうな顔……。

　急速に、百香は自分がやっていることが怖くなった。

　黄色の、きれいな羽を持つ妖精は、とっても小さくて、肩まで届くクルクルとした黄色の髪はオモチャのお人形のようで、手荒に扱うと壊れてしまいそうで……。

　いまこの場に必要だったのは、仮定未来視の能力なんかじゃなかった。

　百もも香かは、持っていた虫取りアミを投げ捨てた。虫カゴも腰から外し、遠くへ放ほうり投げる。

　そしてひと言、

「ごめんね」

　謝った。

　小学五年生。一一歳。姉の黒くろ媛ひめと比べると、まだまだ背も低くて胸もぺしゃんこの自分だけど、妖よう精せいから見ればスーパーのつく巨人だ。

　そんな大巨人が、虫取りアミを持って近づいてくれば、恐ろしいに決まってる。

　相手の立場になって、ちょっと想像を巡らせてみればわかることだ。

「ごめんね、怖かったでしょ？」

　百香は、心の底から謝った。

　気づかないうちに相手を怖がらせていたなんて……、考えると、なんだか泣きたくなった。自己中な意識を持っていた自分が、情けなくなる。仮定未来視能力よりも、大切なのは「相手の立場で考える」という想像力のほうだったのに。

　すると、黄色の妖精がまた、すべり台の上に舞い下りてきた。そして、

「こ、怖がってなんかいないんだからっ！　な、なによ、変な耳つけてさっ！」

　ピシッと言い返してきた。

　それが、なんだか嬉うれしかった。

　百香は、妖精にむかって精いっぱいの笑顔を浮かべた。初対面の相手には、仮定未来視なんかいらない。

「初めまして、亜あ威い百香です。よろしくね」

　黄色の妖精を見上げ、とにもかくにもニッコリ。

　妖精が、ジ───────ッと百香を観察するように見つめてくる。そして数秒後、「……イ、イエローよ。まあ、よろしくしてあげようかしら」

　つっけんどんな態度だが、きっとイエローは恥ずかしがり屋なのだ。証拠に、頰ほおを真っ赤にしているから。

　百香は、嬉しくなった。気分は最高だ。

　だって、ほら……、イエローが微笑ほほえんでくれたから。


　　　☆☆☆



　亜威黒媛は、周囲の視線に気恥ずかしさを感じながらも、なお胸を張り、背筋を伸ばし、堂々と歩を進めた。

　自分はいま、猫耳と尻尾しつぽをつけている。ついでにレゾン学院指定の体操服姿だし、虫取りアミとカゴを持っているから、注目されるのは当たり前。

　だからこそ顔を上げ、正面を見据えて歩いている。ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝としての誇りを胸に。

　それでも、通りにならんだ店の窓やガラス戸に映った自分の姿に、ついつい目が吸い寄せられる。

　頭についた猫耳は、実を言うとそんなに嫌じゃない。胸のきつい体操服はあまり好きではないが、スカートの下から伸びた尻尾しつぽは……、まあ、可愛かわいいと思う。他ひ人とには口が裂けても言えないが。

　ネコも、悪くないかも……。そんなことを考えながら、黒くろ媛ひめは道ゆく人々の視線を無視し、シャットアウトし、はね除のけながら、歩き続けた。

　むずむず。

　尻尾のつけ根が、もぞもぞ？　こちょこちょ？　不意にくすぐったさを感じた。

　続けて、猫耳がぴくぴく動き出す。

　ふわふわ、シャキィーン！　ふわふわふわぁ～、シャキキィ───ン！

　やわらかな、そして硬質な音が聞こえてきた。妖よう精せいか!?　どこに？

　黒媛が身構えた直後、横道から小さな黒い鳥が飛び出してきた。いや、鳥ではない。蝶ちようの羽を持った妖精だ。

　能力値測定室で見たピンク色の妖精とは違うようだが、そんなことなど問題ではない。五体のうちの一体だ。

　黒媛は、左手に虫取りアミを握り締め、右手でスカートのポケットから素早くコンパクトを取り出し、走った。

　ほぼ同時に、横道から三人が飛び出してきた。全員、体操服。男の子ばかり。手には虫取りアミ。三人中、白すぎる肌に碧あおの瞳ひとみを持つ生徒がふたり。

　知った顔のスターライトと、面識のない魔族生徒がふたり。スターライトは一年生の後輩で、【精霊使いエレメンタラー】の能力者。風を操るが、レベルはパール第三級。

　問題は、ふたりの魔族生徒である。

　黒媛は、瞬時に意識を切り替えた。

　今回の『妖精捕獲大会』は、五体の小しよう妖よう精せいを捕まえるだけではない。勝利を得るためには、競争相手と尻尾の奪い合いもしなければならないのだ。

　いまがまさに、その状況である。

　どっちが先？

　コンパクトを開きながら、黒媛は即断した。

　まずは、こちらに近づいてくる黒い妖精を捕まえよう。

　タイミングを合わせ、虫取りアミで妖精の進行方向を塞ふさいだ。

　獲とった！

　確信した次の瞬間、シャキ──ン！　という硬いものをこすり合わせるような音が、猫耳に突き刺さってくる。

「！」

　黒い妖よう精せいが、虫取りアミをすり抜けた。

　アミがズタズタに切り裂かれている。妖精は、なんらかの術か武器を持っているようだ。

　手て強ごわいな。

　でも、逃がさない！

　黒くろ媛ひめは反射的に、頭上を通りすぎていく妖精の背にコンパクトをむけ、黒い羽を中空に縫いつけた。

　すぐにまた、こちらへ駆け寄ってくる三人の生徒たちへコンパクトをむけ直す。

　日々、たゆむことなく能力を磨き続けているため、いまでは鏡という媒体コンパクトに搦からめ捕ることさえできれば、複数の対象を時間の流れから弾はじき出すことができる。

「「「？」」」

　三人が、片足を上げた格好のまま急停止した。下半身の時間をとめたのだ。

　見ると、彼らが持つ虫取りアミも破れて使い物にならなくなっている。

　魔族による攻撃がくるよりも先に、黒媛は地を蹴けった。素早く三人の背後に回り込み、「すまんな」とポン、ポン、ポンッと尻尾しつぽを引っこ抜く。するとすぐに、ぽわわぁ～んと気の抜けるような音とともに彼らの耳が消えていく。

　申し訳ないが、これで彼らはゲームオーバーだ。












　悔しそうな魔族ふたりにウインクを投げ、「亜あ威い先輩、猫耳最高っす」と頰ほおを染めている後輩に微笑ほほえみかけたあと、黒くろ媛ひめは宙にとまったまま動かない妖よう精せいを見上げた。

　普通に手を伸ばしても届かない高さだ。おそらく、ジャンプしても。だから……。

　助走をつけ、歩道脇わきのガードレールに片足をかけると、それを踏み台にして思い切り飛び上がった。こうすれば、楽々と手が届く。

　黒い羽をつまむと同時に、時間停止を解除する。

　スカートを裏返して地面に降り立つなり、カゴのフタを開けて中へ放ほうり込む。アミを切り裂く能力を持っている妖精だから、いつまでも手に持っておくのは危険だと判断した。

　だが、カゴの中に入れた黒い妖精は、あぐらをかいて座ったまま動こうとしない。

「？」

　黒媛は、妖精を見下ろして首を傾かしげた。

　きれいな黒い羽。太いゲジゲジ眉まゆ毛げ。よくよく見ると、凛り々りしい男の妖精だ。手に持っているのは、鋭利な刀である。刀身の長さは、黒媛の小指ほどだろうか。これで虫取りアミを切り刻んでいたらしい。

「どうした？　どこか痛いのか？」

　妖精を傷つけてはいけない、というのが捕獲の条件である。妖精がケガを負っているのであれば、それなりの処置をしなければならないだろう。

「なぜ殺さないのでゴザル？」

　ゴザル？

　黒媛はわずかに眉まゆを上げ、妖精をまじまじと見つめた。

「殺すのが目的じゃないからな」

「拙者、虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けるくらいなら、死んだほうがましでゴザル」

　拙者？

　この妖精は、前時代的な思考を持っているようだ。

「虜囚じゃないんだが」

「これのどこが……情けない。腹かっさばいて、ひと思いに死にたいでゴザル。が、しかし、同志たちと再び見まみえぬうちに独断で命を絶つなど、あってはならぬことでゴザル。しかし！　しかしぃ！　くぅぅぅ、拙者は、情けない、無様な男でゴザル」

　拙者でゴザルな黒い妖精が、小さな小さな拳こぶしを震わせ、自分の膝ひざを叩たたき続けている。

　そんな妖精を見下ろしたまま、黒媛は大きく、長い息をついた。そしてすぐにカゴのフタを開け、妖精に声をかける。

「キミの羽は、どうやらカゴの中が似合わないようだ。勝手に押し込んでおいてすまないが、出ていってくれないか？」

　妖精が、ゲジゲジ眉毛を跳ね上げ、黒媛を見上げてくる。

「いま、なんと？」

「出ていってくれ、と言ったぞ？」

「なぜでゴザル？」

「ん～、なぜかな？　キミを狭いカゴに閉じ込めておくのが嫌になったから、かな？」

　妖よう精せいが、黒く美しい羽を動かし、ふわふわとカゴの中から出てくる。が、黒くろ媛ひめのそばから離れようとしない。それどころか、

「拙者、仲間たちからはブラックと呼ばれているでゴザル」

　と真剣な表情で名のってくる。

「亜あ威い黒媛だ」

　当然、名のり返すのが礼儀だから、黒媛は笑顔を添えてそう返した。

「アイ、クロヒメ殿、でゴザルか」

　ブラックが、黒媛の鼻先で深々と頭を下げた。

「拙者、あなたの器の大きさに感服したでゴザル。ぜひ、お供をさせていただきたく思うのでゴザルが……」

　なんだか、妙なことになってきたな……。


　　　☆☆☆



　美み々み津つ巴ともえは、死にそうになっていた。

　脈拍は急上昇。息も絶え絶え。いつ心臓が破裂してもおかしくない状況に突き落とされたいま、自らが選択とるべき道を真剣に考えた。

　逃げるべきか。

　挑むべきか。

　すれ違う人がまた、ギョッとした顔でこっちを見ている。

　自分の頭にはいま、ちょこんと猫耳がついている。お尻しりには、フリフリ猫尻尾しつぽが。

　それに体操服だし、ミニスカートだし、スパッツだし、虫取りアミ持ってるし、腰には虫カゴ提さげてるし……。

　恥ずかしくて死んでしまいそう。

　巴はそれでも歯を食いしばり、虫取りアミを握り締め、なんとか歩いていた。しかし、意識して人通りが少ない裏道ばかりを選んでいる。

　なるべく注目されず、心穏やかに日々を送りたい、と常々思っていた。思っていたのに……。猫耳が、猫尻尾が、周囲の目を引きつけて離さない。

　そろそろ限界かも。学校を出たときからずっと、顔が火のように熱い。夏風邪？　だったら、ここはリタイアして保健室へ……、と巴は尻尾に手をかけた。

　引き抜いて学校へ走って戻れば、もう恥ずかしくない。視線を気にする必要もなくなる。

　でもでも……。

　ゆっくりと尻尾しつぽから手を放はなす。

　百もも香かが言っていた。妖よう精せいは恋の願いをかなえてくれる、と。

　キュートやスイートの反応を窺うかがうと、真偽が疑わしい情報のようだったけど……、彼女たちはハッキリと否定しなかった。

　もしかしたら、本当に……。

　一体でもいいのだろうか？　でも、五体すべてを集めたほうが、御ご利り益やくもぐんとアップするかも。なんだか、そんな気がしてきた。

　能力値が上がるという、魔界産の栄養ドリンクも魅力だし。

　尻尾を引き抜けば、そのすべてを放棄することになる。

　だから、恥ずかしくても……、我慢。

　それでも、人とすれ違うたびに道の隅に寄り、顔を背そむけ、身を縮めてしまう。

　顔の火ほ照てりを両手で包み込みながら、細い裏路地を選んで歩いていく。

　視線が恥ずかしくて、顔が火照って、胸がドキドキして、熱くなる。

　理り刀とのことを考えると、余計に熱くなる。

　ビル裏のガラス戸に映った自分を見て、また熱くなる。

　成就、恋愛成就、成就、恋愛成就、成就、と呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、自分のシューズに視線を固定したまま、巴ともえは妖精を捜し続けた。

　ほら巴、目を上げて周囲を見回さなきゃ、妖精を見つけることはできないよ？

　頭ではわかってはいても、顔を上げると嫌でも人と視線がぶつかってしまう。たとえ裏道でも、どんなに細い道でも、日中はどこにだって人がいる。

　きっとこのままじゃ、妖精を見つけることなんてできない。わかってるけど……。

　こんなときは特に、自分が嫌になる。

　黒くろ媛ひめのように、いつも毅き然ぜんとした態度をとれたなら……。百香のように、明るく元気に笑うことができたなら……。スイートのように、自分の意見をハッキリ言うことができたなら……。キュートのように、真まっ直すぐ前を見つめることができたなら。

　もっと、違う世界と出会えたかも？

　彼女たちの顔を思い出し、気持ちを奮い立たせた。ほんのちょっとだけ視線を上げてみる。と、

「やん……」

　尻尾のつけ根が、ぴくぴくぴくっと痙けい攣れんした。その震動がお尻しりに響いてくるから、くすぐったい。

　ふと顔を上げると、すぐ目の前で青いサラサラヘアの小しよう妖よう精せいが笑っていた。

　澄んだ青い羽。青い腰巻き以外は、なにも身につけていない。細く、しかし逞たくましい裸体。男の妖精だ。

　裸の……。またいきなり、顔が熱くなってきた。

　妖よう精せいの端正な顔が、するするする～っと近づいてくる。びっくりしたような表情だ。驚いているのは、こっちのほうなのに。

「ボクはブルー。お嬢さん、お名前は？」

「え？」

「キミの髪はとてもきれいだ。名前を教えてもらえたら、ボクはもっと幸せな時間をキミと共有できるんだけどね」

「あ、えっと、美み々み津つ、巴ともえ、です」

「ミミツ、トモエ。キミの美しさに負けないくらい、素敵な名前だね」

「え？　え？」

「キミの輝きにひと目惚ぼれしたって言ったら、信じてくれるかい？」

「？？？」

　ブルーというこの小しよう妖よう精せいの目的は？　どんな対応をすればいいの？　幸せな時間？　素敵な名前？　キミの輝き？　ひと目惚れ？　なにを言っているのだろう？

　くるりと回れ右をしてブルーに背をむけると、巴は足早に歩き出した。

　捕まえなきゃ。危険。捕まえなきゃ。この妖精は危険。頭の中がグルグル回っている。

「わたしの恋をかなえてもらえますか？」なんて質問は、きっと自殺行為だ。恋愛成就は……、気になるけど、この妖精にたずねるのは、無理。

「トモエ、どこへいくんだい？　ボクがこんなにもキミのことを見つめているのに」

　ブルーが、巴の前に回り込んできた。

　捕まえなきゃ。恋愛。この妖精は、ちょっと変だ。だから相手にしないほうが……。成就。捕まえなきゃ。変なことばかり言うから、恥ずかしくて……。捕まえなきゃ。危険。

「トモエ、キミの素敵な肌に触れる許可をもらえないかな？」

「む、虫カゴに、い、入れるからね」

　巴は、キッとブルーをにらみつけ、虫取りアミをかまえた。できるだけ怖い顔になるよう、唇を引き締める。が、

「キミに囚とらわれるのかい？　素敵だね。でも、ひとつ忘れていることがあるよ。トモエ、キミはもう、ボクの心を捕らえてるんだよ？」

　ブルーには、まったく効果がなかった。それどころか、嬉うれしそうに近づいてくる。

　もう、ダメ……。





五章　ぐるぐるくるくる







　理り刀とは一定の距離を保ちながら、キュートのあとをつけた。

　ゆ～らゆらと揺れる銀のツインテールは、あまりにも目立ちすぎている。

　銀髪だけではない。街の大通りを歩くとびきり可愛かわいい女の子が、手に虫取りアミ、首に純白のタオル、腰に虫カゴというアイテムを装備すれば、もうそれだけで人目を引くには十分である。

　しかも、猫耳に猫尻尾しつぽとくれば、視線引きまくり、注目集めまくり、関心惹ひきまくりだ。

　こんな都会で虫探し？　もっとたくさん虫のいるところに連れていってあげようか？　なぁんて悪い人に声をかけられ、どこかへ誘拐されてしまいそうなほど愛らしい。

　理刀は、電柱や立て看板に身を隠しながら、キュートの動きを追い続けた。

　サポートといっても、具体的にはどうしたらいいのかわからないため、いまはこうして見守っていることしかできない。

　キュートが、大型電気店の店頭で立ちどまった。なにかに興味を持った様子だ。ジッと液晶テレビを見つめている。

　首を伸ばして覗のぞいてみると、ビデオカメラの画像であることがわかった。

　テレビの中に、キュート自身が映っている。横の台に置かれたビデオカメラが彼女の顔を捉とらえ、画面に映し出しているのだ。

　だが、キュートにはそれがわからないらしく、画面の前で手を振ったり、体を左右に揺らしたり、ツインテールのひと房を持ち上げたり、猫耳をいじったり、画面を直接触ったり、テレビの裏側を覗いたり、といろいろやっている。

　二分ほどして、ようやくビデオカメラの存在に気づいたようだ。レンズに手を近づけたり遠ざけたりしながら、画面と見比べて、大きくうなずいている。

　なるほど、これで撮ってテレビに映してんのね、と感心しているのだろう。

　再び、キュートが歩き出した。

　ツインテールがゆ～らゆら。

　ネコの尻尾もふ～らふら。

　虫取りアミを片手にキョロキョロ。

　時々、首からかけたタオルで額ひたいを拭ふきながら、妖よう精せいを捜している。

　しかしまたすぐに、足をとめた。今度は回転寿司屋の前である。

　入口横の水槽が気になったようだ。

　建物の陰に隠れた理刀からも、鯛たいや海え老びが泳いでいるのが見える。

　キュートが、額がくっつきそうなほど水槽に顔を近づけ、魚たちを眺めている。猫耳や猫尻尾しつぽをピクピク動かしながら。

　それはそれで可愛かわいいのだが、妖よう精せい捜しはどうするの？　と心配になってくる。

「ほら、がんばって」と声をかけるわけにもいかないから、ただただジリジリとした気持ちで見守り続けるしかない。

　水槽から顔を離したキュートが、間を置かず戸口から店内を覗のぞき始めた。

　理り刀との位置からは見えないが、おそらく店内では、皿にのった寿司ネタがくるくると回り続けているはずだ。キュートにとっては、それが面白いのだろう。

　ほらほら、店に入ろうとしているお客さんの邪魔になってるよ？

　銀髪ツインテールで猫耳猫尻尾、首からタオルをかけ、虫取りアミと虫カゴを持った体操服姿……の少女が回転寿司屋の前に立っていれば、だれもが不思議に思うだろう。

　でもそんなこと、本人はまったく意識していない様子で……。


　　　☆☆☆



　キュートは、奪われそうになる心をなんとか体につなぎとめながらも、飲食店の中を観察した。

　最初、タイが泳いでいる大きな水槽に興味を持った。小魚やエビもいたし、ナマコやカイも入っていた。テレビで観みたことがあるから、そのへんのかたちと名前は記憶していた。

　ニッポン国人が生の魚介類好きであることは、よく知っている。












　代表格として、スライスした生の魚肉をしょう油につけて食べる料理は、キュートも味わったことがある。確か、サシミという名前だったはずだ。

　色彩も、歯ごたえも、舌の上でのとろけ具合も、味も、ノド越しも様々で、そのバリエーションの豊富さに驚いたものだ。

　サシミは確かにおいしかった。が、ここに長居は禁物。

　キュートは、水槽の中を悠々と泳いでいたタイにさよならを言ったあと、あらためて妖よう精せいを捜しにいこうと一歩を踏み出した。

　途端、ソレが目に飛び込んできたというわけだ。

『回転寿司』と書かれた看板。

　回転している寿司!?　くるくると？　どんな感じで回っているのだろう？

　ついつい、店の入口へ足を運んでしまった。

　だが思ったのと違い、店の中で回っていたのはお皿だった。その上に、寿司がちょこんとのっている。

　寿司も、よく知っていた。

　ニッポン国独特の料理であり、握り固めた穀コ物メの上にサシミをのせ、手づかみで食べるという荒々しい料理だ。ごく稀まれに、ワサビの利いた外れクジが交ざっているから要注意である。

　でも、なぜ皿を動かす必要があるのだろう？

「……………」

　ぐるぐると回り続けているお皿は、見ていると、なんだか楽しい気分になってくる。客が次から次へと入っていくところから察するに、みんな回転寿司が好きなのだろう。

　なるほど……、とキュートはうなずいた。

　回せば、楽しくなるということか。

　思い立ち、くるくるっとその場で回ってみた。ゆるやかに空気をつかみ、スカートがふわりとふくらんだ。遠心力に引っ張られ、ツインテールも持ち上がる。

　ちょっとだけ楽しくなった。

　新発見かもしれない。

　ニッポン国人は、いろんな楽しさを見つける才能を持っているようだ。

　マンガも、アニメも、小説も、映画も、舞台も、男女の出会いや食べ物だって、なんでも楽しさと結びつけてしまう。

　でもいまは、妖精を捜さなければいけない。回転寿司は、今度の休みに……。

　ギュッと気持ちを引き締め、回転寿司屋に背をむける。

　いきなり、耳と尻尾しつぽがピピピピピッと反応を示した。まるで、その部位だけが別の生き物であるかのように。

「！」

　耳が捉とらえた音と尻尾しつぽの反応に従い、キュートは空を仰ぎ見た。

　頭上二メートルほどの高さで浮遊していたのは、赤い妖よう精せいだった。極端に短く刈り込んだ赤髪。赤い腰布。きれいな赤い羽。でも、こちらを見下ろす目が微妙に怖い。

　能力測定室で会った桃色の子と比べ、気が荒そうである。が、気け圧おされるわけにはいかない。どちらにせよ捕まえなければならないのだ。まずは最初の一体！

　キュートは、手にしたムシトリアミを赤い妖精にむけ、言い放はなった。

「あんたとあんたの仲間、全部で五体、このあたしが捕まえてあげるわ！」

　と、赤い妖精がするするするっと目の前に降りてきた。ムシトリアミの一撃でいつでも捕獲することが可能な間合いである。

　鋭い目。明らかに喧けん嘩か腰ごしだ。

　上等じゃない！

「あたしの名はキュート・フォンターナよ。あんたに勝負を挑むわ！」

「オレ様やオレ様の仲間を捕まえて、どうするつもりだ？」

「？」

　まさか、そんな質問をされるとは思ってもいなかった。捕まえたあとは、悔しがるスイートを横目に優勝宣言をして、そのあとは……、理り刀とを……、デートに……。

　考えると、顔が熱くなってくる。だから慌あわてて首を振り、あらためて赤い妖精の鋭い視線を受けとめた。

　こたえはひとつしかない。

「知らないわ」

「知らない？　知りもしねぇで、オレ様たちを追っているのか？」

「と、とにかく、あたしはあんたたちを捕まえなきゃなんないのよ」

　赤い妖精の言う通り、「どうして妖精を捕まえなければならないの？」という疑問はある。が、しかし、いまは深く考えている暇などない。考えるのは、五体集めてから……。

「えいっ！」

　問答無用で、キュートはムシトリアミを振り下ろした。

　ひょい、とかわされる。

「きゅ！　素早いわね」

　今度は、空気を切り裂くような勢い、を出したつもりで横に払った。

　ひらり、と余裕で避よけられる。

「お前、トロくさいな」

「きゅ─────っ！」

　ムシトリアミをぶんぶん振り回した。が、かすりもしない。

「きゅ──────────っ！」

　気分だけは、千手乱れ打ちである。でもでもでも、赤い残像に遊ばれるばかり。

「お前、トロすぎだろ」

「きゅ───────────────っ！」

　めちゃくちゃに回転した。スペシャルな大回転を披露した。それでも……。

　赤い妖よう精せいが、堂々とキュートの目の前に降りてきた。完全にナめられている。

「おい、お前の…は、いや……いまはまだ……」

　肩で息をしていたキュートは、赤い妖精の言葉がよく聞き取れなかった。

　なんと言ったのか、そんなことよりも、まずは捕まえて……。

「やぁっ！」

　だるくなった腕でなお、キュートはムシトリアミを斜め上に振り抜いた。

　しかし、虚むなしく空を切るばかり。

「お前、トロいにもほどがあるな」

　きゅ───────────────────────────────────っ！




　キュートをさんざんバカにしたあと、赤い妖精は飛び去っていった。

　ビルのむこうへ飛んでいく赤い羽をにらみつけ、キュートは肩で大きく息をついた。体中から汗が噴き出してくる。

　初戦は、引き分けドローということにしておいてやろう。双方とも無傷だから。

『夏っス！』とプリントされたタオルで顔や首筋の汗を拭ふきながら、体の中で暴れ回っているいら立ちを静めていく。

　ふと顔をむけると、ふたりの男性がこちらへケータイをむけているのが見えた。

　自分はいま、猫耳と猫尻尾しつぽをつけた体操服姿だ。しかも、汗でベトベト。ついでに、ムシトリアミとムシカゴを持っている。

　こんな格好を写真に収められる？　しかも無断で？

　ふん。

　キュートは、ふたりにむかって右手を差し出した。

　幻術で、彼らが手にしたケータイをナマコに変えてやる。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、建物の陰で盛大にため息をついた。

　キュートが手をむけたふたりの男たちが、「わっ！」「ひっ！」とそれぞれ短い悲鳴をあげ、持っていたケータイを投げ出すところをずっと見ていたからである。

　キュートによって、なんらかの幻術をかけられたのだろう。

　いったい、ケータイがどんなモノに変わったのか？　決して視みることができないため、少しばかり残念だ。

　キュートはその後、ツンとした表情で歩き出した。

　理り刀とは知らぬ顔で、道に転がったケータイを呆ぼう然ぜんと見下ろしている男たちの横を通り抜けると、そのままキュートの背を追った。

　妖よう精せいを捕獲する手助けをしたいが、彼女の前に出ていくことはできない。「手伝うよ」なんて言えば、きっと嫌がるし……。

　サポートって、どうやれば……。


　　　☆☆☆



　スイートは、レゾン学院のすぐ目の前にあるビルの屋上、その縁に腰を下ろし、地上を静かに見下ろしていた。

　強い日差し。焼けつくコンクリートの匂におい。熱のこもった空気。すぐそばで翼を休めているカラスたち。地上から聞こえる騒音。対面にそびえ立つレゾン学院ビルの窓が弾はじく光。

　その中へ溶け込むように、スイートは息を潜ひそめている。

　どうしてみんな、バカ正直に捕獲へむかうのだろう、とそれが不思議でならない。

　しかし、そんな連中がいてくれるからこそ、自分が楽をできるのも事実なのだが。

　この大会は、ただの妖精集めではない。

　尻尾しつぽを引き抜かれればゲームオーバー、というルールがある。

　つまり、集めた者から奪ってもいいという暗黙のルールが存在する、ということだ。

　だからスイートは、見渡しのいいビルの屋上でジッと待つことにした。帽子の下で、静かに目を光らせながら。

　そのうち、妖精を捕まえただれかが、のこのこと学院へ戻ってくるだろう。

　そこを一気に……。

　今回の『妖精捕獲大会』へ参加するにあたり、フォンターナ公爵家の紋章には「空間転移術しか使用しない」と誓っている。だから、他ほかの術は使わない。

　それで十分だ。空間転移術さえあれば、あとは体術を駆使するだけでいい。

　恐らく体術のみの勝負なら、地上と地下生徒のだれよりも上、という自負がスイートにはある。

　もちろん、魔力勝負でも負けるつもりなど毛頭ないのだが。

　獣人のクオーターである負い目と誇り、負けたくない理由。｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝を持つ自分だから、退ひけない一線がある。

　胸の中には、様々なモノを抱えている。

　少なくとも地下学院アンダーレゾンで学んでいる間は、だれにも自分の前を走らせる気などなかった。

　それでも、自らの心をガチガチに硬くして、自らをギリギリと戒いましめ、バンバン努力するつもりはない。

　柔軟性を持ち、楽しみながらやっていこうと思っている。

　理り刀との笑顔を想像するだけで、他人の二倍も三倍も努力していた昔の自分を指差し、大声で笑いたくなってくる。

　努力するのは当たり前。だからこそ、楽しみながら。

　人間界へきて学んだこと。理刀と出会ったことで、気づくことができた。

　そしていま、獲物を狩る瞬間を楽しみに待っている。

　スイートは、ぬるいビル風に三つ編みを揺らしながら、道の左右にぬかりなく目をむけた。と、ずぅぅぅっと先の歩道を、数人の生徒たちが群れをなして走っているのが見えた。人数は、七。うち五名が魔族。五つ先の信号を通過。レゾン学院へむかってくる。

　群れから少し離れ、人間の男子生徒スターライトがひとりで走っていた。彼の腰に下がった虫カゴには、一体の妖よう精せいが入っている。

　常人には決して見えない距離でも、スイートには色までくっきり鮮明に見分けることができる。だからわかった。妖精の色は、ピンクだ。

　スイートは、口の片端をゆるりとつり上げた。

　さあ、狩りの時間だ。




　屋上から飛び降り、スイートは地面に激突する直前で跳んだ。

　二回の空間転移で、妖精を持って走る生徒の横にならぶ。

「失礼」

　ギョッとしている生徒の尻尾しつぽをつかみ、有無を唱える間も与えず引き抜いた。すぐに、ぽわわぁぁぁ～んと耳も消えてしまう。

　これで、彼は妖精を放棄しなければならない。

　スイートはすぐさま後ろへむき直ると、駆け寄ってくる生徒たちへ挑発的な笑みを投げつけた。

「わたくし、スイート・フォンターナと申します。お見知りおきを」

　目の前で足をとめた生徒たちへ、ゆっくりと言い放はなつ。

「一〇秒以内に見えないところへお逃げになるなら、追いかけたりはいたしません。でも、もし闘やる気がおありなら、謹んでお相手しますわ」

　人間ふたり、魔族五人へ、ひとりずつ順番に目をむける。

　生徒たちが、互いに顔を見合わせている。

「あきらめろ。フォンターナの血族だ……」

「魔導書バイブル学科の？」

「みんなでかかれば……」

「バカ、アイツのこと知らないのか？」

「ふざけるな、女に背など見せられるか！」

　魔族生徒たちが、狼狽うろたえた目をあちこちに動かしている。

「ん？」

　スイートは、片かた眉まゆをわずかに上げた。右足が、急に動かなくなったのだ。

　どうやら、勇み立っただれかが術での攻撃を始めたらしい。

　それでも、スイートは動かなかった。代わりに、心の中で数え続ける。

　三……、二……、一……、ゼロ。タイムオーバー。

　彼らはだれも、一〇秒以内に安いプライドを棄すてることができなかった。ということは、闘やる気ということだ。

　では、こちらも。

　スイートは、体内の獣を揺り起こした。とりあえず、片目だけを開けさせる。

　まずは、右足に貼はりついていたなんらかの術式を、力まかせに破壊した。ちまちまと術式分解などしない。やわらかく脆もろい術式だったから、する必要もなかったのだが。

　後ろのほうにいた人間の生徒が、泣きそうな顔になったため、彼が術者だったことがわかった。

　可哀かわい想そうだが、これが現実だ。

「一〇秒、経たちましたわよ？」

　いちおう、確認をとった。

　言い換えれば、「もう逃がしませんわよ」になるけれど。




　人間の生徒ふたりはもちろんのこと、五人の魔族生徒もスイートの相手ではなかった。

　空間浮遊や障壁術式を使った者。スイートと同じく空間転移術で挑んできた者。ただただ立ち尽くしていた者。無様に逃げ出した者。と様々だったが、結局、全員の尻尾しつぽを楽々と引き抜いた。

　全員、スイートと比べて動きが遅すぎたし、闘いに対する覚悟がなさすぎた。

「学院へお帰りなさい」

　というスイートの言葉に全員が肩を落とし、ぞろぞろと歩き去っていった。

　スイートは、なるべくカゴを揺らさないようにやさしく持ち上げ、中に入れられたピンク色の妖よう精せいへあらためて目をむけた。

　美しい人型の小しよう妖よう精せいである。

　ピンク色の長い髪。蝶ちようのようなピンク色の羽。胸と腰をピンク色の布で覆った女性型だ。

　全身ピンクの妖精が、スイートを澄んだ瞳ひとみで見上げてくる。

「スイート様、とお呼びしてもよろしいでしょうか？　わたし、ピンクと申します」

「ピンク、ですか？　まあ、あなたにピッタリのお名前ね」

「助けていただいたようで、なんとお礼を言っていいのか……」

「助けたわけではありませんわ。あなたが必要だったから、先ほどの方々から奪い取ったまでです」

「……そうなのですか？」

「そうですわ」

　ピンクが悲しそうにうつむいたのを見て、スイートは考えた。

　なぜ、妖よう精せいを集めなければならないのだろう。この妖精は、いったい……。




　再びビルの屋上へ戻ったあと、スイートはピンクにたずねてみた。

「あなたは、ご自分が捕らえられた理由をご存じなの？」

「え、あ、わわ、わたしは、身に覚えがありませんので、り、理由は、ちょっと……」

　カゴの中で、ピンクが声を裏返らせた。噓うそをつくのが苦手な性格らしい。

　無理に口を割らせるのは可哀かわい想そうだし……。別にその必要もないし……。

　たぶん、五体集めればカカの目的も見えてくるだろう。妖精が隠そうとする理由も。

「スイート様、質問してもよろしいでしょうか？」

　カゴの格子に小さな顔を近づけたピンクが、スイートをきれいな瞳ひとみで見つめてくる。

「なんでしょう？」

「スイート様には、ご姉妹がいらっしゃいますか？　こんな髪型の方ですが」

　ピンクが、頭の両側に髪を集め、手をリボン代わりにしてツインテールをつくった。

　キュートだ。

「ええ確かに、そんな髪型の愚妹いもうとがいますけど、ご存じですの？」

「はい、お会いしたことがあります。お名前は確か……キュート様です。やっぱりご姉妹ですね。そっくりでいらっしゃったので、驚きました」

　キュートと似ていると言われても、あまり嬉うれしくはないのだが……。

　ピンクが言葉を続ける。

「スイート様、絶対に逃げないとお約束しますから、わたしをこの檻おりから出していただけませんか？」

「？」

「わたしは、他ほかの仲間たちを捜さなければなりません。スイート様も、わたしたちを全員集めたいのではありませんか？　ですから……」

「手を組もう、ということですか？」

「はい」

　スイートは、ピンクの申し出に含まれた利益と不利益を秤はかりにかけながら、小さな妖精の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　美しい妖よう精せいを虫カゴに閉じ込めておくのは、やはり本意ではない。それに、このピンクという妖精は、どこか人を安心させるしおらしさを持っている。なによりも、彼女の目は噓うそを語ってはいない。

「ピンクに助けていただいたほうが、妖精を早く集めることができそうですわね」

　ピンクの願い通り、カゴのフタを開けてやった。

「ありがとうございます、スイート様」

　ピンクが、美しい笑みとともにカゴの中から舞い上がり、スイートの肩へ降りてきた。

　直後、

「！」

　無音の影が、視界の隅をかすめた。

　敵!?

　スイートは反射的に身を屈かがめ、影へむき直った。と同時に、いつでも跳べるよう術式組成を開始する。が、影の正体を視界の中心に捉とらえるなり、思わず安あん堵どの息をもらした。

　五メートルほど離れた場所に立っていたのは、毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　彼女の周囲には熱気というものが存在しないのでは？　と不思議に思えてくるほど黒のスーツ姿は涼しげだ。いや……、冷たそう、と評するべきか。

　影が視界をかすめたとき、一瞬、身の程知らずな生徒が無謀にも挑んできたのかと思ったのだが……、相手が毒舌丸だとわかったいま、無駄に神経を尖とがらせる必要はない。

　スイートは、全身の緊張をゆるりと解いた。

「どうしたのですか？」

　毒舌丸が、音もなく歩み寄ってくる。そして、スイートと三歩ほどの間合いをあけて立ちどまると、わずかに頭を下げた。

「失礼を承知で申し上げます」

「？」

「その小しよう妖よう精せいをキュートお嬢様に譲渡して下さい」

「ピンクを、ですか？」

　驚きを表情の下に封じ込めながら、スイートは肩の上で身を縮めているピンクを横目に……、考えた。

　お疲れ様です。がんばって下さい。日射病にご注意を。ノドなど渇いてはいませんか？

　予想していた言葉は、いろいろあった。毒舌丸らしい言葉。フォンターナ公爵家の従者らしい言葉。

　しかし彼女の硬質な唇がつむぎ出した言葉は、そのどれにも当てはまらなかった。

　毒舌丸が、理由もなくこんなことを口にするはずがない。とすれば、「上からの命令」で、ということが考えられる。「上」とは当然、フォンターナ公爵家に籍を置くだれか。

　だれかとは、おそらく……、カカだろう。

　スイートは、油断なく毒どく舌ぜつ丸まるの無表情を窺うかがった。彼女の瞳ひとみはすでに、碧あお一色に染まっている。どうやら、本気のようだ。

　戦闘能力は遙はるかに上。しかも一〇分後の未来をほぼ正確に視み通とおせる相手から逃げきることなど、いまの自分には不可能。

　スイートは肩をすくめ、無駄だとわかっていながらもたずねてみた。

「なぜキュートに？」

「おこたえできません。いまは、まだ……」

「この大会が終われば、カカお姉様が教えて下さるのかしら？」

　軽く探さぐりを入れてみる。

「申し訳ありません。わたしには……なにも、おこたえできません」

　毒舌丸らしくない歯切れの悪さに、スイートは微かすかな不安を感じた。

　もしかして、躊躇ためらっている？

　カカの名前を出しても、彼女は否定しなかった。肯定もしてはいないけど。

　毒舌丸の心裏は、いったい……。

　スイートは、静かに呼吸を整えた。気持ちを落ち着かせていく。

　すぐにこたえが見つかるはずもないし、カカや毒舌丸に逆らっても無意味である。ならば、状況を見守っていたほうが得策だ。












　中心から離れた場所に身をひそめ、いちばんおいしい獲物ところは隙すきを見て一気に襲いかかり……、ガブリ。

　これが狩りの醍だい醐ご味みである。

　あきらめをアピールすべく、スイートは細く長い息を吐いた。

「で、キュートはどこですの？」

「はい、あちらをご覧下さい」

　毒どく舌ぜつ丸まるが指差したずっと先……、ならび建っているビルとビルの隙すき間まから、キュートの姿が見えた。虫取りアミを手に、銀のツインテールを揺らしながら左から右へ消えていく。ビルのむこう側をぺたぺたと歩いているらしい。

「このピンクをキュートに渡せばよろしいのね？」

「申し訳ありません。できれば、キュートお嬢様が自らのお力で捕らえた、というかたちが望ましいかと思われます」

「ですわね。直接渡しても、あの子のことだから……ん？」

　スイートは、視界の真ん中に意識を集中した。

　理り刀と？

　彼が、キュートと同じようにビルの隙間を左から右へ通過し、すぐに見えなくなった。

　キュートのあとを追っている？　なぜ？　呪じゆ系けい術式である耳と尻尾しつぽは、当然、理刀には生えていない。ということは、『妖よう精せい捕獲大会』に参加する資格がないはず。

「どうして理刀が？」という質問を視線に込め、毒舌丸へむき直る。

「春日かすが理刀さんには、わたしのことはどうかご内密にお願いします」

　やはり、こたえを得るには待つしかないようだ。

　スイートは、わずかに両りよう眉まゆを上げた。

「ピンク、わたくしの髪にしっかりつかまっていて下さい。跳びますわよ」


　　　☆☆☆



　理刀は、キョロキョロと妖精を捜しているキュートの背を、つかず離れず追い続けた。

　サポートっていっても、どうやれば……。

　キュートの腰に提さげられた虫カゴへ、五体もの妖精を入れるためには？

　理刀自身、耳も尻尾もないから、妖精がどの方角にいるのかさえわからない。それなのに、どんな方法でキュートを助けろと？　まだ一体も捕まえていないのに……。

　こたえを出せないまま、歩き続けている。

「理、刀」

　背からの声に、理刀は振り返った。

　肩にピンク色の妖精をのせたスイートが、微笑ほほえみを浮かべて立っていた。すでに一体の妖よう精せいを捕獲し、しかもフレンドリーな関係まで築いているようだ。

　いつもの帽子をかぶっているから、猫耳を確認することはできないが、ちゃんと尻尾しつぽがついているため、まだ大会への参加資格を失っていないことがわかる。

「紹介しますわ。この子は、妖精のピンクです。ピンク、こちらは理り刀と。わたくしの大切な人ですわ」

　大切な人って……。

　頰ほおが熱くなるのを感じながらも、理刀はとにかく、妖精ピンクにむかって「ども」と片手をあげた。

「初めまして、ピンクと申します」

　ピンクが、慎つつましく微笑ほほえんだ。攻撃的で好戦的でオレ様な、あの赤い蝶ちよう人にん間げんとは大違いである。

　スイートが、ちょんと体を傾け、理刀の後方でキョロキョロしているであろうキュートへ目をむけた。

「ところで、どうしてキュートのあとをつけていらっしゃったのですか？」

　どうやら、キュートを尾行していたのを見られていたようだ。

　スイートにとって、キュートは競争相手だから……、ここは誤ご魔ま化かさなければ。

「あ、いやぁ、なんとなくキュートが心配でさ……」

「噓うそ、ですわね？」

　スイートの目が、スーッと細くなる。その奥でキラリン、と光る瞳ひとみがちょっと怖い。

　彼女が、素早く間合いを詰めてきた。そして、突き刺すような目で見上げてくる。

「理刀の目が、噓だって言ってますわ。わたくしには言えないことですの？　わたくし、そんなに信用がありませんか？」

　理刀は、唇を引き締めた。ここまで言われたら、さすがに噓をつき通すのは心苦しい。

「実は……」




　理刀の説明を聞きながら、スイートは何度もうなずいていた。

　カカの指示だったことを知っても、彼女はわずかも驚かず、なぜキュートばかり、と落胆する様子も見せなかった。

　キュートのほうは、理刀の都合など考えてくれるはずもなく、ちょこちょこと足早に歩いていく。

　だから理刀も、揺れるツインテールのあとを追う。スイートもついてくる。

　スイートはしばらくの間、ひと言も口をきかず、真剣な顔でキュートを見つめていた。

　彼女の肩に腰を下ろしたピンクも、キュートの背から目を離さない。

　理刀はずっと、スイートとピンクの横顔に気を配り続けた。

　説明が終わってから十数分後、キュートが大量の視線を引きずりながら歩道橋へ上り始めたところで、スイートがようやく口を開いた。

「カカお姉様のご命令ならば、わたくしも理り刀とのお手伝いをしましょう」

「手伝ってくれるの？」

「ええ、理刀といっしょに、というところがわたくしにとってのご褒美ですわ」

　スイートが、ドキッとするほど色っぽい瞳ひとみで理刀を見上げてくる。

　体の小さな彼女の目線は、いつも下からググゥーッと攻め上ってくるため、色っぽいというか、罪な、と形容すべきか……、困るけど、嬉うれしくもあって……。ドキドキだ。

　そんな理刀の気持ちに気づく様子もなく、スイートが肩に座ったピンクへ目を流す。

「それではピンク、あなた……」


　　　☆☆☆



　少しでも高いところなら、妖よう精せいを感知できるかもしれない。

　そんな思いから、キュートは大通りに架かった歩道橋に上った。

　歩道橋の上から、絶え間なく続く車の流れを見下ろしたあと、空気の霞かすんだ都会の空へ目をむける。

　するとすぐに、猫耳がパタパタパタッという羽音を捉とらえた。猫尻尾しつぽも、ピピピピピッと反応を示す。

　さっそくきたっ！　歩道橋効果だ！

　キュートはムシトリアミを握り締め、猫耳と猫尻尾が示す方向へむき直った。

　あれは……、能力値測定室で会ったピンクという名の妖精だ。

　近づいてきたピンクが、キュートと一メートルほど距離を置いて羽をとめた。

「キュート様、またお会いしましたね。ごいっしょしてもよろしいですか？」

「きゅ？　ごいっしょ？　え、ええ、かまわないわよ」

　キュートは、慌あわてて握り締めていたムシトリアミを背に隠し、ピンクに微笑ほほえみかけた。

　捕まえちゃうぞ～、という態度を見せれば怯おびえて逃げていくだろう。だからここは、友好的な態度で。

「失礼します」

　ピンクが、ふわりとキュートの肩に舞い下りてきた。するとすぐに、

「ピンク！　ピンクじゃねぇか！」

　空の上から声が降ってきた。

　顔を上げると、赤い羽が一直線にこちらへむかってくるのが見えた。先ほど会った、腹の立つ男性型の小しよう妖よう精せいだ。

「まあ、レッド。こんなところにいたの？」

「おう、そのトロい姉ちゃんを見張ってたのさ」

　レッドと呼ばれた赤い妖よう精せいが、キュートのすぐそばまで降りてくる。

　腹立たしいが、ここは我慢だ。怒れば、大人おとなしそうなピンクを怖がらせることになる。

「レッド、他ひ人とにトロいなんて言ってはダメよ」

「トロいヤツにトロいって言って、なにが悪いんだよ」

「レッド、いまわたしは、なんと言いました？」

　ピンクが、やさしく微笑ほほえみながら、しかし視線鋭くレッドをたしなめる。

「わ、わかったよ。ったく、ピンクにはかなわねぇな」

　ピンクの前では、簡単に勢いを鎮火させるレッドである。

　そんな彼が、サッと宙を舞い、くるりと一回転したあと、馴なれ馴なれしくキュートの頭上に降り立った。

「よっしゃ、オレもいっしょにいくぜ！」

　いきなり二体ゲット？

　頭の上にのられるのは、なんとな～くムッとくるが、ぜんぜん重くないし。

「レッドったら、キュート様にご挨あい拶さつは？」

　ピンクも羽をはたはたと動かし、キュートの肩から頭上へ移動する。

「オレ様はレッド、よろしくなっ！」

　二体の妖精が猫耳につかまっているのだろう。ちょっとくすぐったい。

「あたしはキュート・フォンターナよ。よろしく」

　頭の上が見えないから、声だけを投げる。

　と、レッドとピンクがなにやらコソコソと会話を始めたようだが、よく聞こえない。

「奇跡の……」

「もとへ戻るためには……」

「必要なのは……」

「血が……」

　単語だけが耳にぽつんぽつんと落ちてくるものの、それだけでは意味がわからない。ふたりがどんな表情なのかも見えないため、放ほうっておくことにした。

　いまは、残り三体を集めることのほうが大切だ。

　礼儀正しくお淑しとやかなピンクのお陰で、こうしてレッドもくっついてきた。

　この調子で、ビシバシ妖精を集めて優勝あるのみ！

　優勝して、そして……。

　レッドとピンクを頭にのせたまま、キュートは歩き出した。そうしながら、考える。

　ゴミ拾いを急きょ変更して行われることになった『妖精捕獲大会』。その優勝者には賞品が出るという。

　人間には、能力値アップ間違いなしの魔界産栄養ドリンク。魔族には、人間界の名所巡りツアー。

　それはいい。でも、自分がいちばん欲しいものはそれじゃない。

　優勝したあと、理り刀とを誘うのだ。でも、どこに？

　遊園地とか、映画館とか、あとは……。海……、とか？

　理刀と初めて会った日、ヒッチハイクして、砂浜で転んで、家族の写真見せて、幻術が効いていないことがバレて……。

　あの海なんかどうだろう？　いいかもしれない。

　海……、よし、海にしよう。

「今度の休み、海にいかない？　ほら、ふたりで初めていった、あの海」なんて調子で……、勇気を振り絞って誘ったら、理刀はＯＫしてくれるだろうか？

　ＯＫしてもらったとして……、誘うだけで気力を使い果たしたら、告白のときにはヘトヘトになっているんじゃ……。

　ふと、百もも香かの言葉を思い出した。

『妖よう精せいさんが、恋の願いをかなえてくれるって本当ですか？』

　本当？

　恋の願いを……、かなえてくれるの？

　魔界じゃ、聞いたことないけど……。

「ちょっと訊きいていいかしら？」

　歩道橋から歩道へ下り立ったところで、思い切って頭上に呼びかけてみた。

「ん？　オレ様に質問か？　トロいくせに身の程知らずだな」

　レッドの言葉にムッとくるが、聞き流して言葉を続ける。

「ちょっと耳に挟んだんだけど、あんたたち妖精の中には、恋をかなえたりできる連中がいるって噂うわさ、本当なの？」

「バカ野郎！　恋だ愛だって、むず痒がゆいこと言ってんじゃねぇ！　噂に踊らされてんじゃねぇよ。ったく、マジでトロくせぇヤツだぜ」

「レッド、失礼よ。女性にとって、恋は大切なことなんだから、キュート様へ真剣におこたえして」

「むむっ……妖精が恋をかなえてくれるなんて、そんな夢物語みてぇなこと、現実にあるわけねぇだろ」

「レッド、いい加減に……」

「っとと、そんなに怒んなよピンク。だって本当のことだぜ」

「本当のことだとしても、言い方というものがあるでしょう？」

　要するに、妖精が恋をかなえてくれるというのは噓うそ、ということだ。

　信じていたわけじゃない。正直に言えば、ほんのすこぉ～しだけ、「そうだったらロマンチックだな」と思ってはいたけれど。

「よしっ！」

　気合いを入れ、キュートはグッとムシトリアミを握り締めた。

　こだわらず、次だ。

　恋の成就を妖よう精せいに頼ることなく、キュート・フォンターナ個人の実力で『妖精捕獲大会』で優勝したあと、その勢いを借りて理り刀とを海へ誘うのだ。

　いまはまだ怖いけど、優勝すればきっと勇気が湧わいてくるはず。自分に自信が持てるはず。胸を張り、そのときこそ意を決して……。

　また、頭上でレッドとピンクがコソコソ話を始めた。今度も、よく聞き取れない。

「なにもご存じないみたい」

「下っ端、というわけだな」

「このまま、ごいっしょして……」

「そのとき、奇跡の…を…って、勝負を……」

　キュートは、頭上の二体を指先でつんつんとつついた。

「勝負って、なに？」

「てめぇ、気安く触ってんじゃねぇぞ！　オレ様のデンジャラスなライトフックを食らってみっか!?」

「レッド、女性に暴力を振るう男の人って、最低だと思うわ」

「お、おいピンク、勘違いすんじゃねぇよ。オレはあくまでも……」

「レッド、言葉はときとして刃やいばにも変わるのよ？　口にするときは、相手の気持ちを考えてちょうだい」

「お、おう」

　レッドは、まったくもってピンクに頭が上がらないようだ。


　　　☆☆☆



　リイザは、カカによって閉鎖空間に閉じ込められていた。

　音もなく、色もなく、上下左右の区別もなく、ただただ無意味なまでにひろがっている閉鎖された場所。

　強力、無比、堅固、不破、不壊、無限、永遠、それらをすべて兼ね備え、しかも遙はるかに超越した封印が施ほどこされているため、術式を突き破ることはかなり難しい。

　力を振り絞り、無理やり内部からの破壊を試みれば、レゾン学院の建物やその周辺に甚大な被害を及ぼすことになるだろう。

　おそらくは、自分自身も無事ではすまないはずだ。

　複雑難解極まりない封印術式の組成を見れば、カカが本気であることがよくわかる。

　彼女は心底、姫のことを……。

　本気で、キュートを……。

　とめなきゃ。

　悠久の時を経へた末、ようやく手に入れることができる封印樹の種だが、残念ながらというべきか、ありがたいというべきか、カカの手に渡ったときにはすでに、その生命活動はほぼ凍りついていた。

　なのに、頑固で一いち途ずで健けな気げなカカは、あきらめようとはしなかった。

　彼女の思考は、リイザが思っていた以上に単純明快で、そして危険だった。

　カカは、種の生命が休止状態にあるならば、カンフル注射を打てばいい、という単純なこたえを導き出してしまったのだ。

　そのカンフル剤こそが、キュートである。

　キュートさえいれば……、封印樹の種は再び息を吹き返すだろう。たとえ引き裂かれていたとしても。

　カカなら、決して躊躇ためらわない。

　王家に仕えるフォンターナ公爵家の血族として、多くの姉妹たちを束ねる次女として、姫の親友として、カカは迷わずキュートを犠牲にするはずだ。

　種の各部位を集めたあと、カカがやることはひとつだけ。

　そうなれば、キュートは……。

　リイザは、涙を堪こらえながらカカの封印術式を少しずつ解きほぐしていく。

　じれったい。なにもかも破壊してしまいたいほど、じれったい。

　でも、爆発すればすべてが終わってしまう。

　だから……、いまは術式分解だけに集中して。

　時間は、あとどれくらい残っているのだろう？

　泣いている暇などない。少しでも早く、術式を分解しなければ、キュートが……。

　お願い……、間に合って。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、スイートとふたりでキュートの背を追い続けた。

　頭に二体の妖よう精せいをのせたキュートだから、当然、数多くの生徒たちを引き寄せた。が……、彼女は気づかない。

　理刀とスイートが、群がってくる生徒たちを陰ながら排除していったからだ。

　スイートが跳び、生徒たちの尻尾しつぽを次から次へと引き抜いていく。

　理刀がそれとなく生徒に近寄り、ポンと肩に触れる。と、呪じゆ系けい術式が消滅し、耳も尻尾も消えてしまう。

　理刀に触れられた生徒のほとんどが、気づかないうちにスイートから尻尾を引き抜かれたと勘違いしてくれたため、とてもやりやすかった。

　が、中には文句を言ってくる者もいた。

　ひとりの男子生徒スターライトが理り刀とを指差し、

「お前、尻尾しつぽないじゃないか！　ゲーム・オーバーだろ？　そのくせ仲間に手を貸すようなマネして、卑ひ怯きようだぞ！」

　すると、スイートが彼の前へ歩み出て、

「お手を拝借してもよろしいですか？」

　その右手をとった。

「おい、なにを……」

　可愛かわいいスイートから手を握られ、頰ほおを染めた男子生徒だったが……、ひと呼吸後、地面にくずおれてしまった。

　スイートが、彼の手の甲に唇を押しつけたからだ。

　一時的に意識を奪い、同時に前後の記憶をも消してしまうという｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝の力を使ったのだ。獣人のクオーターであるスイート独自の特殊能力である。

「首から上への口づけは、理刀以外の殿方には決していたしませんから、安心なさって」

　パチンとウインクしてくるスイートは、あまりにも魅力的で、妖あやしくて。

　ドキドキの理刀である。





六章　こそこそシスターズ







　どこかのんびりと歩き続けるキュートを見て、スイートがため息混じりにもらした。

「あの子は、本当にぽけぽけですわね。わたくしたちがいなければ、もうとっくの昔に妖よう精せいを奪われてますわよ」

「そうかもね」

　理刀は、苦笑いを浮かべた。

「理刀ったら、腹立たしくありませんの？　本来なら、優勝から最も遠い子ですのに」

「う～ん、だからサポートのしがいがあるのかも」

　理刀とスイートの会話が聞こえるはずもなく、道を曲がったキュートが、道路に面した公園へのんびりてくてくと入っていく。

　理刀たちも、一定の距離をとって公園へ入った。大きな噴水のある憩いこいの場として、街の人々には有名な公園である。

　真まっ直すぐに噴水へむかっていくキュートについて、理刀とスイートは茂みや樹きの陰に身をひそめながら進んでいく。

　木陰からキュートの様子を窺うかがいながら、スイートが眉まゆ根ねに小さなしわを寄せた。

「キュートったら、無防備にもほどがありますわ。少しは警戒心を持たないと、いつ尻尾しつぽを引き抜かれてもおかしくありませんわよ」

「キュートらしいよ」

「そうですけど……でもこのままでは、わたくしたちのサポート力にも限界が訪れますわ。そうなる前に、わたくしが妖よう精せいを奪って差し上げようかしら」

　スイートが、キラッと目を光らせた。

　彼女のお尻しりには、まだ尻尾がついている。ということはつまり、大会の参加資格をいまなお持ち続けているということだ。

　理り刀とは、スイートの横顔へ目をむけた。

　怒った顔が可愛かわいらしい。

　キュートと似ているようで、瞳ひとみの力や目め尻じりの角度がぜんぜん違う。三つ編みを幾本もつくっている薄紫色の髪もそうだ。

　こうして間近で見ると、スイートがスイートであるための魅力が、これでもかといわんばかりにあふれていることがよくわかる。

　理刀の視線に気づいたスイートが、わずかに目を見開いたあと、ほんのりと頰ほおを染めて微笑ほほえんだ。

「もしカカお姉様のご指示がなかったとしたら、理刀はわたくしとキュートのどちらを応援して下さいましたか？」

　ハチミツのような声。でも難しい質問だ。

「う～ん、ふたりとも応援すると思うな」

　優柔不断と思われるかもしれないが、それが本音だ。どちらかひとり、なんて不公平なことはしたくない。でも、日本には判官贔びい屓きという言葉がある。弱いほうについつい肩入れしてしまうのは、人の常だから、もしかしたら……。

　スイートが、上目づかいでジッと理刀を見上げてくる。

　幼おさな子ごがお菓子をねだるような、甘えるような、なにかを求めているような、こちらが落ち着かなくなる視線だ。

　可愛いといえば、とんでもなく可愛い瞳なんだけど……。

「もしも、いまここで、わたくしがキュートから妖精を奪い取ったら、理刀はどうなさいますか？」

　また難しい質問だ。

　優勝すれば、魔族であるスイートは名所巡りツアーを手にすることができる。

　彼女は間違いなく、その権利を持っている。

　対して、理刀には本来、それを邪魔する権利はない。

　スイートとキュートが正面切ってぶつかれば、どちらが勝利を手にするかなど、考えなくてもわかることだ。

　キュートが優勝できなくなるのは残念だけど……、勝負だから。

　理り刀とは、スイートへニッと笑みを放ほうった。

「スイートは、スイートの思う通りにやってみたらいいと思うよ。あとになって『ああすればよかった』なんて思わないでいいように、とにかくがんばって、さ」

　スイートの瞳ひとみの中で、光の粒子が舞い散った。少なくとも、理刀にはそう見えた。

　彼女の細い眉まゆがぴょこんと上がり、可愛かわいい目が大きくなり、やわらかそうな唇がわずかに開いた。

　そして数秒後、スイートが理刀の腕に抱きついてきた。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者と接触すれば、呪じゆ系けい術式である猫尻尾しつぽは霧散し、跡形もなく消え去ってしまう。おそらく、帽子に隠れて見えなかった猫耳も。

　自らリタイア？

「ス、スイート？」

　むぎゅっと、スイートの胸やお腹なかや二の腕が、理刀の腕に押しつけられてくる。

　強い締めつけと、やわらかさと、心地ここちよさに加え、微かすかな汗と花の香りが……。

　どんなに気が強くても、スイートってやっぱり女の子なんだなぁ、とこの少女の凄すごさをあらためて思い知らされるような生の感覚が、なんだか心地いい。

　ドキドキを通り越して……、ちょっと……、ヤバいかも。

「理刀、実は……」

　理刀の肩に薄紫の髪を押しつけるようにして、スイートが口を開いた。

「わたくし、ほんの先ほどまで、キュートが五体集めた時点で、隙すきを見て妖よう精せいを奪うつもりでいましたの。あの子を囮おとりにしていれば自分は安全ですし、理刀、あなたといっしょにいられますから……ですから、サポートするフリをしていました」

「………」

　スイートの告白を前に、理刀はなんの言葉も挟まなかった。腕に、彼女の息づかいだけが伝わってくる。心臓の鼓動も。肌のやわらかさも。

　なんせ、むぎゅ～っと密着しているから……。

　スイートが言葉を続ける。

「ですが、理刀の言葉で、自らの卑いやしさに気づかされました」

　彼女が、また少し腕に力を込めてきた。

　そのため、胸の圧力が強くなる。

　そんなに押しつけられたら……。

　理刀は、グビッと唾つばを吞のみ込んだ。

「あなたのそばで、卑しいたくらみを心に抱いていたことを……許して下さいますか？」

　スイートが、顔だけを動かして理り刀とを見上げてきた。が、腕の締めつけはわずかもゆるめてくれない。

「ゆ、許すもなにも……こ、これって、そういう大会だから、スイートのは、り、立派な作戦で……」

　自分よりもずっと背が低く、小柄な女の子に押されっぱなしの理刀である。

　奇襲だった。

　スイートにグイッと強く腕を引かれ、カクッとバランスを崩した直後……。

　チュッ♡

　防御姿勢を整えるわずかな時間さえ、彼女は与えてくれなかった。

　とろけるような刹せつ那なの接触。

　頰ほおに感じる愛いとおしさとやわらかさ。

「｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝も、理刀のことを気に入っていますのよ？　証拠にほら、なんの悪戯いたずらもしませんわ」

　スイートが、ほっこりと心が落ち着くような笑みを浮かべた。白すぎる頰が、内側からじんわりと赤く染まっている。

　嬉うれしくて、嬉しくて、嬉しくて、嬉しくて、嬉しくて堪たまらない、といった笑顔である。

　理刀も、なんだか嬉しくなった。












　頰ほおに残った感触が、肌から染しみ込み、血管を流れ、心臓へたどり着き、心拍数を急上昇させてはいたが、それでもなお幸せな気持ちになれた。

　女の子の笑顔は、驚異的だ。

　と、スイートの表情から、急に笑顔が消し飛んだ。彼女の真剣な瞳ひとみが近づいてくる。精いっぱいつま先を立てているようだ。

「わたくし、いまだ、本当の意味で異性に唇を許したことはありませんの。だから……」

　だから？

　本当の意味で？

　本当の意味、の意味は？

　ホッペにチュ、とかではなくて、唇と唇が初めまして……、ということ？

　スイートが、理り刀とに体重を預けるようにして、懸命に背伸びをしてくる。

「あん、理刀、あなたが受け入れてくれないと、わたくしの身長では届きませんわ」

　届かない？　どこに？　なにが？

　わかっているくせに、理刀は動くことができない。嬉うれしいのか怖いのか、それさえもよくわからない。

　公園の木陰で、こんなこと……。すぐ近くにはキュートもいるのに。

　ドキドキドキッと心臓が体の中を転げ回っているかのように、全身が熱くなる。

　どうすればっっっ!?

　そのとき、大勢の声が聞こえてきた。


　　　☆☆☆



　キュートは、公園の噴水に手を浸ひたした。冷たい。

　噴き出している水柱から生まれた霧が、キュートをやさしく包んでくれる。

　日焼けどめを塗った肌に、小さな水滴がいくつも貼はりついていく様は、見ていて面白い。

　キュートの頭上で、レッドとピンクも噴水に興味を持ったようだ。先ほどからずっとはしゃいでいる。

「お、虹にじができてるぞ」

「まあ、きれいね。キュート様、ほら、右手のほうに虹ができてますよ」

　妖よう精せいたちの言うとおり、噴水の横に小さな虹が顔を出していた。

　そっと静かに、でも必死に輝こうとしている虹に、キュートはなんだか共感めいた想おもいを抱いた。

　決してつかめない虹。太陽の下、水霧の中でしか存在できない虹。それでも、その輝きは人の目を楽しませ、なにかしらの感動を与えてくれる。

　自分の幻術だって……。

　よしっ、と虹を前にキュートは気合いを入れ直した。そのとき、

「イエローがこっちにくるぞ！」

「あら本当、イエローね」

　レッドとピンクが騒ぎ出した。

「おい、イエローがあっちにいるぜ！」

　頭の上で「あっち」と言われても、どこを指しているのかわからない。猫耳をぐいぐい引っ張られていることだけは、よくわかるけど。

「キュート様、左斜め後ろの方角です」

　ピンクのていねいな説明で、キュートは素早く振り返った。

　たくさんの生徒たちが、公園の入口から雪な崩だれ込んでくるのが見えた。一〇人以上はいるだろう。

　先頭を切って走ってくるのは……、百もも香かだった。彼女の頭の横を飛んでいるのは、黄色の羽を持った妖よう精せいである。

　どうやら、彼女も妖精といっしょに行動できる幸運をつかんだようだ。が、そのために追い回されているらしい。

　キュートはすぐさま、近づいてくる百香や生徒たちにむかって魔力を解放した。生徒たちの中には、数名の魔族も交ざっている。だから……。

　先手必勝！

「殺やられる前に殺れっ！」

　レッドも、おおむねキュートと同じ考えのようだ。

　噴水の霧を使い、幻の濃霧をつくり出す。しかも七色だ。

　術式を組成しながらも、横に走った。回り込んで、全員の尻尾しつぽを引き抜いてやる！

　百香が、そうとも知らず濃霧まぼろしの領域内へ飛び込んできた。生徒たちも、躊躇ためらうことなく駆け込んでくる。

　これで彼らの視界は、濃霧に遮さえぎられまったくの役立たずになったはずだ。

「キュート様、がんばって下さい」

　ピンクの声援を受けながら、キュートは左サイドから生徒たちへアタックを開始した。

　幻術だと気づかれる前に！

　手当たり次第に尻尾を抜いていく。

　きゅ───────────────────────────────────っ！

　抜いた。引き抜いた。抜き取った。引っこ抜いた。抜きまくった。

　ぽわぁ～ん、ぷわぁ～ん、ぼぉ～ん、ぴょわぁ～ん、にゃお～ん、ふなぁ～ん、ひょ～ん、と様々な消滅音を奏かなで、生徒たちの耳が消えていく。

　そんな中、キュートはひとりだけ尻尾を残しておいた。

　彼女とだけは、不意打ちではなく、正々堂々と。

　幻術を解いたとき、悔しそうな生徒たちを背にして立っていたのは、百もも香かひとりだけ。




　耳と尻尾しつぽを失った生徒たちが遠巻きに見つめている中、キュートの頭上からレッドとピンクが呼びかけた。

「イエロー、こっちにこいよ」

「イエロー、こちらへいらっしゃい」

　だが、百香の肩に腰を下ろしたイエローは、羽を動かそうとしない。それどころか、「そっちに移ってやってもいいんだけどぉ、なんかいま、あたしらを集めるゲームやってんでしょ？　だったら、気に入ったヤツを勝たせてあげたいって思うじゃない？」

　そんな言葉を返してきた。

　百香が、横目にイエローを見たあと、キュートへ笑顔をむけてくる。

「妖よう精せいさんとお友達になったんです」

　耳と尻尾が可愛かわいらしい百香が笑うと、なんだか「勝負！」という雰囲気ではなくなってしまう。ただただ幸せな空気が、ゆるゆる～っと流れていくだけだ。

　さて、どうするか……。

　キュートは、ゆっくりと百香に歩み寄った。彼女のことだから、いきなり尻尾を引き抜いたりはしないだろう。

　闘いよりも、ここは話し合いで。

　が……、キュートのそんな思いを踏み潰つぶすかのように、レッドが大声を出した。

「よぉぉぉし、イエロー、魂の決意は受け取ったぁ！　ここは正々堂々と勝負だぁっ！」

「レッド、乱暴なことはダメよ」

「ピンク、とめないでくれっ！　男はやらなきゃならないときがあるんだっ！」

「上等じゃないレッド、あんたのそういうとこ、あたし嫌いじゃないわよ。ん～、どっちかってぇと、好きかな？」

「まあ、イエローったら、どさくさに紛れて……」

　レッド、ピンク、イエローが、勝手に話を進めていく。

「ねえ、ちょっとあんたたち……」

　キュートは、頭の上で騒いでいる妖精たちへ呼びかけた。

　百香もイエローへ、

「勝負なんてしないよ？　だって、もう能力は打ちどめなんだから……これ以上使ったら、オエ～ッてなっちゃうんだよ？」

　と不安げに目をむけている。

　だが、妖精たちには届かない。

「イエロぉぉぉっ！　ドンとこぉぉぉい！」

　キュートの頭上で、レッドの変なスイッチが完全に入ってしまっている。

「さあ百もも香か、いっっっくわよぉっ！」

　イエローが、百香の肩から飛び上がったあと、

「パイ○ダーオォォォォォン！」

　キュートには理解できないかけ声とともに、小学五年生の頭上へ降り立った。

「おらぁ、もたもたすんなっ！　ガツンとカマしてやれいっ！」

「百香っ、玉砕覚悟でつっこめぇ！」

　レッドとイエローの声がぶつかり合う。が、ぶつかり合っているのは声だけ。

　キュートと百香は、互いに見つめ合い、「どうする？」「どうしましょ？」と視線で語り合った。

　そこへちょこちょこと現れたのは、ふわふわとした黒い毛並みの小型犬だった。

　パティである。

　キュートは、百香の足もとへ寄っていくパティを見て、微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　ネクロのペットであるパティが、なぜこんなところに？

「わあ、パティ、どうしたの？」

　ぱあっと顔を輝かせた百香が、すぐさま座り込んでパティの頭を撫なでた。

　パティはすでに、尻尾しつぽフリフリ状態だ。

「なにその魔犬、百香のペット？」

　さすがは妖よう精せいである。イエローは、ひと目でパティを魔犬だと見抜いたようだ。

「とんでもねぇ魔犬だな」

「とても良質な魔犬ね」

　レッドとピンクも、パティの正体に気づいている。

　百香が、パティの頭や首筋をぐりぐりと撫で回しながら、言った。

「イエローって、パティのことがわかるの？　凄すごいね。でも残念だけど、あたしのじゃなくて、知り合いのペットなの」

「ふ～ん、べつにどうでもいいんだけどぉ、その魔犬こ、闘やる気みたいよ。なんだったら、協力してもらってもいいんじゃない？」

「やる気？　協力？　え？」

「んじゃ、とっとといってみようかぁ！　さあパティ、あるべき姿をあたしに見せてごらん！　百香のために、あんたの牙きばを借りてあげるわっ！」

　途端、ドンッ！　と空気が震えた。

　キュートは目を見開いた。

　巨大な黒い魔犬が、目の前に現れたからだ。その太すぎる首には、驚いた顔の百香がのっている。さらに彼女の頭には、高笑いをしているイエローの姿が。

　周りで成りゆきを見守っていた生徒たちが、悲鳴や叫び声をあげながら逃げ出した。

「もたもたすんなっ、一時撤退だっ！」

　レッドの声に背を蹴けり飛ばされるように、キュートは駆け出した。でも、逃げるためではない。

　改良魔犬相手では、全力疾走したところで逃げきれるものではない。だから……。

「さあパティ、喰いっちゃえっ！」

　イエローの声を耳にしながら、キュートは噴水の中へ飛び込んだ。そしてすぐさま、魔力を解放する。

　イチかバチか！

　直後、なにもできない百もも香かを首にのせたまま、パティが牙きばを剝むいて突っ込んできた。が、魔犬がむしゃぶりついたのは、噴水そのものである。

　幻術で、水を魔犬用高級スープに変えたのだ。

「わきゃぁっ！」

　勢い余って、百香が噴水の中へ放ほうり出されてしまう。

　そこへ歩み寄ったキュートは、「ごめんね」と彼女の尻尾しつぽを引き抜いた。

「よっしゃあっ！」

「キュート様、おめでとうございます」

　レッドとピンクが、拍手を送ってくれた。

「ふんだっ、悔しくなんかないもんねっ！」

　さっさと空へ脱出していたイエローが、言葉とは裏腹に悔しそうな顔で降りてくる。

「パティにガブッてやられたら、キュートさんがケガするところだったんだから、これでいいんだよ」

　びしょびしょになった百香が、それでもなお笑顔を崩さずに立ち上がった。

　キュートもすぐに、笑顔を返す。

　ふと気づくと、パティの姿が消えていた。

「あ、パティ、帰っていっちゃいましたね」

　百香の視線をたどると……、小型犬に戻ったパティが、茂みのほうへちょこちょこと駆けていくのが見えた。

　ひとりで遊んでいたのだろうか？


　　　☆☆☆



「はい、わたしが悪ぅございました。深く反省しています」

　ネクロは身を縮め、それでもなお直立不動の姿勢を崩さない。

　目の前に立っているのは、三八女の自分がどんなに足あ搔がいたところで歯が立たない存在、フォンターナ公爵家の次女、カカである。

　彼女が左わきに軽々と抱えている女の子はいま、幸せそうに寝息をたてている。が、現在ここを支配する空気は、幸せとはほど遠い色に染まっていた。

　とにかくいまは、謝り続け、頭を下げ続け、反省しています、という姿勢をとり続けるより他ほかに方法はない。

「勝手なことをする子は、あんまり好きじゃないなぁ」

　音もなく近づいてきたカカが、ネクロの耳もとでささやいた。

　熱く甘く刺とげ々とげしい息が、耳たぶをやさし～く嚙かみ千切らんばかりに撫なでていく。

　怖い。この姉は、怖すぎる。

　ネクロは、パティを差しむけたことに後悔はしていなかった。楽しかったから。これがフォンターナの血、だから。

　それでも、「講師が参加しちゃダメだって、聞いていませんでしたけど？」なんて下へ手たな弁解はしないほうが身のためだ。

「以後、生徒の勝負に干渉するようなマネは決していたしません。はい」

　そのとき、カカが抱えていた女の子がピクッと体を震わせたあと、頭を上げた。

「干渉、あるいは立ち入り行為は、あまり感心しません。公平な立場を守って下さい」

　言い終わるとすぐにまた、パタンと寝てしまう。クークー。

　直後、ゴッ！　とカカお得意の頭突きを食らい、ネクロの視界に派手な火花が散った。

「いっっっ痛つぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　痛い。痛すぎる。涙が出てきそう。

　カカの目を盗んだつもりが、やはりというか、あっさりとバレてしまったことに悔いはない。まあ、それなりに楽しんだから。

　でも、この頭突きは、本当に、痛いの……。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、スイートと身を寄せて木陰にひそみ、キュートと百もも香かを見守っていた。

　生徒たちから尻尾しつぽを引き抜いたのは、見事だった。目隠しとして七色の霧を使ったということは、スイートに説明してもらわないとわからなかったけど。

　とにかく、ひとりで危機を脱出できたことは素晴らしいことである。

　でも、なぜネクロの犬が？　まあ、結果オーライなのだが……。

「あの子にしては、上出来ですわね」

　スイートも、キュートのがんばりを認めているようだ。

　キュートはいま、噴水に落ちた百香の顔を、自分のタオルで拭ふいてやっている。これだけ暑いから、濡ぬれた服もすぐに乾くだろう。

　彼女たちの周りを、赤、桃、黄の妖よう精せいたちが飛び回っている。虫カゴに入れずとも、飛んで逃げる気配はなさそうだ。

　キュートは、百もも香かとしばらく言葉を交わしたあと、再びてくてくと歩き始めた。

　頭に三体の妖よう精せいをのせて。

　残りは……、二体。


　　　☆☆☆



　黒くろ媛ひめは、「ちょっと残念」という気持ちをすぐに振り払った。

『妖精には、恋の願いをかなえる能力などないでゴザル』

　ブラックの言葉だ。

　やはり、恋は己の力で成就させるもの。しかしながら、いまのところ恋と呼べる感情は抱いていない。気になる男の子は……、いるにはいるけど。まあ、この『妖精捕獲大会』とは関係のないことだから。

「喚よばれて飛び出て、パンパカパ～ン！」

　まるでビックリ箱のように、黒媛の前に現れたのはゴルゴンゾラだった。

　金髪のほうである。

「ふわっ！」

　たゆたっていた思考を瞬時に現実へ引き戻された黒媛は、反射的に持っていた虫取りアミを胸の前で構えた。が、あれ？　とすぐに気づいた。ひとりだけ？　もう片方は？

「なにヤツでゴザル！」

　顔の横を飛んでいたブラックが、ゲジゲジ眉まゆ毛げをつり上げ、刀の切っ先をゴルゴンゾラへむける。

　他ほかの妖精を捜している間に、この黒い小しよう妖よう精せいとは随分仲よくなっていた。

「そんなに怖い顔しちゃいやん。クロっちに会いにきただけなんだからぁ」

　ゴルゴンゾラが、ニマ～ッとどこか怪しい笑みを浮かべる。

「わたしに？」

「そ、クロっちに。ね、あなたの媒体コンパクト見せてくれる？」

「コンパクト、ですか？」

　黒媛は、スカートのポケットに入れていたコンパクトを取り出した。途端、パリンという音と微かすかな震動が指先に伝わってきた。

「ん？」

　コンパクトを開けると、中の鏡が粉々に砕け散っていた。これって……。

「奇怪なっ！　クロヒメ殿、これはいったいどうしたことでゴザル？」

　ブラックも驚いている。

　黒媛はコンパクトを閉じ、ゴルゴンゾラへ目をむけた。彼女がやったのか？　目的は？　いや、証拠もないのに、彼女を犯人扱いしてはいけない。でも……。

　頭の中を、様々な思考が高速で駆け巡る。

　プラチナを散りばめた特注のコンパクトだったのに……。すぐに鏡を取り替えなきゃ。

　黒くろ媛ひめは、コンパクトを再びスカートのポケットに押し込んだ。するとすぐに、

「ごめんねぇ、力がもれちゃったみたい。わざとじゃないんだよ？」

　ゴルゴンゾラがあっさりと、自らが鏡を割ったことを認めながら、黒媛の手になにかを押しつけてきた。

「お詫わびに、これあげちゃう」

「え、あ……」

　普通の丸いコンパクトだった。フタを開くと、これまた普通の丸い鏡が光っている。

　わけがわからないままにコンパクトを押しつけられたが、本当にこれでいいのだろうか？　鏡さえあれば、【時の統治者タイムルーラー】の力を振るうことができるが……。

　黒媛は、なにはともあれゴルゴンゾラに笑顔をむけた。

「あ、ありがとうございます。助かります」

「お守りだと思ってね。その耳と尻尾しつぽ、とっても可愛かわいいわぁ」

　ゴルゴンゾラが、パチ～ンと効果音が聞こえてきそうなウインクをしたあと、

「あの建物のむこっかわにねぇ、妖よう精せいをつれた子がいるよ」

　近くのビルを指差した。

「あっち、ですか？」

　黒媛は、ビルに目をやったあと、もう一度ゴルゴンゾラへ顔を戻した。

　そのときにはもう、金髪のお姉さんの姿は消えていた。


　　　☆☆☆



　巴ともえは、ヘトヘトになっていた。

　猫耳と尻尾が極力人目につかないよう、裏道を隠れるように進んでいたのだが、もうそろそろ精神力が底をつきかけている。

　青い羽を持つ小しよう妖よう精せいブルーが、巴の耳元でずっと、しつこく、絶え間なく、褒め言葉をささやいてくるからだ。

　瞳ひとみがきれいだの、眉まゆが整っているだの、鼻のかたちがいいだの、唇が魅力的だの、あごの角度が美しいだの、鎖骨がそそられるだの、お尻しりの曲線がたまらないだの、声が透き通っているだの、体操服が萌もえるだの、ミニスカートが萌えるだの、スパッツが……………。

　正直、男の人と目が合うだけでも鼓動が乱れるのに、褒められるなんて……、噓うそだとわかっていても、どんなに我慢しても、顔が熱くなってしまう。頭もポーッとしてくる。

　だから意を決して、

「し、静かにしてないと、む、虫カゴに入れるからね？」

　脅おどしてみた。が……、

「トモエは、ボクを独ひとり占めにしたいんだね？　偶然だけど、ボクもいまそう思っていたところなんだ。その虫カゴから、キミの可愛かわいい声音に耳を傾け、キミの控えめな体温を感じ、キミの色っぽい息づかいを味わえるなんて、ああっ、ボクはなんて幸せ者なんだろう。さあ、早くボクを独ひとり占めしてくれっ！」

　返ってきた言葉は、まるで話にならないものだった。

　妖よう精せいを傷つけるわけにはいかない。もし残り四体も、ブルーのようなタイプだったら……、間違いなく赤面死してしまう。

　血が頭に上りすぎて、顔の毛細血管が破れて、挙げ句……。

　もう……、やだ。

　それでも、それでもっ、それでもっっっ、巴ともえは靴底で地面をこするようにして、歩幅の狭い歩き方で、ゆっくりと、しかし確実に歩を進めた。

　れ、れれ、恋、恋愛、成就。

　恋愛成就。ずっと、この四文字が頭の中に浮遊している。

　この一歩が「恋」。次の一歩が「愛」。さらに一歩が「成」。もひとつ一歩で「就」。

　妖精を五体集めたとき、あらためて「恋の願いをかなえてもらえますか？」とたずねてみよう。ブルーに問えば、とんでもない事態を招きそうだから、いまはまだやめておく。

　考えるとまた頰ほおが火ほ照てってくるが、なぜかブルーの言葉よりもずっと心地ここちいい。

　ある男の子の顔が、頭の裏側にずっと貼はりついている。

　だからこそ巴は、歩き続けることができた。

　ブルーによって削られ、細くなった精神力をなんとか騙だまし騙し保たせながら、駅前のアーケードへと続く細い路地を進む。

　その間もずっと、ブルーは体操服をベタ褒めし、細い足をベタ褒めし、スパッツが似合うとベタ褒めし、二の腕の細さをベタ褒めし、爪つめのかたちをベタ褒めし続けていた。

「喚よばれて飛び出て、パンパカパ～ン！」

　いきなり、目の前に銀髪のお姉さんが姿を現した。黒いサングラスを頭にのせ、黒革のジャケットとパンツを合わせたパルメザンである。黒いブーツで、ガッとアスファルトを踏みしめる。

　もうひとり、金髪のほう……、ゴルゴンゾラは？　そんな疑問を抱くものの、巴はただ、「あ、こんにちは」

　ペコッと頭を下げただけだった。

「はぁ～いトモっち。がんばってるぅ？」

　パルメザンが、ニコ～ッと笑顔で片手を上げた。いつも陽気なお姉さんである。

「こちらの美しい女性は、トモエの知り合いかい？　ボクに紹介してほしいものだね」

　うるさいブルーを無視して、巴はもじもじと胸の前で指をからめた。

　ここにはキュートやスイートや黒くろ媛ひめや百もも香かや理り刀とがいないから、自分がパルメザンと話さなければならない。でも、なにを？

　人と話すのは、苦手。

　ボロボロボロボロボロボロボロッ……。

「きゃ、あ、な、なに？」

　あまりにも突然だった。

　自らの媒体であるプラチナのネックレスや腕輪や指輪が、砂のように崩れ、地面に落ちてしまったのだ。耳を触ってみると、ピアスも同じようにみんななくなっていた。

「これは、どうしたことだい？」

　ブルーも驚いている。

　なにが起こったのだろう？　頭が混乱して、考えがまとまらない。気を抜くと、パニックに陥ってしまいそうだ。

　粉となって地面に散ったプラチナが、ゆるやかでぬるい夏の風に運ばれ、空気中へ散っていく。

　媒体プラチナが……。

　ふと視線を上げると、ニコ～ッとしたままのパルメザンと目が合った。

　いつの間にか、彼女の指先にネックレスが下がっている。

「トモっちにプ・レ・ゼ・ン・トです」

「え？」

「これってぇ、プラチナなんだけどぉ、チャーミングなトモっちに似合うかな～って思って、持ってきましたぁ」

「あ、あの、あの、そんな……」

　断りもなく、了承も得ず、歩み寄ってきたパルメザンがその首飾りを巴ともえの首に巻いた。

　いままでつけていたものと、デザインはほとんど変わらない。でも、なんだか宝石の光が怪しいような……。

「美しいっ！　トモエ、キミはボクの目を潰つぶす気かい？　まぶしすぎるよ！」

　うるさいブルーは、とにかく無視。でも、声はちゃんと聞こえるので、目もとや頰ほおがどんどん熱くなっていく。

「うわぁ～、トモっち、すっごく似合ってるよぉ。やっぱり可愛かわいい子は、なにをつけても似合うよねぇ」

　パルメザンが、その言葉を残してスパッと消えた。まるで、逃げるかのように。

　頰を両手で包み込み、ただただ火ほ照てりが静まってくれることを願う巴である。

　と、不意に背から声をかけられた。

「巴だったのか」


　　　☆☆☆



「巴ともえだったのか」

　黒くろ媛ひめは、細い路地の先に立つ巴とむかい合った。ゴルゴンゾラから教えてもらった場所へきてみると彼女がいた、というわけだ。

　ちゃんと、青い妖よう精せいもいっしょにいる。

　驚いた。が、巴のほうも驚いているようだ。

「黒媛……」

　猫耳と猫尻尾しつぽがついた巴は、こうしてみるととても可愛かわいい。虫取りアミと虫カゴというオマケも、いい味を出している。

「ブルー、拙者たちのもとへくるでゴザル。仲間が待っているでゴザルよ」

「おおっとブラック。キミも素敵な女性と知り合えたようだね。悪いけど、ボクはトモエといっしょに行動するって決めたのさ」

「貴様っ、その軟弱な精神を叩たたき直してやるでゴザルっ！」

「ハッハッハッ、相変わらず熱いねキミは。でも女性の前では、もう少しスマートな言葉づかいを心がけてほしいものだね」

　妖精たちの言い合いに耳を傾けながらも、黒媛は無防備に巴へ近づいた。が、五メートルほど距離をとって立ちどまる。

　心の中では、正々堂々と勝負したいと思っている。

　でも巴のことだから、きっと尻しり込ごみするだろう。他人とぶつかり合うことを極端に嫌う子だから。

　本気を出せば、間違いなくスターライト最強なのに……。

　レゾン学院の高等部に入学した当初は、教室の片隅でいつも、空気の中へ消え入りそうなほど大人おとなしく、ひとり静かに本を読んでいた巴。そんな彼女へ、黒媛は何度もしつこく、根気強く話しかけた。そして気がついたときには、互いに親友と呼べる間柄になっていた。

「巴、手を抜いたら承知しないぞ？」

　黒媛は、ポケットの中からゆっくりとコンパクトを取り出した。ゴルゴンゾラからもらったヤツである。

「大丈夫、手は……抜かないわ」

　予想に反し、決意を秘めた言葉が返ってきた。

　数秒の間、巴と視線をぶつけ合ったあと、黒媛は笑みを浮かべた。

「安心した。お互い、全力でいこう」

「うん、ぜ、全力で」

「いくぞっ！」

　黒媛は、コンパクトのフタに手をかけた。

　同時に、巴が素早く横へ飛んだ。そうしながらも、早口で呪じゆ文もんを唱え始める。

「生きている者ハイユ、永遠なる者カイユーム、征服する者カツハール、天と地の仲介者たちよ……」

　黒くろ媛ひめは、鏡の中に巴ともえを捕らえるべく、コンパクトのフタを開けた。

　途端…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　世界が停止した。

　巴が、地を蹴けった姿勢のまま宙に制止している。青い妖よう精せいも、羽を動かさず中空に縫いとめられている。ブラックも同様に。

　それだけではなかった。

　大通りの喧けん噪そうも、駅前のアーケードから聞こえていた音楽も、風も、意識しないまま鼓膜を震わせていたすべての音が、とまっていた。音が消えたのだ。

　鏡に映っていないはずの世界すべてが、まるで黒媛ひとりを除のけ者にするかのように、動くことをやめてしまった。

「え!?　あ？　な、なんだこれは？」

　圧倒的な、いまだかつて体感したこともない静寂に、黒媛は息の塊を吞のみ込んだ。

　動かない世界が……。

　無音の世界が……。

　完全無欠の暴力にも似た、抗あらがいがたい恐怖となって黒媛に覆い被かぶさってくる。












　いったい……、なにが起こったんだ？

　震える手で、コンパクトを閉じた。と同時に意識下で時間停止を解除したのは、ほとんど条件反射だった。予想を大きく外れた状況に転がり落ちたため、気持ちに隙すきができたのかもしれない。

　直後、世界が息を吹き返す。

　そうなれば当然、巴ともえが呪じゆ文もんの続きを……。

「我、汝なんじらの音域を統すべる者なり。いまこそ幽光ひかりに唱うたえ。呪じゆ鎖さを断ち切り、祟たたり舞い、狂い踊り、宙そらへ咆吼なけ！」

　地の底より死霊が召喚される前に、と黒くろ媛ひめはわけがわからないまま、再びコンパクトのフタに手をかけた、そのとき……。

　ゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾォォォォォォォォォォォォォォ

　背中に、大量の氷水をかけられたかのような寒気が走った。いや、そんな甘いものではない。これは、氷水の大滝に打たれているかのような怖おぞ気けである。

　巴が召喚した霊は、いつもの人型霊ではなかった。

　虫。

　しかも、黒媛が最も苦手とする、足のたくさんある、ムカデが……。しかもしかも、太さが人間の胴回りほどもある巨大な……。ぞろぞろうじゃうじゃと……。

「ひゃ、う、ああ、あ……」

「クロヒメ殿ぉ、ズバッと一刀両断でぇ、お願いしますでゴザルぅぅぅ！」

　ブラックの期待には、こたえられそうもない。手足の筋肉がカチコチに強こわ張ばって、すでに自分の意志では動かせないから……。

　巴が、ぽか～んと口を開けたまま巨大ムカデを眺めている。「なんでこんな霊ものが？」といった顔だ。もしかしたら、召喚するつもりがなかったのかもしれない。

　そんな彼女の表情が、ちょっとだけ面白い。でも、い、意識が、遠くなって……。ムカデゾロゾロ。ゾロゾロムカデ。もう、ダメ……。

　ぼやける視界の中を、巴がこちらへ歩み寄ってくる。

　おめでとう巴。勝負は、こうでなきゃダメだ。

　負けた悔しさよりも、いつも控えめだった親友の成長が、黒媛は嬉うれしかった。

　巴、いい目してるよ。


　　　☆☆☆



　ゴルゴンゾラとパルメザンは、雑居ビルの屋上から楽しそうに裏道を見下ろしていた。

　大きなムカデがあふれているその場所で、体操服姿の黒媛と巴が対たい峙じしている。

「さすがパル、クロっちの弱点を見事についてきたねぇ～、やられちゃったよぉ」

「ゴルだって、クロっちの能力値を一〇〇〇倍にするなんて素敵だねぇ」

「でもでもぉ、クロっちが自分の能力にビックリしちゃったから、ダメだったねぇ」

「せっかくトモっちの動きをとめたのにねぇ」

「だよねぇ、その隙すきにトモっちの尻尾しつぽ抜いちゃえばよかったのにねぇ」

「惜しかったねぇ」

「残念だったねぇ」

「でも楽しいねぇ」

「「これぞエンターテインメントだねぇ」」

　そんなふたりの背後に、ひとりの女性が現れた。左わきに、ぴくりとも動かない少女を抱きかかえている。

　女性が、冷たい目を双子の背に突き刺しながら、口を開いた。

「なにやってんだい？」

「「！」」

　一瞬で、双子の笑顔が凍りつく。

　六七女のゴルゴンゾラと六八女のパルメザンは、六六七人いる姉妹たちの中でも上位に位置するふた桁けた台として、強大な魔力を誇っている。だからいつも、楽しいと感じることを好き勝手に、好き放題に、気分の赴おもむくままにやってきた。

　が、しかし、そんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんツインズも、ひと桁台の姉たちには逆らえない。

　魔力の桁が違いすぎるから。

　ハッキリ言って、怖いから。

　そしていま、自分たちの背後に立っているのが、フォンターナ公爵家の次女、カカであるという事実を前にして、ツインズは、ただただ冷や汗を流し続けることしかできない。

　振り返ることもできないまま、ゴルゴンゾラが唇の端を引きつらせた。

「あ～、う～、これはぁ、エンターテインメントの考察というかぁ……」

　パルメザンも頰ほおを引きつらせている。

「え～、そ、そうですぅ。エンターテインメントに対する純粋で無む垢くな思いがぁ……」

　すると、カカに抱きかかえられていた少女が、ひょっこりと顔を上げた。

「双子、もしくは双生児のエンターテイナー魂に乾杯です。でも、ほどほどに」

　そしてまた、ヘタヘタ～と脱力し、動かなくなる。

　ゴルゴンゾラとパルメザンは、顔を見合わせてニコッと笑顔を重ねるが、

「褒めてないぞ？」

　カカの言葉に、またビクビクッと身を縮めてしまう。

　直後、頭突きの炸裂音が二発、路地裏の空に響き渡った。

「「痛いですぅぅぅ～」」

　というダブルの泣き声もいっしょに……。





七章　ラスト ガール スタンディング







　黒くろ媛ひめは、目の前に立つ巴ともえに微笑ほほえみかけた。

「巴の勝ちだ」

　負けたのに、気分は清すが々すがしい。

　巴が巨大ムカデを消すとすぐに、青い羽の妖よう精せいが彼女の肩に舞い下りた。

「トモエ、さあ、敗者の尻尾しつぽを優雅に抜いてあげようじゃないか！」

「ブルーぅぅっ！　貴様というヤツはぁ！　この軟派妖精めっ、成敗してやるでゴザル！」

　黒媛の顔の横で、ブラックが刀を構える。

「いいんだブラック。これは勝負で、わたしはそれに負けたんだ。だから、ジタバタするのはよそう」

　申し訳なさそうにしている巴に目をむけたあと、黒媛はすぐに自らの尻尾へ手をかけた。そして、一気に引っこ抜く。

　ぴょわぁ～ん、と緊張した空気に水を差すような音が、頭の上から聞こえてくる。

　撫なでると、猫耳は跡形もなく消えていた。

　これで自分は、ゲーム参加資格を失った。

「黒媛……」

　巴が、いまにも泣き出しそうな顔をする。

　彼女のことだから、相手の尻尾を引き抜いたりすれば、ずっと気に病むに違いない。だから黒媛は、自分の手で抜いた。

　この｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝に勝ったのだから、巴にはがんばってもらわなければならない。

　ブルーとブラックを集めたとはいえ、まだまだ妖精は残り三体もいるのだから。

「がんばれよ。ん？」

　そこでやっと、黒媛は気づいた。

　巴の指に……、いつもの指輪がない。ピアスも……、唯一身につけている首飾りも、デザインが微妙に違っている。

　もしかして……。

「巴、その首飾りは、どうしたんだ？」

「キュートのお姉さんから……」

　巴が、首飾りを指先で撫でた。

　やっぱり……。どうやらキュートのお姉さんたちが、大会の裏で暗躍しているようだ。

「双子の、か？」

「銀色の髪だったから、パルメザンさん……だと思うけど」

「うん、わたしも、ゴルゴンゾラさんから、コンパクトをもらったよ」

「わたしは、このネックレス」

　巴ともえの胸で輝いている首飾りは、なんの変哲もないものに見えるのだが……。

「ごめんね、ムカデなんて召喚よぶ気はなかったの」

「巴は気づいてないと思うが、わたしも世界の時間をとめたときには、本気で驚いた」

　黒くろ媛ひめは、戯おどけて眉まゆを跳ね上げた。

　クスッと、巴が微笑ほほえんでくれる。泣きそうな目をしていた彼女だから、なんだかそれが嬉うれしかった。

　と、巴が首飾りを外し、

「これをつけてるのは、ズルいわ……能力が倍増するし、召喚よびもしない蟲属霊むしが出てくるんだもの」

　スカートのポケットにそっと仕舞った。

「巴……」

「媒体プラチナがなくなったから、わたしもこれで黒媛といっしょに……」

　リタイアなんてセリフは、言わせたくなかった。だから黒媛は手を伸ばし、指先で巴の唇を塞ふさいだ。

「？」

　きょとんとした顔の巴に「ちょっと待って」と目で言いながら、黒媛はスカートのポケットからコンパクトを取り出した。

　鏡が粉々になった、コンパクト。でも……。

　フタの表面には、宇そ宙らに散らばる星のように、たくさんのプラチナをはめ込んでいる。

「ここで役に立つとは思わなかったな……鏡は割れて使い物にならなくなっているが、巴に必要な媒も体のはこれで足りるはずだ」

「え、だって……」

「わたしに勝ったんだぞ？　ここで簡単にあきらめてもらっちゃ困るな。勝利者には、敗者の無念を背負う義務があると思うんだが？」

「………」

　無言のまま、巴がそろそろと細い手を差し伸ばしてくる。

　黒媛は、手にコンパクトをのせたまま、巴を待った。彼女の手が、自らの媒体コンパクトを握り締めてくれるのを、静かに待ち続ける。

「……黒媛、これ、借りておくね」

　巴が、コンパクトに手をのせた。

　黒媛は、その上からさらに手をかぶせ、巴の手をコンパクトごと握り締める。

「目指すは優勝だ、なんて言うつもりはないが……これだけは約束してくれ」

「？」

「ベストをつくしてほしい」

　唇を引き締めた巴ともえが、こくんと力強くうなずいた。

「クロヒメ殿ぉ、その潔さ、あっぱれでゴザルぅぅぅ！」

　ブラックが、手の甲で目元をゴシゴシとこすっている。

「さすがはトモエ、素晴らしいよ。これで優勝間違いなしだねっ！」

　ブルーは上機嫌のようだ。

　そこで黒くろ媛ひめは、ふと目の端で動くものに気がついた。

　駅前のアーケード街へつながっている細い道の角から、こっそりとこちらを覗のぞいている視線。

　黒媛と目が合うと、サッと陰に身を隠したが、だれなのかすぐにわかった。

　香こう森もり小こ都と恋こ。レゾン学院の三年生で、｛千里眼クレアヴオイアンス｝の異名を持つダイヤ第一級クラスの【無を歩く者ナツシングウオーカー】だ。が、巴にはわずかな脅威にさえなりはしない。

　確かに小都恋は、遠くのものを視み通とおす能力を持っている。だから、妖よう精せいを捜し出すことなど造作もなかっただろう。

　しかし、攻撃力は限りなくゼロに近い。黒媛や巴の一年先輩だが、腕力は普通以下であり、争いを好まないのほほ～んとした女性である。

　隠れてこちらの様子を窺うかがいながら、妖精を奪い取るチャンスを狙ねらっていたのかもしれないが、それはもう無理だ。

　相手は、レゾン学院最高の能力値を誇る【死霊使いネクロマンサー】、｛謎エニグマ｝のふたつ名を持つ美み々み津つ巴なのだから。

　巴も、小都恋の存在に気づいたようだ。ジッと角を見つめている。

　するとまた、小都恋がひょこっと角から顔を出し、黒媛たちと視線が重なると「あ～、見つかっちゃったぁ～」といった感じに、にへら～と笑みを浮かべた。

　本人は、かくれんぼ気分だったのかもしれない。なんとなく、気の抜ける先輩である。

　すると今度は、後ろから声が聞こえてきた。

「あそこにいたぞっ！」

「うおっ、二体もいる」

「亜あ威いさんと美々津さんかっ、おい、亜威さんの耳と尻尾しつぽ、なくなってるじゃないか！」

「ならば、敵は｛謎｝ただひとりぃ！」

「我ら、人魔連合軍にかかれば、たとえ｛謎｝といえどぉぉぉ！」

　振り返ると、狭い道を埋めつくすほどの生徒たちが、こちらへ走ってくるのが見えた。三〇人以上はいるだろうか。それどころか、スターライトと魔族生徒がごちゃ混ぜになっている。

　人魔連合軍という言葉が聞こえたが、どうやら一時的に手を結ぶことにしたらしい。

　黒くろ媛ひめは、瞬時にこたえを出した。

　前門の香こう森もり小こ都と恋こ。後門の生徒たち。

　ここは比べるまでもなく、前門を突破して逃げるに限る。

　自分はもう、耳と尻尾しつぽを失っているから……。

「巴ともえ、逃げろっ！」

　黒媛は、アーケード街のほうを指差し、叫んだ。

　しかし、巴は動こうとしない。

　足が竦すくんでる？　生徒の数に気け圧おされているのか？　いや、違う！

　黒媛は、力んでいた肩から力を抜いた。

　手にしっかりとコンパクトを握り締め、目に強い決意を宿らせ、まさに威風をまとった｛謎エニグマ｝が、すぐそばに立っている。

　それだけわかれば、十分だった。いまの彼女には、だれの助けも必要ない。

「黒媛、使わせてもらうね」

　巴が、コンパクトを自らの左胸に押しつけた。そして、祈りを捧ささげるかのように、落ち着き払った様子で目を閉じる。

「唱名ジクル！　慈愛の息吹、地を這はう稲妻、消滅の消滅。無限に近く無限に遠い場所、幻秘の花園に戯たわむれる乙女たちよ、疾とく幽光ひかりを辿たどれ。我に害なす敵を討て！」

　コンパクトから飛び散った星々の光が、路地を埋めつくした。

　汚れた空気も、埃ほこりも、微粒子も、純粋な白の解放力が瞬時に消し飛ばしてしまう。

　圧倒的な力を従え、｛謎｝がそっと目を開け、しっかりと一歩を踏み出した。

　黒媛は、おかしくなった。自然に笑みがこぼれ出てくる。

　こうなった巴は、もうだれにもとめられない。


　　　☆☆☆



　リイザは、懸命にカカの封印術式を分解し続けていた。

　目を閉じ、宙に両手を差し伸ばし、空間を形成している術式を意識の中へ引きずり込み、支配下に置いていく。

　急がないと、キュートが……。

　うんざりするほどなにもない世界。

　無限という概念も、閉鎖という概念も、まるで意味を持たない世界。

　怒ることも泣くこともできず、リイザはただただ術式を消し、潰つぶし、加え、組み替え、組み合わせ、無色無音無臭の無限にひろがる閉鎖世界を相手どり、孤独に戦い続ける。

　もう少しで、自分が通れるだけの穴が空く。

　外へ出たらすぐ、カカをとめないと……。

　キュートが、キュートが、可愛かわいいキュートが！

　あとは、これだけで……。

　リイザは、最後だと思われる術式の配置を組み直し、新しい術式を組み込み、かたちを整えていく。

　と、最後の最後で、意識の流れをとめた。

「これは……」

　術式トラップ？

　複雑な編み目のようにひろがる術式。

　残りは、ふたつだけ。

　どちらか片方の術式を消去すれば、すぐにでも封印を破ることができる……、はず。

　どちらか、ひとつ。

　さすがカカ。いやらしい封印術式である。

　誤った選択のあとに待つものは……。

　大爆発？

　永久封印？

　存在消しよう滅めつ呪じゆ？

　まさか、そこまでは……。

　いや、カカならやりかねない。目的のために必要と判断した手段なら、それがどんなに正道から外れていようと躊躇ためらわずに使う姉だから。

　だが、ここでいつまでも迷っているわけにはいかない。自分は、フォンターナ公爵家の三女であり、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝なのだ。

　たとえ相手が姉であろうと、畏おそれるわけにはいかない。

　えいっ！

　リイザは、思い切って片方の術式を消去した。

　…………………………、なにも起きない。

　安あん堵どの息をつこうとしたとき、いままでコツコツと分解してきた術式が、急速に再生を始めた。

「あっ、やっ、ちょっ、ちょっと待って……」

　待ってくれない。

　みるみるうちに復元を果たし、再び堅固極まりない封印術式が完成した。しかも、先ほどとは微妙に組成の配列が変わっている。

　つまり、同じ手順を繰り返しても意味がない、ということである。

　これでまた、最初からやり直し。

「っっっっっっっっっっっっっっっっっ！」

　爆発しそうな感情を必死で抑えつつ、リイザは再び意識を集中した。

　怒るのも、泣くのも、すべてが終わったあとでいい。

　いまは、可愛かわいいキュートのために……。


　　　☆☆☆



　キュートの頭上で、レッド、ピンク、イエローがなにやら騒いでいる。

　猫耳を引っ張っているのはだれ？

　キュートからは、なにも見えない。ただ、声が聞こえるだけだ。

「だ、か、らぁ、オレ様にとっちゃ、ピンクもイエローも大切な仲間なんだよっ！」

「それはわかってるわよ。あたしたちは、五枚の羽をひとつにすると誓い合ったチームだからね。でも、いまはそんなこと訊きいてんじゃないのよ？」

「イエロー、いまそんな話をしなくてもいいんじゃないかしら？　まずはブルーとブラックを捜すことのほうが大事よ」

「ピンクったら、いっつも優等生なんだから。見てると、ほんといらつくわ。べつに、あたしもレッドがだれを好きかなんて知ったこっちゃないけど、うるさいブルーとお堅いブラックがいないいまがチャンスでしょ。この際だから、ハッキリさせましょ」

「おい、だからオレ様は……」

「じれったいわねレッド。あんたってば年中無休で優柔不断よね」

「オレ様が優柔不断!?　うぉい、このレッド様のどこが優柔不断だってんだよ！」

「だったらハッキリ訊くけど、あたしとピンクのどっちを選ぶわけ？　べ、べつにあたしは、どっちでもいいんだけどさ」

「お、あ、え？　オレ様が、イエローとピンクの？　どっちを選ぶって……おい、品も物のじゃねぇんだから……」

「イ、イエローったら、わたしはレッドのこと、そんな目で見たことは……」

「ピンク、そろそろ本音を言ったらどうなの？　あんた、レッドに惚ほれてんでしょ？」

「お、おい、イエロー、オレ様は……」

「ほらピンクちゃん、顔が真っ赤になってるのは、どうしてかなぁ～？」

「イエロー、やめろって……」

　ふむふむ、どうやら、恋愛問題でもめているらしい。

　キュートはあご先を撫なでながら、妖よう精せいたちの言葉に内心でうなずいた。

　ピンクは、清せい楚そ可か憐れんな美しい小しよう妖よう精せいである。魔界の法を犯しても小妖精を集めようとするコレクターの話を聞いたことがあるが、彼女ほど整った顔立ちの妖精ならば、そんな連中が大金を積んででも欲しがるに違いない。

　対してイエローは、美しいというより可愛く、きれいというより愛らしい小妖精だ。少少素直じゃないところも見受けられるが、元気で率直で、友達としていっしょにいると、とても楽しい雰囲気をつくってくれるであろうことは間違いない。

　そんな妖精かのじよたちの間にレッドを投入すると……、三角関係のできあがり、というわけである。

「ねぇ、キュートさんはどう思う？　レッドの態度って、優柔不断だよね？」

　予期せず降ってきたイエローの声に、キュートは立ちどまった。ムシトリアミで地面をコンコンと突き、首にかけた『夏っス！』タオルをいじりながら考える。

　ヘタなことを言うと、妖よう精せいたちが気を悪くしてどこかへ飛んでいってしまうかもしれない。かといって、噓うそを言うのもフォンターナ公爵家の誇りが許さない。

　だから、思ったことをそのまま包み隠さず伝えることにした。

「そうね、レッドが曖あい昧まいな態度をとり続けているみたいだけど、理由はちゃんとあるのかしら？」

「おい、オレ様はハッキリできないんじゃねぇぞ、ハッキリしないだけだ」

「どっちもいっしょでしょ！」

　イエローが、すぐさま強い口調でツッコミを入れる。

「いっしょじゃねぇ！　微妙なニュアンスが違うんだよ」

「バカみたい」

「バカって言うな！」

「ほらほら、ふたりとも落ち着いて」

「ピンクはいっつも落ち着きすぎなのよっ！　こんなときは熱くなんなきゃダメ！　パッションが伝わらないでしょ！」

「わたしは、そんな……できないわ」

「パッションなら、オレ様はいつも全開だぜっ！」

「だったら、ハッキリしなさいよ！　べ、べべ、べつにあたしは、あんたがどっちを選ぼうと興味ないけどねっ！」

「お、おい、それとこれとは……」

　頭の上が、再び騒がしくなる。

　キュートは再度、妖精たちに話しかけた。

「あたしが思うに、イエローもピンクも、本音と恥じらいのバランスが悪いようね」

　途端、妖精たちが静かになる。

　数秒後、

「バランスって？」

　そろそろと探さぐるようなイエローの声に、キュートは言葉を選びながらこたえた。

「えっとね、イエローがレッドのことを憎からず思ってるってことは、部外者のあたしにもわかったわ。でもね、恥ずかしいって気持ちが、好きって気持ちよりちょっとだけ強いみたいね。そのせいで、想おもいと行動がちぐはぐになっちゃうんじゃない？」

「わたしは、どうなんでしょうか？」

　控えめなピンクの声にも、

「ピンク、あんたは大人おとなね。もの静かなあんたは、落ち着いてて素敵よ。でもね、秘めた想いが相手に伝わりづらいっていうマイナス面も、同時に持ってると思うの。出そうとしないし、恥じらいっていう壁が厚いから、気持ちが本当に秘めたままになってるみたい」

　しばらく続いた無音の時間のあと、キュートの頭上で、妖よう精せいたちが今度は声を押し殺し、コソコソと話し始めた。

　彼らは彼らで、三角関係にこたえを出すのだろう。そこは、キュートが口を挟んでいいところではない。

　キュートは、ムシトリアミとタオルをギュッと握り締め、歩き出した。

　自然にため息がもれてくる。

　他人の恋こ愛とになると、簡単にこたえが出せるのに……。

　実をいうと、ドラマでインプットしたセリフの受け売りでしかないんだけど……。

　いざ自分のこととなると……。

　キュートは、首から下げた『夏っス！』タオルをぐりぐりといじりながら、午後の強い陽ひ射ざしの下を歩き続けた。

　気持ちを切り替え、残り二体の妖精を見つけよう。

　なんとしても優勝を。そして理り刀とを海に誘って、そのあと、こ、こ、こく……。

「さっきから気になってたんだけどよ、あいつら、ずっとオレ様たちをつけてないか？」

　つけられてる？　尾行!?　他ほかの生徒が、妖精たちを狙ねらってきたの？

　キュートは、それとなく振り返った。

　こそこそっと、立て看板の後ろに隠れた影がふたつ。

　薄紫の三つ編みが見えた。レゾン学院の体操服を着た男の子もいっしょに。

「きゅ？」


　　　☆☆☆



　キュートがいきなり振り返ったため、理刀は慌あわててそばにあった立て看板に身を隠した。スイートも、すぐに身をひそめる。が、見つかったようだ。

　キュートが、てくてくとこちらへ歩み寄ってきた。そして、看板の裏をひょいと覗のぞき込んでくる。

「なにしてんの？」

　しかたない……。理刀は、笑顔をつくってキュートの前に立った。

「えっと……キュートを見てたんだよ」

　キミをサポートしてたんだ、とはやっぱり言えないから、適当な噓うそを続けるため懸命に頭を回転させる。

「あなたが妖よう精せいを三体も集めてましたから、その理由を探さぐってましたの」

　スイートも、ふふんと笑みを浮かべながら、キュートの前へ進み出る。

　キュートの頭上にのったピンクが、そっと微笑ほほえみを浮かべ、理り刀ととスイートへ視線をむけてきた。

「あたし、ズルなんてしてないわよ」

「だれも、そんなこと言ってませんわよ？」

「……ん？　あんた、尻尾しつぽは？　もしかして、抜かれたの？」

「ふ、ふん。ゲームに飽きたものですから、自分で抜きましたの」

「噓うそでしょ？　あんた、だれかに負けたんでしょ？　ふん、フォンターナの血族ともあろうものが、嘆なげかわしいわね」

　嘆かわしい、と言いながらも、キュートはどこか嬉うれしそうだ。

「くっ、あなたにわかってもらわなくても結構ですわ。わたくしは、ほら、こうして理刀と仲よくやりますから」

　理刀の腕に、スイートがいきなり抱きついた。またまた、ふにゅ～っとした感触が伝わってくる。

「なに馴なれ馴なれしいマネしてんのよ！　暑いんだから、理刀に迷惑でしょ！」

「ご注意なさって。理刀に触れれば、あなたの耳と尻尾も消えてなくなりますわよ」

「きゅっ！」

　理刀に伸ばした手を、キュートがつかむ直前でとめた。そして、ふるふると肩を震わせながら、手を胸元へ引き戻す。

　バチバチバチッと火花を散らすキュートとスイートの視線に、理刀はただただ苦笑いを浮かべることしかできない。

　いつものパターンに突入だ。




　理刀は、キュートとスイートの口喧嘩じやれあいを聞き流しながら、街の中を見回した。他ほかの生徒がいつ襲ってくるかわからないから、気を抜くわけにはいかない。

　キュートの頭上で、三体の妖精も霞かすんだ都会の空を見上げている。

　襲撃を警戒しているのか、それとも仲間の位置を探っているのだろうか？

　ひとしきりキュートと言い合ったスイートが、ふふんと鼻を鳴らしたあと、

「まあ、だれが妖精を集めようが、わたくしにはもはや関係のないことですが……カカお姉様は、どうして生徒たちに妖精を捕獲させているのでしょう？」

　そんな疑問を口にした。

　なぜ『妖精捕獲大会』を開催したの？　本当は、ゴミ集めをする予定だったのに。

　理り刀とはキュートと顔を見合わせ、互いに首を傾かしげた。

　こたえてくれたのは、小しよう妖よう精せいたちだった。

「オレ様たちは、五体でひとつの種なんだよ」

「わたしたちは、再びひとつとなって、親木マザーのもとへ還かえらなければなりません」

「でもさ、それを邪魔しようってヤツがいんのよね。もしかしたら、そのカカってヤツかも……わかんないけどさ」

　理刀は、キュートへ、そしてスイートへ目をむけた。

　妖よう精せいたちが言っていることの信しん憑ぴよう性せいは？

　カカの狙ねらいは？

　妖精集めに生徒を使う理由は？

　こたえの出ない疑問が、頭の中を駆け巡る。

　最初に、キュートが口を開いた。

「でも、カカお姉様だったら、妖精を捕まえることなんて簡単じゃないかしら？」

「確かにそうですわね」

　スイートが、真剣な顔で腕組みをする。

　そこへひとつのこたえを放はなってきたのは、黄色の羽を持った妖精だった。

「なんでもそうだけどさ、面白くなきゃ意味ないんじゃない？　パパッと終わらせるのは簡単だけど、それじゃつまんないでしょ」

　キュートとスイートが、顔を見合わせた。そしてほぼ同時に、理刀へむき直る。

「イエローの言う通りかも」

「有力な仮説ですわね」

「カカさんって、そんなに？」

「物事を面白おかしくこねくり回す、ということに関しては、ゴルゴンゾラお姉様やパルメザンお姉様とは、また違ったこだわりを持ってらっしゃいますから」

　なるほど、と理刀は唇を引き締めた。

　こだわりか……、わかるような気がする。

　赤い蝶ちよう人にん間げんが、右みぎ拳こぶしを突き上げた。

「細かいこたぁ、どうでもいい！　とにかく、オレ様たちは五体揃そろって、もとの種に戻るんだっ！」

「おーっ！」

　黄色い羽の妖精、イエローも。

　ピンクも、無言でうなずいている。

　妖精たちの意志は、ひとつにまとまっているようだ。

　ならば、自分たちも！

「とにかく、いまは妖よう精せいを集めることに専念するんだ！」

　赤い蝶ちよう人にん間げんのマネをして、理り刀とも拳こぶしを振り上げる。

「やってやるわ！」

「ふふん、せいぜいがんばりなさい」

「見てなさいっ！」

　キュートが、首にかけていたタオルを取るなり、口と手で縦に引き裂き始めた。

　ビリビリビリッと裂いた布の一枚を、後ろ手にもぞもぞとスカートの中へ押し込み、またビリビリビリッと残りの布を裂いて、再びスカートの中へもぞもぞ……。

「なるほど、尻尾しつぽの数を増やそうというわけですわね？　ふん、考えましたわね」

　スイートも、自分のタオルを引き裂き始めた。なんのかのと言いながら、キュートを応援しているようだ。

　理刀の目には、スカートの下から包帯のような破れ布を何本も下げているだけにしか見えないが、普通の人にはたくさんの尻尾に視みえているのだろう。

　スイートが、満足そうにキュートのお尻しりを眺めている。

「全部で、一一本になりましたわね。歳経へた化け猫の風格ですわよ」

　キュートが、くるくるくるっと三回転を披露してくれた。銀のツインテールと布きれ一〇本、本物の尻尾一本が遠心力でひろがり、なんだかとっても変で、それでもやっぱり可愛かわいらしい。

「よし、ちょっとくらい動いても取れないわね」

　キュートが、ニッコリと笑みを浮かべる。

　そのとき、赤い蝶人間が叫んだ。

「あっちにブルーとブラックがいるぜっ！」




　小しよう妖よう精せいに案内され、理刀たちは駅前にあるアーケードへ駆け込んだ。

　平日だから、人の数はそんなに多くない。それでも、真まっ直すぐ走り抜けることができない程度には、人が集まっている。

　アーケードへ入っていくらも進まないうちに、流れていた音楽を押し潰つぶすかのような悲鳴が聞こえてきた。

「きゅっ？」

「なんですの？」

　横道から、たくさんの生徒たちが走り出てくる。男女、人間魔族入り乱れて。

　みんな、猫耳と尻尾がなくなっていた。だれかに奪われたのだろう。

　でも、どうして逃げる必要が？　尻尾を抜かれ、耳も消え、ゲームオーバーとなったのなら、「残念無念！」という表情とともにレゾン学院へ帰ればいいだけなのでは？

　理り刀との疑問を突き崩すかのように、続いて横道から現れたのは……、死霊の一群だった。

　オロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロォォォォォォォォォォォォォォォ

　聞く者の臓ぞう腑ふを震わせるようなうめき声を吐き出しながら、死霊の群れが逃げまどう生徒たちを追いかけている。

「ちょっと、数が多いわね」

「あれだけの死霊を操るなんて、わたくしにもできませんのに……」

　キュートとスイートが、微妙に表情を強こわ張ばらせている。

　死霊が一体、二体、三体、七体、一二体、一八体、二五体、三三体、四二体、五〇体……、次々と狭い横道からあふれ出てくる。

　生徒だけでなく、通行人も悲鳴をあげて逃げ出していく。商店街の店員も、店の奥へ逃げ込んでいく。みんなみんな、いっせいに逃げていく。

　理刀は眼鏡めがね店のショーウィンドー前までキュートとスイートを下がらせ、自分は彼女たちを背にして身構えた。

　そして、近寄ってくる死霊を手当たり次第に殴りつけ、消し去っていく。

　数体を殴り消したとき、横道から姿を現したのは、驚いたことに巴ともえだった。

　彼女が、死霊であふれかえったアーケードをゆっくりと見回している。

　青い羽と黒い羽を持つ二体の妖よう精せいが、彼女のそばを飛び回っている。虫カゴに入れていないところを見ると、どうやら二体とも手て懐なずけることに成功したらしい。

　彼女が二体。キュートが三体。

　ここが決戦の地となりそうだ。

「死霊召喚術式だけをとれば、あの方が学院一ですわね」

　現状を目の当たりにすれば、スイートの言葉にはうなずかざるを得ない。

　いきなりだった。虫取りアミを投げ捨てたキュートが、無言のまま駆け出した。

　銀色のツインテールをなびかせ、躊躇ためらわず、狼狽うろたえず、振りむかず、前へ。


　　　☆☆☆



　速攻っ！

　これに勝って、理刀を海に誘うんだっ！

　キュートは、全力でアーケードを駆けた。

　死霊を右にかわし、左に避よけ、ときには転びそうになりながらも、走った。

　パタピタプタペタポタ、と疾走した。

　基本的な五感を持たない死霊には、幻術が通用しない。だから、巴に力を一点集中で注ぎ込む。

「おりゃぁぁぁっ！　突っ込めぇぇぇい！」

「いけいけぇぇぇっ！」

　レッドとイエローが、大騒ぎしている。そんな声が頼もしい。

「キュート様、応援しますが、ご無理だけはなさらないで下さいね」

　ピンクの気づかいもありがたい。

　巴ともえが、ようやくこちらの接近に気づいたようだ。

　視線が衝突。

　距離、約一〇メートル。

　言葉にせずとも、彼女の気持ちはわかっている。自分も同じだから。

　正々堂々と、

　勝負！

　予想通り、まるで雪崩なだれのように死霊が群がってきた。当然、尻尾しつぽを狙ねらっているのだろう。だが、彼らの動きは愚鈍で、その視力は巴に依存しているはず。

　死霊の主マスターである巴にはいま、キュートの尻尾が一一本に視みえているから、死霊たちも本物がどれかわからない。

　死霊たちの腕が伸びてくる。

　タオルを裂いてつくったニセ尻尾が、何本か引き抜かれた。

　その感触をお尻しりに感じながらも、とにかく走った。パタピタプタペタポタ。

　次の瞬間には、本物がつかまれるかもしれない。

　だから、賭かけだ。

「みんな飛んでっ！」

　キュートは、妖よう精せいたちへ声をかけた。

「よっしゃ！」

「承知しました」

「しかたないわねっ！」

　三体の妖精たちが、羽をひろげて頭上へ舞い上がった。彼らの羽は、とてもきれいだ。人の目を惹ひきつけて離さないほどに。だから……。

　キュートは、立ちはだかる死霊の股また下したへ頭から飛び込み、アーケードの磨かれた通路を滑った。

　同時に、巴の視覚を操作する。

　レッド、ピンク、イエローの羽色を拡散させ、巴の目に焼きつけた。

　一瞬の目くらまし。

　キュートは急いで立ち上がり、巴の横に回り込む。

　彼女は、目を押さえて頭を振っている。

　いまだっ！


　　　☆☆☆



　理り刀とは、思わず息をとめ、歯を食いしばり、拳こぶしを握り締めた。

　キュートが、死霊の手をかいくぐり、巴ともえにむかって突っ込んでいく。

　銀のツインテールと小さな背中を、理刀はただ見ていることしかできない。

「あっ！」

　三体の妖よう精せいが宙に舞った直後、キュートが転んだ。いや、ヘッドスライディングだ！

　そうしながら死霊の股また下したをくぐり、巴の足もとへ飛び込んでいく。

　巴のほうは……、キュートの姿が見えていない様子だ。目を押さえ、小さく頭を振っている。なんらかの幻術をかけられたのだろう。

　立ち上がったキュートが、サイドへ回り込みながら、飛びつくようにして巴の尻尾しつぽをつかんだ。

　そして……、引き抜いた。

　巴の猫耳が、ふわっと空気の中へ溶け込み、消えていく。

　キュートの猫耳と尻尾は、まだついていた。

　囮おとり尻尾はすべて抜かれていたが、本物だけがちょこんと残っている。

　巴が、キュートへ顔をむけ、自らの頭を軽く撫なでたあと、敗北を認めたのだろう、サッと片手を振った。

　と、アーケードにあふれていた死霊たちがすべて、ウロロロォォォと不気味な唸うなり声をあげながら、地面の下へ沈んでいった。

　アーケードに流れている陽気な音楽が、なんとなくおかしかった。

　巴が、キュートに笑いかける。

　彼女たちへ歩み寄っていくのは、黒くろ媛ひめだ。

「ふん、ぽけぽけ娘にしては、がんばったほうですわね」

　理刀の横で、スイートが肩をすくめた。が、その唇は笑みをかたちづくっている。

　死霊から逃げていた生徒たちが、集まってきた。

　宙を舞っていた五体の小しよう妖よう精せいたちが、次々とキュートの頭へ降りていく。それがまるで五色の花冠のように見え、彼女の銀色と重なってとてもきれいである。

　直後、生徒たちから歓声があがった。

　アーケード中に響き渡るほどの拍手も。

　店員や他ほかのお客さんや歩いていただけの人たちが、ポカ～ンとした顔でレゾン学院の生徒たちを眺めている。中には、つられて拍手している人もいるようだが。

　理刀も、手を打ち鳴らした。隣では、

「拍手を贈るほどのことでしょうか？」

　などと言いながら、スイートも手を叩たたいている。

　周囲の反応に照れた様子のキュートが、理刀の目にはなんだかとても可愛かわいく見えた。

　そんなキュートに歩み寄った黒くろ媛ひめが、彼女の細い手首をつかんで高々と持ち上げる。

　優勝者として、キュート・フォンターナが認められた瞬間だった。

　拍手がさらに大きくなる。

　理り刀とも、力いっぱい手を叩たたいた。

「大おお袈げ裟さですわね」

　スイートは唇をちょっとだけ歪ゆがめながら……、それでも拍手を続けている。

「キュートさん、最高っ！」「イカスぅ！」「素敵ぃ！」「おめでとぉ～！」「つき合って下さい！」「｛謎エニグマ｝も凄すごかったぞ！」「世界平和バンザ～イ！」「愛してます！」「ナイスファイトぉ！」「あんたがナンバーワンだ！」「亜あ威いさん格好いいっ！」

　四方八方からの声に、キュートが頰ほおを紅くしている。そんな表情がまた可愛かわいらしくて、理刀は自然と笑みをこぼした。

　キュートの手を放はなした黒媛が、今度はその細い体を抱き締めた。

　また歓声があがる。

　祝福の抱ほう擁ようから解放されると、今度は巴ともえとの握手だ。

　歓声が竜巻のように渦を巻き、激流のようにアーケードの中を駆け巡る。拍手が拍手を呼び、反響がさらに反響していく。

　頰を紅に染めたキュートが、そんな生徒たちに手をあげてこたえた。












　また歓声と拍手が爆発する。

　いつの間にか、すぐそばに毒どく舌ぜつ丸まるが立っていた。

　そこで理り刀とは、微かすかな違和感を覚えた。

　いつもは冷たくも落ち着いた光を放はなっている毒舌丸の瞳ひとみが、なぜかつらそうに見えたのだ。眼鏡めがねの奥で、寒さに身を縮めているような……、追い詰められたような……。

　こんな状況なのに？　キュートが優勝したのに？　みんな喜んでいるのに？　なぜ？　どうして？　そう見えるだけで、内心では狂喜乱舞しているとか？

　おそらく、陰ながらキュートを見守っていたであろう毒舌丸の横顔から目を離し、理刀は手を叩たたき続けた。

　違和感は拭ぬぐえない。でもいまは、嬉うれしそうなキュートの顔を見ていたい。それだけで、幸せな気持ちになれるから。

　あらためて気づかされる。

　キュートにはやっぱり、笑顔がいちばん似合っている、と。


　　　☆☆☆



　カカは、五体の小しよう妖よう精せいを集めたキュートの姿を、静かに遠な視がめていた。

　隣には、目を覚ましたササラが座っている。

　彼女の瞳にも、キュートの笑顔が映っている。

　ササラは、生徒たちの歓声も、拍手も、笑顔も、祝福の言葉も、すべて、いまここにある現実として捉とらえているはずだ。

　カカは目を閉じた。緊張で唇を強こわ張ばらせる。

　キュートには、悪いと思っている。

　しかし、方法はひとつしかなかったのだ。

　これで、封印樹の種はもとの姿を取り戻す。

　ササラが、ぽつりともらした。

「友達、あるいは友人、もしくは仲間……。いいですね、友達って……」

　聞いて、カカは不覚にも涙をこぼしそうになった。鼻の奥が、ツンと熱くなる。

　ササラは欲している。

　友達を、ぬくもりを、笑顔を、つながりを、そのすべてが内包された日常を。

　ササラは望んでいる。

　心と体が解き放たれることを。

　だから……、庭園のような教室をつくり、クラスメイトといっしょに授業を受けさせ、大会を開催し、楽しさを強調することで彼女の関心を惹ひいた。

　すべては、ササラ・ビョルンストライドのため。

　あと、残るは……。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、キュートへ歩み寄った。

「きゅ、理刀、あたし……」

　キュートが、空色の瞳ひとみに歓喜の涙を溜ためている。笑いたいのか泣きたいのか、微妙なバランス上にある絶妙の笑い泣き顔である。

　これがまた、可愛かわいらしい。

「おめでとう」

　いまかけられる言葉は、これしか思いつかない。

「ありがとう」

　キュートの表情が、笑み側に大きく傾いた。

　これもまた、可愛らしい。

　キュートが、キュッと唇を一文字に引き締めた。そして、ちょっとだけ開き、また閉じる。それを数回繰り返したあと、

「あのね理刀、あたし……」

　言いかけて、いまやっと思い出した、といった様子で周囲を見回した。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、スイート、毒どく舌ぜつ丸まる、その他ほか、多くの生徒たちの視線が気になったようだ。

「ここじゃちょっと、なんだから……あ、あとで、ね」

　いったい、なにを言いたかったのだろう？

　理刀も、本当はキュートを抱き締めたかった。祝福の抱ほう擁よう、というやつだ。が、そんなことをすれば大変なことになる。生徒たちから大ブーイングの嵐あらしが巻き起こるだろう。黒媛は、羨うらやましいけど、女の子同士だし……。

　見ると、キュートの頭上で五体の小しよう妖よう精せいたちが手を取り合い、輪をつくっている。

　仲がいいんだな……、と思ったそのとき、

「！」

　妖よう精せいたちが強い輝きを放はなった。

　異変に気づかず、キュートが火ほ照てった顔に笑みをひろげる。

「これでやっと、勇気が持てそう。これで……いっしょに……う、み……」

　彼女は、最後まで言い切ることができなかった。

　目の焦点がズレた？　と思った次の瞬間、体の軸を抜かれたように、くにゃりと理刀にもたれかかってきたからだ。

　理刀は、とっさに彼女の体を抱きとめた。

　ぽにゃ～ん、と奇妙な音をたて、キュートの猫耳と猫尻尾しつぽが消えてしまう。

　毒舌丸とスイートが、素早く駆け寄ってくる。黒媛と巴も、キュートの顔を覗のぞき込む。生徒たちがざわめき始めた。

「キュート？」

　呼びかけても、返事がない。

　気を失っているようだ。

　と、彼女の頭から、ころりと卵大のなにかがこぼれ落ちた。

　地面へ落ちる前にそれを受けとめたのは……、細く長い指を持つ手……。

　カカだった。

　パンツスーツの鮮やかな紅が、理り刀との目に冷たく突き刺さってきた。

　どうして、ここにカカが？　五体の妖よう精せいたちはどこへ？　疑問が瞬時にふくれあがる。

「カカさん？」

「毒どく舌ぜつ丸まる、キュートを頼む」

　その言葉を残し、カカはすぐに消えてしまった。理刀には、チラッと寂しそうな目を投げただけである。

「春日かすが理刀さん、キュートお嬢様をこちらへ……」

　毒舌丸が先ほどと変わらない、どこかつらそうな目をしたまま、キュートの体を軽々と抱き上げる。

「失礼します」

　理刀からスイートへ視線を流したあと、彼女もまた姿を消した。

　どうなってんだ？　キュートは、なぜ気を失った？　カカが寂しそうにしていた理由は？　彼女が手にしたものは？　妖精たちは？　毒舌丸は、もしかしてこんな状況になることを知っていた？　この不安は、なに？

　スイートが、真剣な表情で理刀の手に素早く触れたあと、

「とにかく、わたくし、学校へ戻りますわ」

　姿を消した。

　残された理刀は、黒くろ媛ひめや巴ともえと顔を見合わせるなり、とにもかくにも駆け出した。

　レゾン学院へ！

「理刀っ！」

「……っ！」

　黒媛と巴も追ってくる。

　不安に全身を殴りつけられながら、理刀は全力で走り続けた。





エピローグ







　理り刀とは、汗だくになって特別クラスの教室へ飛び込んだ。ここへくれば、すべてがわかるような気がしたからである。

　教室の入口ドアを開けるなり、それが目に飛び込んできた。

「なんだよ、これ……」

　庭園を模した教室の中で最も目立っていた大樹が、枯れ果てていた。

　すべての葉を落とし、枝や幹の艶つやを失い、数限りないひび割れを樹皮に走らせている。

　そんな大樹の横に、カカが立っていた。理刀に目をむけるが、口を開こうとはしない。

　彼女の隣には、ササラもいる。

　キュートは？

　理刀は、教室の中を見回した。

　彼女は、芝生の上に寝かされていた。その隣に立っているのは、毒どく舌ぜつ丸まるだ。スイートもすぐそばにいる。

「理刀っ、キュートは……」

「ここに……あ……」

　ここでようやく、追いついてきた黒くろ媛ひめと巴ともえが教室へ入ってくる。そして、すぐさま教室内の緊張した空気を察し、口をつぐむ。

　なにがどうなっているのか、理刀も、彼女たちも、まったくわからない。だから、

「カカさん……」

　理刀は、この中では最年長のお姉様へ声をかけた。

　目に、「説明して下さい」という強い意志を込める。

　カカが、七色に光るササラの髪を撫なでながら、ゆっくりと口を開いた。

「封印樹を枯らすには、その根もとに種を埋めればいいんだよ。親が子を守るように、封印樹も己の身を朽ちさせ、種の養分になろうとするからね」

　そういえば、妖よう精せいたちが言っていた。自分たちは五体でひとつの種なのだ、と。

　彼らは、封印樹の種だったのだ。

　でも、どうして樹きを枯らす必要が？　それとキュートが倒れたことになんの関係が？

「キュートは、どうして……」

「キュートが持つ、特別な血が必要だったのさ」

　カカが、倒れたまま動かないキュートへ顔をむけた。

　毒舌丸は、目を伏せたまま動かない。スイートも、悲しそうな表情のままキュートを見下ろしている。

「特別な血？」

「そ、キュートはね、｛奇跡の血｝の持ち主なんだ。封印樹の種を蘇よみがえらせるためには、どうしてもその血が必要だったというわけさ」

　その｛奇跡の血｝とやらで種を再生したから、キュートは倒れたのか？　もちろん、彼女は目を覚ますんですよね？　でも、｛奇跡の血｝って？

　理り刀とは、質問を続けようとした。そのとき、教室の入口ドアが荒々しく開かれた。

「カカ姉様っ！」

　長く美しい銀髪をなびかせ、険けわしい顔で踏み込んできたのは、リイザだった。

　彼女はすぐさま、倒れているキュートに気づいたようだ。

　気絶したままの末っ娘こを見て、まつげを震わせ、唇を震わせ、肩を震わせ、拳こぶしを震わせ、ブルブルと全身を震わせ……。

　これほど怒りを露あらわにしたリイザを見たのは、初めてである。いつもは泣いてばかりだから。

　そんなリイザが、カカへ鋭い目を投げつけた。

「カカ姉様……あの子は、キュートは、わたしたちの妹なのよっ！」

「わかってる……でも、わたしたちは、王家に仕えるフォンターナ公爵家の血族だよ」

「でもっ！」

「リイザ、この世には不条理があふれてるんだぞ？」

　カカはずっと、横に立ったまま動こうとしないササラの頭を撫なで続けている。

　ここで、いままで黙っていたスイートが、ぽつりともらした。

「魔法が、使えませんわ……」

　自分の掌てのひら、呆ぼう然ぜんと見下ろしている。

　カカが、末から二番目の妹へ声をかける。

「心配しなくていい。わたしもリイザも同じだから。ここいら一帯にいる魔族は、だれも魔法を使えなくなっているはずさ」

　リイザが、唇を嚙かんでいる。

　スイートは、口を半開きにしたまま動かない。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、無言のまま。

　理刀は現状を把握できないまま、流れを見守り続けた。後ろにいる黒くろ媛ひめや巴ともえも、どうしていいのかわからない様子で、互いに顔を見合わせている。

　ササラの頭を撫で続けながら、カカが言った。

「この世は、呆あきれるほど不条理ばっかだね。

　でもさ、そんな状況にぶつかったときの姿勢と気持ち次第で、逆に自分を高めることができるんじゃない？

　いまあんたに必要なのは、立ちむかう心。

　それから、いっしょに歩いてくれる仲間じゃないかな？

　わたしは、あんたの隣でいつまでも歩き続けようって、心に誓ってるよ。

　あとは、あんた次第なんだけどな……」

　愛情のこもった口調で、カカはだれにむかって話しかけたのだろう。

　リイザも、スイートも、毒どく舌ぜつ丸まるも、口を開かない。

　黒くろ媛ひめも、巴ともえも、唇を引き結んだまま。

　キュートは倒れたまま動かず、浅い呼吸を繰り返している。

　理り刀とは、ゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。そのとき、

「え!?」

　カカにずっと七色の髪を撫なでられていたササラが、霧となって消えてしまった。まるで、陽光を失った虹にじのように。

　直後、ボロッ、ボロボロッ、ボロボロボロッと枯れた大樹がゆっくりと崩れ始めた。

　枝が落ち、樹皮が剝はげ、もはや樹きとも呼べないものへと変わっていく。

　その中から、七色が生まれ出てきた。

　いや、七色の髪だ。幹の中にだれかいる？

　理刀は、無意識のうちに大樹……、だったものへと歩み寄っていた。

　もはや根もとだけになったそこに座っていたのは、全裸の美しい女性だった。

　ササラとそっくりな七色の髪を背に流し、うつむいたままさめざめと涙を流している。

　年の頃ころは、二十代前半くらいだろうか、白すぎる肌と美しすぎる容姿から、魔族であることがわかる。

　理刀は、全裸の女性から目をそらした。いつまでも見ていたら、悪いような気がしたからだ。白い鎖骨や、かたちのいい胸や、くびれた腰や……、いろいろと。

　倒れたままのキュートへ顔をむけながら、思う。

　いったい、彼女は何者なのだろう？

　七色の髪を持つ女性へ、リイザ、スイート、毒舌丸の三人がその場で腰を折り、頭こうべを垂れた。スイートや毒舌丸ならともかく、リイザまで……。

　取るべき行動がわからず、理刀は呆ぼう然ぜんと彼女たちへ視線を投げ続けた。黒媛と巴も同様の様子だ。

　そんな中、カカの言葉は衝撃的だった。




「お帰り……ササラ」




　キュートはいまだ、目を覚まさない……。





あとがき







　よしっ、キュートに猫耳をつけよう！

　えいっ、この勢いで黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かにもつけちゃえ！

　尻尾しつぽもどうだっ！

　五巻は、こんな感じでいくことにしました。

　決めたからには、突っ走るしかありません。さっそく近所の公園へ足を運び、ノラ猫観察です。

　ブチ。クロ。トラ。ミケ。ボス。その他、ノラ猫たちの行動をしばし観察しました。

　猫耳と猫尻尾を極めるため、猫とフレンドリーな関係を築かねば！

　そんな決意を固めつつ、とりあえず賞味期限切れの食パンをあげてみました。

　………、無視。（しかたないので、池の水鳥や鯉こいに食べてもらいました）。

　次に差し出したのは湿気たクッキーだったのですが、これは面倒臭そうな態度ながらも、もそもそと口をつけてくれました。

　湿気たヤツは守備範囲に入っていたようです。

　猫耳の色気と猫尻尾の艶つやをもっと学ぶためには、他ほかになにをしなければ？




　熟慮の末、撫なでてみることにしました。

　しかしながら、これといったサービスはありませんでしたが……。

　ゴロゴロとノドを鳴らすとか。ごろん、を披露してくれるとか。すり寄ってくるとか。

　そんなボクの希望的観測は、ことごとく裏切られたのです。




　悪戦苦闘の日々を思い返しながら、書き終わった原稿を前に頭を下げます。

　耳と尻尾だけピックアップして、ごめんなさい。

　ストーリーの中で尻尾引き抜きゲームなんかやって、ごめんなさい。

　本物の猫を一匹も登場させなくて、ごめんなさい。

　その分、猫耳と猫尻尾の可愛かわいさをガツンと強調しております。




　今回もまた、たくさんの方々に助けて頂きました。

　キャラの個性をググッと引き出して下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　頼りになる担当の笹ささ尾おさん。陰ながら支えて下さる佐さ藤とうさん。そして編集部の皆々様。

　この本を手にして下さった読者の皆様。

　ありがとうございました。
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　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/
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